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　　　　　　　　　　序章




『吸きゆう血けつ鬼き』

　その存そん在ざいについて知らない者はいないだろう。人間の血を吸すい、永遠の時を生きる闇やみの住人。高こう貴きな夜の支配者。それが吸血鬼だ。

　大多数の人間は空想上の存在だと考えているが、実じつ際さいはそうではない。

　決して光の当たる世界に出てこないだけで、吸血鬼は実在するのだ。




　その一人に、夜よる音ねという少女がいる。

　外見的には十代の半ばくらいだろうか。夜を切きり抜ぬいたような黒く癖くせのない髪かみは腰こしまで届とどき、血の色をした赤い瞳ひとみは深海のごとく冷たく落ち着いている。暗い色調の豪ごう奢しやなドレスのよく似に合あう、人形のような少女だ。

　吸血鬼としては非ひ常じように若い、幼おさないと言ってもいい彼女だが、その高貴な生まれと並なみ外はずれた容よう姿しで、すでに吸血鬼の世界では名の知れた存在だった。

　そんな夜音は今、

「いらっしゃいませ、百五円が一点、百二十六円が一点────」

　コンビニでレジの順番待ちをしていた。

　端たん整せいな顔を不ふ快かいに歪ゆがめ、奥おく歯ばを嚙かみ締しめながら目の前で会計待ちをするサラリーマンの背せ中なかを睨にらむ。因いん縁ねんをつけられた形の仕事帰りの中年男は忙せわしなく後ろを振ふり向むき、アルバイト中の大学生もレジに集中できずにちらちらと目を向けている。それどころか異い質しつな少女はコンビニ中の視し線せんを独ひとり占じめしているのだが、彼女はそれに反はん応のうすることなく、ただただ屈くつ辱じよくに胸むねを震ふるわせていた。

（どうしてこの私がこんなことを……！）
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　夜よる音ねが買い物をしているのは自分の意志ではなかった。手にしているのは、憎にくたらしい最低のクズな人間に買ってくるよう命令された品だ。

　つまりは、パシリの真っ最中だった。

　細い指がトマトジュースにめり込み、缶かんを歪めていく。あと少しで破は裂れつするというギリギリのところで、どうにかレジの順番が回ってきた。

「い、いらっしゃいませ……、あ、あはは……」

　乾かわいた笑いを漏もらす店員に、トマトジュースとプリン、千円札をカウンターに投げ出す。引きつった笑顔で合計金額を告げられても、しっかりと閉じられた唇くちびるはぴくりともしない。整った小さな顎あごを軽く振ることで示し、無言のままに会計させる。

「えっと、お釣つりなんですが……、ふ、袋ふくろに入れておきますね」

　小こ銭ぜにを差し出しても微び動どうだにしない彼女に一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくするが、店員は何かを悟さとったように釣つり銭せんをレシートごとレジ袋ぶくろに入れると、もはや手て渡わたそうとはせずにカウンターの前の方、夜音のすぐ手の届とどく範はん囲いにそっと置いた。

「ありがとうございました。また──、またお越しくださいませ」

　マニュアル通りの対たい応おうをこなす声を背せ中なかに、スプーンだの箸はしだのストローだので必要以上にパンパンに膨ふくれたレジ袋を奪うばうようにして外に出る。ガラス越しにいくつもの視線が突つき刺ささるが、頓とん着ちやくすることなく足を進める。

（こ、この私が──）

　前だけを見つめ突き進んでいた彼女は、いつの間にか夜空を疾しつ走そうしていた。

　怒いかりに反応し、無む意い識しきのまま呼よび出だしていた無数の蝙こう蝠もりに包まれ、人目を気にすることなく空を舞まう。

「この私が、人間ごときのためにこんな屈辱を味わわせられるなんて！」

　使用人の仕事である買い物を自分で行うなど、生まれて初めてのことだった。いつもなら晴れやかに心こころ躍おどるはずの夜空にあって、なお怒りは増ぞう幅ふくされていく。

「いっそあの男が死んでしまえばいいのに。死ね。死んでしまいなさい！　ああでも、それだともう二度とあれが味わえなくなってしまいます──。ああっ！」

　餌えさでしかない人間のために、吸きゆう血けつ鬼きである夜音が働く。

　生せい態たい系けいに反した、本来ならばあり得ないことだった。

　歯は嚙がみし身み悶もだえ蛇だ行こうしながら、一いつ軒けんの家を目指して彼女は飛んでいく。




　彼女の苦く悩のうは、一人の少年の血を吸すったことから始まった。










　　　　　　　　　　一章




　陶とう原はら健けん悟ごは健康だけが取とり柄えの少年だ。

　平へい均きん的てきな体型に特とく徴ちようのない顔立ち。ほどほどの高校に通い、その中でも平へい凡ぼんな成績を保たもっている。小学一年生の半ばから現在に至いたるまで、約十年間無む遅ち刻こく無欠席というのが唯ゆい一いつ誇ほこれる点かもしれないが、園芸部に所しよ属ぞくし、その頑がん健けんさが生かされることはない。

　これだけだと、世せ間けんに埋まい没ぼつしていそうな目立たない少年のようだが、決してそうではない。

　陶原は病的なまでに健康が突とつ出しゆつした少年なのだ。




「行ってきます」

　玄げん関かんから一声かけると、陶原はジョギングへと出かけた。

　時刻は夜七時。大たい抵ていの高校生ならテレビを見たり遊びに出かけたりと自由に過ごすその時間帯に、平日は約一時間、土日はもっとじっくり時間をかけて、ある人物を捜さがしながら走るのが彼の日課だった。

（いないな……）

　民家の屋根や夜空に意い識しきを向け、きょろきょろとしきりに視し点てんを切り替えながら走る。コースは決めず、その時の気分で角を曲がるが、迷まようことはない。ジョギング歴は十年を超え、自宅から二時間圏けん内ないの距きよ離りは走はしり尽つくしており、完かん璧ぺきに地理を把は握あくしていた。

　陶原の住む街は駅を中心として、おおざっぱに分けると北に未開発の山地、東に古くからの住宅街、南には工場が建たち並ならび、西には新しいマンションを次々と建造中の新しん興こう住宅地が広がっている。元々は工場とそこで働く人達の家族の暮くらす街だったのだが、現在は近きん郊こうの都市のベッドタウンとして開発が進んでいた。

　陶原の家は駅の東側にあった。住宅街を抜ぬけ、昼間通う学校の裏うらを通り過ぎる。真まっ直すぐに進めば駅へと辿たどり着つくが、そちらには向かわず十字路を左に曲がる。寂さびれた商店街を抜け、団地を左手にさらに走る。

　足を止めたのは、小さな公園に差しかかった時だった。昼間は近所の親子連れでそれなりに賑にぎわう場所だが、この時間帯には一人もおらず、薄うす暗ぐらくもの悲しい空気だけが残されている。

　気にすることなく中へ足を進め、外灯の脇わきに置かれたベンチに腰こしを下ろす。普ふ段だんは途と中ちゆうで休きゆう憩けいを挟はさむことはないのだが、この日はほんの気まぐれだった。

（やっぱりもっと範はん囲いを広げるべきだな……）

　背せもたれに体を預あずけ、ぼんやりと月を見上げる。日課を順調に消化しているというのに、その表情は優すぐれなかった。

「もう十年だぞ……。どこにいるんだよ」

　ため息とともに吐はき出だされた言葉は、誰だれの耳に届とどくことなく消えていった。

　甲こう子し園えんを夢見る球児が日夜練習に励はげみ、志望校合格を目指す受験生が寝ねる間を惜おしんで勉強するように、陶とう原はらは目的とすることのため、ただ健康だけを追い求めてきた。

　早寝早起きで規き則そく正しい生活。真ま面じ目めな授業態たい度ど。夜遊びもせず、毎日の食事はもちろん、弁当も自分で作る。まさに学生の鑑かがみと呼よべる生活を送り続けてきたのだ。十年間の積み重ねで、健康に関してだけは誰にも負けない自信がある。

　けれど、どれだけ手しゆ段だんが整っても、その目的は達成するどころか、手がかりすらない。

（いかん。いかんな）

　頰ほおを叩たたいて沈しずみがちになる気持ちに活かつを入れる。ネガティブに考えても状じよう況きようは改善しないのだ。やはりもう少し行動範はん囲いを広げて捜さがしてみよう。

　そう考えて顔を起こすと、視し界かいの隅すみに人ひと影かげを捕とらえた。

　気がつけばすぐ近く、外灯が照らす光の真下に、一人の少女が立っていた。




　一番に目を引いたのは、唇くちびるだった。

　背せが低く、年下にしか見えないが、異い様ようなほどに紅あかいその唇は寒さむ気けがするほどの色気を漂ただよわせていた。人形のように感情を感じさせない相そう貌ぼうは、冷たいほどに整っている。

　漆しつ黒こくの髪かみと同じ色の服のせいだろうか。光の中にいるというのに、少女は夜の薄うす闇やみに包まれているように思えた。病的なほど白い肌はだだけがくっきりと浮うかび上あがる。

　どこか恐おそろしい、静かに完成された美がそこにあった。




　唐とう突とつに現れた少女に、陶原は見とれ、動きを止めた。

　ぽかんと口を開けたまま、間ま抜ぬけな表情で固まる。しかし、その少女が誰であるのか認にん識しきするにつれ、その顔は驚きよう愕がくへと変わっていく。

「──お、お前は、夜よる音ね……！」

　頭の中は混こん乱らんするばかりで、考えがまとまらない。それでも、反はん射しや的てきに立ち上がる。

　──彼女こそが、陶原が十年間健康に過ごしてきた目的、捜していた、復ふく讐しゆうすべき相手だった。

　夢じゃないのか。ずっと待ち望んでいた再さい会かいだというのに、にわかには信じることができない。駆かけ寄よって確たしかめようとするが、

（あ──、あれ────）

　少女と目が合うと、霧きりがかったように脳のうが活動を止めた。一歩も近づけないうちに、痺しびれた体で立たち尽つくす。

　消えゆく意い識しきの中で、薄うすく笑った少女の口元に異い常じように長い犬けん歯しが映った気がした。
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　夜よる音ねがその少年の血を夕食に選んだのに、深い意味はなかった。

　普ふ段だんは少女の血を好んで飲んでいるのだが、その日はあいにく目に適かなう人間が見当たらなかった。夜空を舞まいながらどうしたものかと思案していたところに、ジョギング中の彼が通りかかったのだ。男の血は好みではないが、まだ若く、健康そうな少年だ。しばらく観察していると、休きゆう憩けいのためか公園へと立ち寄った。運動直後ということを差し引いても血色は良く、酒や煙草たばこの匂においもしない。妥だ協きようし、軽い気持ちで少年の前へと降おりる。

「──お、お前は、夜音……！」

　驚おどろいたように声をあげた少年と瞳ひとみを合わせ、精せい神しんに侵しん入にゆうして意い識しきを奪うばう。血の味は人間の肉体だけではなく精神とも密みつ接せつに関係しているため、操あやつった状じよう態たいでは少し味が落ちてしまうのだが、彼女にとっては抵てい抗こうされることの方が面めん倒どうなのだった。

『夜音』と名前を呼よばれたのが気にはなったが、少年の顔に見覚えはない。人間などに知り合いはいないし、最後に男の血を吸ったのはいつだったか覚えていないほど以前のことだ。

（まあ、どうでもいいですが）

　少年が自分のことを知っていようがいまいが、関係のないことだ。夜音にとって人間とは、人間にとってのドリンクバーのようなもの。多少選びはしても、どれを選んだところで味に大差はない。

　深く考えることなく少年をベンチに座すわらせると、背はい後ごへ回り首くび筋すじに顔を近づける。上じよう気きして軽く汗あせばんだ肌はだからはそれでも不ふ快かいな匂いがしないことに軽く感心するが、ただそれだけのこと。伸のびた牙きばで皮ひ膚ふを破り、流れ出る血を吸すう。

　そして──

　血が舌したに触ふれた瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきが夜音の体を貫つらぬいた。

　濃のう厚こうな血の香かおりが奔ほん流りゆうとなって全身を駆かけめぐる。ほんの数すう滴てき、一口分にも満みたない量だというのに、血の味わいが口いっぱいに広がり、体内へと浸しん透とうしていく。

（──嗚あ呼あ────！）

　血を吸ったのは、支配しているのはこちらのはずなのに、少年の血に逆ぎやくに犯おかされていく。なのに抵抗感は一切なく、むしろ心地よい。体から安らかに力が抜ぬけていく。少年に掛かけていた術じゆつも、何もかも頭から消える。

「──────はぁ…………」

　いつの間にか瞑つむっていた目を薄うすく開き、ぼんやりと息を吐はく。思考が働かず、優やさしい脱だつ力りよく感かんに覆おおわれた体は身じろぎするのも億おつ劫くうだった。

　ただ、幸せだった。

　いつまでもこうしていたい。このまま眠ねむりに就つければ、それ以上に幸福なことなど世界にありはしない。

　だが。

「美う味まかっただろ」

　幸せは、無ぶ粋すいな一言によって妨ぼう害がいされた。

「俺の血は、美味かっただろ」

　はっとして顔を下げると、勝かち誇ほこった笑みを浮うかべる少年と目が合う。夜よる音ねが陶とう酔すいしている間まに催さい眠みんから解かい放ほうされたらしく、

「美味かったんだな。美味かったんだろ。美味かったんだよな？　やっぱり俺の血は美味くなってるんだよな！」

　ベンチから立ち上がり大きくガッツポーズをとる少年に、夜音はようやく正気を取とり戻もどし、

「う、噓うそです！」

　戦おののき、体の震ふるえを押おさえるように自分の体を抱だきしめる。

「そんな……、あれが、あんなに高こう貴きな味わいが人間の血だなんて、あり得ません！」

　吸きゆう血けつ鬼きにとって、吸血とは非ひ常じように重要な行こう為いだ。人間の血がなければ生きていけないし、ただ単たん純じゆんに、味わうことを楽しみにしている者も多い。

　しかし、夜音はそうではなかった。

　不老不死の肉体を維い持じするのに必要だから摂せつ取しゆするだけで、食事以上の価か値ちを見いだせなかった。仕方なく口にするものだと、割り切ってすらいた。

　それなのに。

　吸血鬼としては血に関心の薄うすい夜音を揺ゆさぶるほどに、少年の血は美味だった。いや、美味などという言葉で言い表せるレベルではなかった。

　甘かん露ろより甘く。

　蜂はち蜜みつよりも濃のう厚こうで。

　朝あさ露つゆよりも清せい浄じようで。

　薔ば薇らよりも薫かおり高く。

　淡あわ雪ゆきよりも儚はかない。

　完かん璧ぺきだった。

　この世に存そん在ざいしていることが許ゆるされない至し高こうで究きゆう極きよくの味わいだった。どんな大金を積んででも、破は産さんしてでも一口味わえれば、それだけで悔くいを残さず幸せに生しよう涯がいを終えられる。人類が到とう達たつできない、してはいけない美び味みであった。

「それを、それをこんな男が！」

　夜音がこれまで口にして、合格点を出した血の持ち主はどれも若い少女であった。汚けがれを知らない清らかな乙女。それが吸血鬼なら誰だれもが好む味であり、夜音も例外ではなかった。対して男の血は大味であることが多く、人気は薄うすい。長年修しゆ行ぎようを積んだ職しよく人にんが培つちかった経けい験けんと技ぎ術じゆつの粋すいを結集してショートケーキを作り上げても、一番の楽しみとされるのは無加工の苺いちごの実であるように、それは逆さからうことのできない自然の摂せつ理りだった。しかし──……

「あり得ません……」

　夜よる音ねの目には、少年──陶とう原はらはどこからどう見ても平へい凡ぼんで、どこにでもいそうな存そん在ざいにしか見えなかった。

　男で吸きゆう血けつ鬼きに好まれる血の主は、容よう姿しが整っていたり筋きん肉にく質しつであったりと、優すぐれた特とく徴ちようを持っているものだが、少年はどれにも当てはまらない。

　思わず漏もれてしまった感想が聞こえたのか、少年は妙みように腹が立つ晴れやかな笑みを浮うかべ、

「そんなに信じられないのなら、もう一度飲んでみるか？」

　限かぎりなく上からの目線で言った。

「飲ませて下さいってきちんとお願いすれば、飲ませてやらないでもないぞ」

「なっ！　人間風ふ情ぜいがこの私に向かって何という口の利きき方かたですか！」

　憤ふん慨がいする夜音だったが、

「俺は別にいいんだぜ。飲まないんだったらこのまま帰るだけだし。そうなるともう二度と、俺の血を飲む機会はないかもしれないな」

　うっ、と息を吞のむ。

　普ふ通つうならば、人間にこんな物言いを許ゆるす夜音ではない。相手が吸血鬼でも我が慢まんできないのに、よりにもよって下等な人間などに立場を弁わきまえない口を利かれたことなどこれまでの生しよう涯がいで一度もない。耐たえられない侮くつ辱じよくだ。

　なのだが。

　ごくりと自分の喉のどが鳴るのを聞く。自然と生なま唾つばが溢あふれ、飲みこむのを抑おさえきれない。

　自分達の餌えさとなるべく存在している人間などに従したがうなど、吸血鬼としてのプライドが許すわけがない。何も少年の言葉通りに行動する必要はないのだ。また意い識しきを奪うばってやれば、心おきなく血を吸すうことができる。

「お、おね──」

　しかしそれでは味が落ちてしまう。少年の意識があるまま血を吸えば、先ほど以上の至し高こうの血を味わうことが可か能のうなのだ。

「お願い、します。血を飲ませて──、貴方あなたの血を飲ませて下さい」

　甘かん美びな誘ゆう惑わくに逆さからいきれず、屈辱に白い頰ほおを紅こう潮ちようさせ、握にぎりしめた手を震ふるわせながら言葉を絞しぼり出だす。怒いかりで視し界かいが狭せばまり、憎にくたらしい少年の顔以外、目に入らなくなる。

　夜音の答えを聞くと、少年は軽く首を回し、脱だつ力りよくするように肩かたを落とした。

「ほら、存ぞん分ぶんに味わえよ」

　姫ひめに忠ちゆう誠せいを誓ちかう騎き士しのように、片かた膝ひざを立てて跪ひざまずく。まるで練習をしていたかのように自然な流れで頭を傾かたむけ、首くび筋すじをさらけ出した。

（そういえば、どうしてこんなに落ち着いているんでしょうか）

　吸きゆう血けつ鬼きに血を吸すわれるという異い常じよう事じ態たいにも拘かかわらず、全く慌あわてた様子を見せない少年の態たい度どに疑問を抱いだいたが、吸血衝しよう動どうの方が勝った。何もかも忘わすれ、少年の首筋に食らいつく。




　二度目に味わう血は、一度目よりもさらに上の幸福で夜よる音ねを包み込んだ。
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　二回目の吸血を終え、夜音は恍こう惚こつとして立たち尽つくしていた。彼女を知っている吸血鬼が見たら、驚きよう愕がくし目を疑うほどに隙すきだらけな姿すがたで。頰ほおの緩ゆるみきった顔には、それまでの冷たく落ち着いた印いん象しようは欠片かけらも残っていない。

「もっと俺の血を吸いたいとは思わないか？」

　距きよ離りや角度を変え、十分ほどその姿を眺ながめていた少年に声をかけられ、夜音は薄うすぼんやりとした目を向けた。

「美う味まかったんだろ。もっともっと、味わってみたいんじゃないのか？」

（──あの血を──もう一度────）

　考えるまでもない。誘さそわれるままに、夜音はふらふらと少年へ近付く。ぼそぼそと小声で呟つぶやく様子は正気を失っていた。

「……血……、血、……血…………」

「ちょっと待て、はいストップ！」

　突とつ然ぜんの大声に、夜音ははっとして目を開き、現世に復ふつ帰きする。

「そんな状じよう態たいで血を吸ったら加か減げんが利きかないだろ。ちゃんと節せつ度どを持って吸わないと、俺は死んじまうぞ」

「──それがどうしました？　貴方あなたの生死など私には関係ありませんけど」

　きょとんと小首を傾かしげる。そんなどうでもいいことで吸血を中ちゆう断だんさせようとは、それこそ死に値あたいする。

「いやいやいやいや。もっとちゃんと考えてみろ。俺が死んだら、もう二度と俺の血を飲めなくなるんだぞ」

　少年が慌てたように言い重ねる。夜音はむぅと唸うなり、

「一いち期ご一いち会えと言いますし、最後に存ぞん分ぶんに味わえると思えばそれはそれで」

「何で急に潔いさぎよくなってんだよ！　待て待て！」

　少年は両手を大きく突つき出だし後あと退ずさると、

「そうじゃなくてさ、定期的に飲みたくないかって言ってんだよ」

　命いのち乞ごい気味に変化しつつある提てい案あんを続けた。

「ふむ──。そうですね」

　軽く腕うで組ぐみする夜よる音ねだったが、答えを出すまでにはそう時間はかからなかった。

「人間にしてはよい提案です」

　ゆっくりと頷うなずく。湧わき出だす唾つばを飲み込み、白い喉のどをごくりと鳴らした。

　目の前の少年の血は、他の人間の血に比べ桁けた違ちがいに美う味まい。今までに飲んできた全ての血を一いつ滴てきに凝ぎよう縮しゆくしたとしても、彼一人の血に敵かなわないだろう。もう二度と味わえなくなるというのは、確たしかに惜おしい。

（吸すい尽つくすのはいつでもできますしね）

　定期的に何度か味わい、飽あきてきたら吸い尽くしてやろう。そう決めて薄うすく笑うと、少年は安心したように手を下ろした。

「俺の家まで来ればちゃんと血を飲ませてやるよ。一度に飲ませるのは貧ひん血けつにならない程てい度ど、一口だけだけど」

「貴方あなたの家、ですか」

「ああ、ここだと家から遠いからな」

「それがどうしたと言うんです」

　ふん、と鼻を鳴らす。

「私に血を捧ささげるために貴方が足を運ぶなど当然のことでしょう。家から遠い？　そんなの私の知ったことではありませんよ」

「いやでもよ、公園だと誰だれかに見られるかもしれないだろ」

「人間に見られたからといって問題はありません。記き憶おくを消せば済すむことですから」

「だったら──。そうだ、人間じゃなくて、吸きゆう血けつ鬼きだったらどうなんだ。お前以外にも、この街に吸血鬼がいたりするのか？」

「ええ。人間が気づいていないだけで、この街にも私以外に十人ほど住み着いていますよ」

「だったら、そいつらに見られるかもしれないぞ。他の吸血鬼に見られたら、俺の血がそいつらに吸い尽くされる可か能のう性せいがあるんじゃないか」

　俺の血は美う味まいからな、と付け足す少年を前に、夜音は顎あごに指を当てる。

　少年の指し摘てきは実は的まと外はずれだ。吸血鬼の世界では暗あん黙もくの了りよう解かいとして、誰かが飼かっている人間には手を出さないというルールがある。吸血鬼が血を吸った人間にはその吸血鬼の匂においが残り、繰くり返かえし飲むほどにその匂いは強まっていく。それを目印にするのだ。もしこれから先もこの少年の血を気に入り飲み続ければ、夜音の匂いが色いろ濃こく残ることになるだろう。

「──ふむ。まあいいでしょう」

　しかし夜音は提案を吞のむことにした。

　最高の血を味わうためとはいえ、定期的に会うのを同族に見られて人間などに執しゆう着ちやくしていると勘かん違ちがいされるのは面おも白しろくない。

　こうして話はまとまった。少年は右手を差し出し、

「俺は陶とう原はら。陶原健けん悟ごだ。よろしく」

「──夜よる音ねです。私のためによく働きなさい」

　精せい一いつ杯ぱいに浮うかべた爽さわやかな笑みを無む視しし、人形のような無機質な顔で夜音は答える。握あく手しゆを求める右手には、小さな嘲ちよう笑しようで返した。

「念のために言っておきますが、ヨネではなく『よるね』です。私はまだ十七歳の誕生日を迎えたばかりなのですから、呼よび間ま違ちがえないように気を付けなさい。まあ呼ぶと言っても、そんなことが許ゆるされるのは心の中だけですけど。人間などでは口にするのもおこがましい、高こう貴きな名だと覚えていなさい」

　淡たん々たんと続けるが、陶原はほとんど聞いていなかった。

「夜音か……。やっぱり、そうだったんだな」

「やっぱりとはどういう意味です。そういえば、最初に血を吸う前も私の名前を呼んでいましたね？」

　寂さびしげに右手を引いた陶原は動きを止めると、

「──俺に、見覚えはないか？」

　そっと、開いた右手を見つめたまま呟つぶやいた。

「ないですね」

「即そく答とうかよ！　少しくらいは考えてもいいんじゃねーか？」

「人間など覚えても無む駄だなだけですから。女ならともかく、男は一人も覚えていませんよ。必要もありませんし」

　そうか、と落ち込む陶原に、

「それとも、私が今までに貴方あなたの血を飲んだことがありましたか？」

　可か能のう性せいがあるとすればそれくらいだと思って訊きいたのだが、

「いや」

　これには陶原も即答し、目を細め、

「血は飲まなかった。飲まれるのはこれが初めてだ」

　どこか遠い目で夜音を見つめる。

「……もう遅おそいし、とりあえず案内するよ。行こうぜ」

　その後は押おし黙だまり、会話を打ち切られた形になった夜音は少しばかり不満を感じながらも、陶原の家を教えられ、その日は別れた。

　最高の血を繰くり返かえし味わう夢の生活どころか、悪夢のような毎日が待っていようとは、この時の夜音は予想だにしていなかった。
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　──コンコン。

　翌よく日じつ。学校から帰るなり食事と日課のジョギングを終わらせ、部へ屋やで宿題をしながら約束の時間が来るのを待っていた陶とう原はらの耳に、ノックの音が届とどいた。

　眉まゆを寄せる。時計を確かく認にんすると午後七時二十五分。約束の時間には五分早いが、おそらく夜よる音ねだろう。そう思いつつ困こん惑わく気味に頭を搔かいたのは、ノックが部屋の入り口ではなく、窓まどから聞こえてきたからだ。

　カーテンを開けると、そこにいたのは案あんの定じよう彼女だった。部屋は二階でベランダもないのだが、ふわふわと浮うかぶ夜音には関係なかったようだ。

「何でそんなとこから……。まあいいや、とりあえず入ってくれ」

　窓を開いて招まねき入いれると、夜音は挨あい拶さつもなしに部屋の中に入り込み、そのまま降おり立たつ。

「あっ、おい！　土足で部屋に入るなよ！」

「ここまでずっと飛んで来ましたから、汚よごれていませんよ」

　慌あわてた陶原の叫さけびを一いつ蹴しゆうする。冷たい目で一いち瞥べつされうっと息を吞のむも、気を取り直して、

「それはいいとして、何で窓から入ってんだ？」

「この私を誰だれだと思っているんです。人間の感覚で考えないで下さい。空を飛んで移い動どうする我々吸きゆう血けつ鬼きにとって、一度玄げん関かんに降りてから階かい段だんでまた二階に昇のぼるなんて無む駄だでしかありません」

「そうかもしれんが、礼れい儀ぎっつーか、そんなのがあるだろ」

「吸血鬼相手ならもちろんそうしますよ。まさか、人間風ふ情ぜいが対等の扱あつかいが受けられるとでも思ったのですか？」

　嫌いやみではなく心底そう思っているのがありありと分かり、陶原はそれ以上反論するのを止めた。

「──そうか。いや、そうだな。むしろ窓から入った方がいいかもな」

　よく考えてみたら、普ふ通つうに玄関から出入りすると親と鉢はち合あわせる可か能のう性せいが高い。親子関係は悪くないが、夜音について詮せん索さくされたくなかった。

「もういいでしょう。それでは血を──」

　納なつ得とくしたのを見み届とどけ、早さつ速そく用件を済すませようとした夜音に、陶原は千円札を突つきつけた。

「──何のつもりですか、それは」

　血を飲ませる代わりに金で済ませるつもりなのかという疑いの目を向けられるが、平然とすました表情を作り、返す。

「コンビニでトマトジュースとプリンを買ってきてくれ。お釣つりを誤ご魔ま化かさないで、ちゃんとレシートも一いつ緒しよにな」

　言いながら、繕つくろいきれず顔が引きつっているのを自覚し、陶とう原はらは無理矢理に笑うことで誤ご魔ま化かす。咳せき払ばらいして震ふるえる声の調子を整え、これ以上目が泳いでしまわないよう夜よる音ねの目だけをしっかりと見つめた。

（いける、いけるはずだ！　負けるな俺！　ただ血を飲ませて帰すために頑がん張ばってきたんじゃないだろ！）

　ここが勝負所なのだ。絶ぜつ対たいに、何が何でも命令に従したがわせてやる。

「────もう一度聞きます。何のつもりですか、それは」

「あれ、分かんないのか？　使いっ走り。分かりやすく言うと、俺の血が飲みたかったら、俺のために買い物に行ってこいって言ったんだよ」

「なぜこの私がそんな下等な行いをしなければいけないのですか。貴方あなたが私のために働きたいと申し出るのなら当然ですが、貴方のために私が何かしてやるなど、あり得ないことです」

　表情をぴくりとも動かさず切り捨てる。当然なその反はん応のうに、しかし陶原はさらににやりと笑い、

「血が欲しいんだろ？」

　見せつけるように絆ばん創そう膏こうの貼はられた首くび筋すじを叩たたく。

「俺の言うことが聞けないんだったら、血を飲ませてやらねえぞ」

「──調子に乗るのもいい加か減げんにしなさい」

　上からの物言いに、地の底から響ひびくような冷たい声で夜音は返す。

「昨日は従したがってあげましたが、力ずくで飲んでも構かまわないんですよ」

　一メートルの間合を開け、部へ屋やの中で向かい合う。陶原の胸むねまでしか身長のない夜音だが、椅い子すに腰こし掛かけた彼と今は視し線せんの高さはほぼ同じだ。据すわった目で、同じ高さから見下す。

「貴方はただの人間。吸きゆう血けつ鬼きである私の餌えさでしかないんです。弁わきまえなさい」

　開け放たれた窓まどから次々に蝙こう蝠もりが侵しん入にゆうし、瞬またたく間に天てん井じようを真っ黒に染そめる。神しん経けいに障さわるキーキーと攻こう撃げき的てきな高音が部屋中に木こ霊だまし、重く冷たい空気が部屋を満たす。

「いいのか？」

　それでも陶原は一歩も引かなかった。内心では潰つぶされそうな空気に圧あつ倒とうされながらも、むしろより強く笑ってみせる。昨夜のうちから何度も練習していたのだ。

「言うことが聞けないのなら、夜よ更ふかしするぞ」

　力強い宣せん言げんが部屋中に響き、空気が一変する。蝙蝠ですら鳴くのを止め、耳が痛いたくなるほどの静せい寂じやくが部屋に満ちる。

「──、今、何と言いました？」

「聞こえなかったのか？　夜更かしするって言ったんだよ。夜遅おそくまで、無む駄だに起きとくって意味だ」

「────はあ」

　彼女の口から、思わず間まの抜ぬけた声が漏もれる。

　意味が分からない、といった風ふ情ぜいの呆あきれ顔がおだ。

「好きにすればいいでしょう。私が求めているのは貴方あなたの血のみです。それ以外の要よう素そには一切興きよう味みがありません」

「本当にいいのか？」

「だから好きにしなさい。貴方の生活など私にはどうでもいいことです」

　苛いらつきの混まじり始めた夜よる音ねの声に、それでも陶とう原はらは怯ひるまない。大げさに肩かたをすくめ、首を左右に振ふりつつ長々とため息をつくと、

「分かってねえなあ」

　むしろ同どう情じようするように哀あわれみの目を向ける。

「昨日もそうだったけど、少しは頭を使ってみたらどうだ。分からないからって人に聞いてばっかじゃ成長しないぞ？」

　その子供に言い聞かせるような口調に、夜音はすっきりとした顔で、

「そうですね。ようやく理り解かいできました」

「お、おい、何をするつも──」

　一つ頷うなずくと、立ち上がろうとする陶原に近づき、右肩と頭に手を置き、力ずくで押おさえ込こむ。

「ちょ、ちょっと待った、痛いたい！　マジで痛いから待て！　理解したんじゃなかったのかよ！」

「はい。自分の愚おろかさを理解しましたよ。無む価か値ちで汚けがらわしく、血以外に意味がないのが人間という存そん在ざいでした。ならばその人間の話す内容にも価値があるわけないのに、理解しようとするとは、実に愚かな行こう為いです」

「納なつ得とくする方向が違ちがう！」

　陶原は逃にげようと抵てい抗こうするが、夜音は涼すずしい顔のままぴくりとも動かない。暴あばれる少年を、夜音は晴れやかな表情で見下ろしていた。

「初めからこうしておくべきでした」

　他に代かえ難がたい血の持ち主とはいえ、下等な人間には違いない。絶ぜつ対たい的てきな捕ほ食しよく者しやである自分が、ほんの僅わずかでも譲ゆずる必要はない。圧あつ倒とう的てきな力で奪うばってしまえばいいのだ──そう言わんばかりの、冷たく晴れやかな瞳ひとみで。

「ま、待て！　これは血の味にすげー関係あることなんだぞ！」

　顔を埋うめ、今まさに血を吸おうとした瞬しゆん間かん、夜音は陶原の叫さけびに動きを止めた。やはり血に関してだけは反はん応のうするらしい。

「どういうことです？」

「まずはいったん放してくれ、首が、首が捻ねん挫ざする」

　頭が左肩にくっつくほどに押さえつけられ、陶原は痛みに顔を歪ゆがめながらも何とか口にする。その言葉に従したがい、夜よる音ねは力を抜いて一歩下がる。たとえ逃にげるためのその場凌しのぎの噓うそだとしても、逃がすことなどあり得ない。陶とう原はらの部へ屋やであっても、ここはもはや吸きゆう血けつ鬼きの支配する空間なのだ。

「早く言いなさい」

「早くじゃないだろ！　すぐに暴ぼう力りよくに訴うつたえるなんて最悪だな！　馬鹿！　あ、うそ、噓だから落ち着いてくれ、ちゃんと説明するから！」

　無言で足を踏ふみ出だそうとする夜音に、慌あわてて言葉を続ける。

「俺の血が美お味いしいのは健康だからだ。そうだろ？」

「それは──、そうですね」

　夜音は僅わずかに眉まゆを寄せ、答えを出す。今までに味わった美味しい血の持ち主は、どれも健康な少女であった。ならば同じ理由で、陶原も健康なのだろう。

「俺の血が並なみ外はずれて美う味まいのは、俺自身が並外れて健康だからだ。そうなんじゃないか？」

「まあそうでしょうね」

「だろっ、やっぱりそうなんだろ？」

　溢あふれ出でる笑みを堪こらえきれず、陶原は思わず浮うかれた声を漏もらすが、引ひき延のばして夜音の機き嫌げんを損そこねるのを避さけるため、口早に説明する。

「つまり、俺が健康だからこそ血が美味しいんだ。夜よ更ふかししたら、血が不ま味ずくなっちまうぞ」

　一気に言い終えると、夜音の反はん応のうを窺うかがう。彼女の顔に理解の色が広がるのを見み届とどけると、ようやく安心して、にやりと悪い笑みを浮かべた。

「やっと分かったか。理り解かいが遅おそいな、おい」

「なっ！」

　豹ひよう変へんした──というか元の態たい度どに戻もどった陶原に憤ふん然ぜんとする夜音だが、もはや手て遅おくれだ。

　場の支配権はもう陶原が握にぎっていた。

　睨にらみつける夜音に対して肩かたをすくめると立ち上がり、

「何だよその態度は。また力ずくで血を飲もうってか。いいよ。やれよ。どうせ力では敵かなわないんだし、もう抵てい抗こうしねえよ」

　朗ろう々ろうと歌うように。

「ただなあ、そうなるとショックで今日は眠ねむれないかもな。寝ねるのが遅くなったら朝も起きられないし、生活リズムが乱れて体調崩くずしちまうだろうなあ」

　ゆっくりと畳たたみかける。

「何年ぶりかで風か邪ぜひくかもしれないし、治なおるのに時間かかるんだろうなあ。そうなると──」

　にやにやと見下ろし、

「血が不味くなっちまうだろうな」

「──────！」

　話が繫つながり、はっきりと理り解かいした夜よる音ねは体を震ふるわせる。激げつ昂こうして溢あふれる声は言葉にならず、空くう虚きよに消えていく。それでも少しでも落ち着こうと目を瞑つむり、深しん呼こ吸きゆう。

　砕けんばかりに奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、

「私を脅おどすつもりですか」

　やっとのことで絞しぼり出だした言葉も、あっさり受け流される。

「人聞きの悪いことを言うなよ」

　心外だと言わんばかりの表情で、

「俺はただ、夜よ更ふかしするって言ってるだけだぜ？　お前に対しては何もしないのに、脅しもくそもないだろ」

　飄ひよう々ひようとした態たい度どに、夜音はぐっと押おし黙だまる。

（この卑ひ怯きよう者ものめ！）

　胸むねの内で毒づき、被ひ害がい者しや面づらをする少年を睨にらむ。

　これは完全に脅しだ。むしろ直ちよく接せつ手を出さない分余よ計けいにタチが悪い。これではヤクザと同じではないか。

　人間の分ぶん際ざいで吸きゆう血けつ鬼きを脅すなど、許ゆるされることではない。吸血鬼にとって人間とは家か畜ちくも同然であり、従したがうだけの下げ僕ぼくであるべきなのだ。

　夜根は吸血鬼の誇ほこりに懸かけて、許すことはできないはずだった。

　はず……だが。




　普ふ段だんの冷たさを失った、感情を伴ともなった瞳ひとみで睨みつけながらも、夜音は衝しよう動どうを全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸けて押さえ込んでいた。

　襲おそってしまえばいい。人間は少し力を入れるだけで簡かん単たんに死んでしまうような脆もろい生物なのだ。調子に乗った報むくいを受けさせてやれ。

　己おのれの胸きよう中ちゆうに沸わき上あがる声を受け、奥歯を嚙み締めたまま唇くちびるを広げ、牙きばを剝むき出だしにして威い嚇かくするが、その視し線せんはどうしてもチラチラと泳いでしまう。向かう先にあるのは、絆ばん創そう膏こうの貼はられた陶とう原はらの首くび筋すじだ。

（殺す。ええそうです。殺してあげます。殺さなくては駄だ目めです。ほら、早く！）

　己に言い聞かせながらも、首筋を見つめる割合は段だん々だんと増ましていく。視線に気づいたのか、陶原がゆっくりと絆創膏を剝はがした。

（──────っ！）

　あがりそうになった声を嚙み殺し、ぐっと耐たえる。視線はもう釘くぎ付づけになり、我知らず喉のどが鳴った。

　駄目押しとばかりに、陶原は爪つま先さきでできたばかりのカサブタを引ひっ搔かいた。固まった血が爪つめの間に入るが、傷きず口ぐちは小さく、新たな血が流れたりはしない。

　ただ、ほんの一いつ瞬しゆんだけ香かおる。

「あっ──」

　それで十分だった。

　小さく漏もらしたことで、しっかりと嚙かみ締しめていたはずの口は開いてしまった。そうすれば、もう溢あふれる本ほん能のうを抑おさえることはできない。

　それでも、夜よる音ねには吸きゆう血けつ鬼きとしての誇ほこりがある。震ふるえる唇くちびるを嚙み、焦こがれるような首くび筋すじへの視し線せんを断たち切きり、陶とう原はらの目をしっかりと睨にらむ。

「な、何を……」

　次に夜音の口から出たのは、死の宣せん告こくではなかった。

「何をすればいいんですか」

　自分に何かをさせるなど、敬けい愛あいする家族以外に許ゆるしたことはない。人間になど論ろん外がいで、考えたことすらない。

　小さな拳こぶしはぎゅっと握にぎられ、力の入りすぎで肩かたが上がり、湯ゆ気げが立ちそうなほど頭に血が上る。あまりの屈くつ辱じよくに全身が震え、荒あらい呼こ吸きゆうは収おさまる気配すらない。

　だが。

「言うことを聞いてあげます。早く言いなさい」

　それでもなお、陶原の血は魅み力りよく的てきだった。

　優すぐれた夜音の嗅きゆう覚かくは、傷きず口ぐちから立ち上る血の香りを嗅かぎ取とっていた。その瞬しゆん間かん口いっぱいに蘇よみがえった陶原の血の味が、表面をどう繕つくろおうとも、易やす々やすと夜音の心を折ってしまった。

　本能のまま八やつ裂ざきにしてしまいたいほどにこの人間は最低のクズだが、血だけはどんな屈辱に耐たえてでも飲む価か値ちがある。

　──気高い吸血鬼が、血の魅力の前に屈くつ服ぷくしたのだ。

　言い切った夜音の視線がようやく定まり、しっかりと二人は目を合わせる。身動きすれば切れそうなほど鋭するどい殺気を浴びながらも、陶原の笑みは消えるどころか深まっていく。

「最初に言ったろ？　コンビニで──」

　悔くやしさを隠かくしきれない夜音に、陶原は勝かち誇ほこり、嬉うれしそうに説明するのだった。
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　そんなわけで。夜音という下したっ端ぱを得た陶原は、彼女をコンビニへとパシらせたのだった。

「買ってきましたよ」

　自室で宿題の続きをしていた陶原が聞こえた声に窓まどを開けると、仏ぶつ頂ちよう面づらの少女が浮うかんでいる。

　レジ袋ぶくろをぶら下げた夜音だ。

「ご苦労さん。どうだった？　初めてのお使いの感想は」

「いいわけがありません。貴方あなたの目は節ふし穴あなですか。節穴に決まってますね。そうでないなら鳥にでも突つつかれて本物の節穴になるべきですね」

　部へ屋やの中へと招まねき入いれる家主の少年の問いに、窓まどを潜くぐり抜ぬけながら、不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずに答える。

「この私に買い物をさせるなんて、本来なら死んで償つぐなうのが最さい低てい限げんの礼れい儀ぎというものです」

「あれ、嫌いやだったのか。だったら別なことをやってもらおうかな」

　まだまだ言い足りなそうな夜よる音ねだったが、陶とう原はらの言葉に押おし黙だまると、レジ袋ぶくろを押しつけるように差し出す。

「要求通り買ってきたのだから、今度は貴方が約束を果たす番ですよ」

「分かってるって」

　わざわざ買いに行かせておきながら、陶原は受け取った袋ふくろを興きよう味みなさそうに雑に机に放ると、首を曲げ、絆ばん創そう膏こうを剝はがす。

　たったそれだけで、怒いかりを忘わすれたように首くび筋すじだけを見つめ生なま唾つばを飲み込む夜音に、陶原は思わず苦笑を漏もらした。

「さあ、どうぞ」

　待ってましたと言わんばかりに後ろから覆おおい被かぶさるように飛びついてくる。夜音の長い髪かみが頰ほおを撫なで、鼻び孔こうをくすぐる甘い香かおりに、慌あわてて息を止めた。

　首筋には暖かい吐と息いきに続き、柔やわらかな唇くちびるが触ふれる。血を吸われるのは三度目だというのに、全く慣なれることのない感覚に、陶原は自分の胸むねを押さえ、突つき刺ささる牙きばの痛いたみに意い識しきを集中しようと無む駄だな努力をするのだった。










　　　　　　　　　　二章




　最初は、鳥が飛んでいるのだと思った。

　病院のベッドの上で、一人死の淵ふちを彷徨さまよいながら夜空を見上げていた少年は、月の光を遮さえぎった黒い点に、朦もう朧ろうとしたまま目を向けた。

　時刻は夜の十二時近い。小学校に入学したての少年には、普ふ段だんなら寝ねているはずの時間だった。こんな時間に飛ぶ鳥を、少年は知らない。目を凝こらしていると、点は少しずつ大きくなってくる。

（こう、もり……？）

　近づいてくる影かげは、はたして蝙こう蝠もりだった。初めは点にしか見えなかったそれだが、今では数匹の蝙蝠が円を描えがいて飛んでいるのだと分かる。正せい解かいしたにも拘かかわらず、少年の頭から疑問符が消えなかったのは、円の中心に人ひと影かげがあったからだ。

（きれいだな……）

　満月の光を背せに、伸のびやかに踊おどるように少女が飛んでいた。

　蝙蝠に捕つかまっているわけでも、羽ばたいているわけでもない。ましてや機械の補ほ助じよなど借かりもせずに舞まう少女に、少年はただ見み惚とれた。

　本当に息をするのも忘わすれていた少年は、やがて限げん界かいを迎えて激はげしく咳せき込こんだ。遠く、到とう底てい聞こえるはずのない距きよ離りだというのに、少女は動きを止め、こちらに目を向ける。

　少女と目が合った瞬しゆん間かん、少年の全身を痺しびれるような衝しよう撃げきが貫つらぬいた。無ぶ様ざまな姿すがたを晒さらしているのがたまらなく恥はずかしく、どうしていいのか分からなくなる。しかし少女の目が逸そらされ、どこかへ行こうとしているのに気付き、凍こおりついた。

「ま────、まって！　ねえ、まってよ！」

　熱で水分を奪うばわれた、しゃがれた声で必死に呼よびかける。肺の中の空気を全て吐はき出だすが、口から漏もれるのは小さな囁ささやき声ごえにしかならない。それでも少女には聞こえたようで、もう一度目を向けた彼女に、鉛なまりのように重い右手を持ち上げ、震ふるえる手を伸ばす。

「まって……、たすけてよ…………」

　鼻と口を限界まで使い、息を取り込む。かすれる声を張はり上あげ、少女を呼ぶ。

　自分でもどうしてそんなことをしているのか分からなかった。考えもしなかった。

　ただ、彼女が離はなれていくのが怖こわかった。

　願いが届とどいたのか、少女はゆっくりと近づいて来ると、器用に窓まどの枠わくへと乗った。

「なんの用ですか？」
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　年ねん齢れいに見合わぬ、落ち着いた声で少女は問う。

　近くから見ると、その少女の完成された美がよく分かった。小さめの鼻を中心に、全てのパーツが計算し尽つくされたように配置されている。年の頃ころは少年と同じくらいだというのに、『可愛かわいい』ではなく『美し』かった。

「きこえなかったのですか。用がないのなら行きますよ」

「あ、まって、まってったら！」

　ぼうっと見上げ、時を忘わすれていた少年は、慌あわてて呼よび止とめる。

「きみはいったいだれなの？」

「吸きゆう血けつ鬼きです」

　名前が知りたかったのだが、少女は己おのれの存そん在ざいそのものを聞かれたのだと勘かん違ちがいしたようだった。それはそれで、気にはなる。

「きゅうけつき？」

「ええ。人間の血を吸う鬼おにです」

　説明を受け、少年も思い出す。以前読んだ漫画の中に、敵てきとして出てきたことがあったのだ。

　人間の生き血を啜すする不老不死の怪かい物ぶつ。恐おそろしいモンスターだと。

　常じよう識しき的てきには存在しない、空想上の生物を名乗ったというのに、少年は少女の言葉をあっさりと信じた。そうとしか思えない飛ぶ姿すがたを目まの当たりにしたというのもあるが、少女から感じる生命力に不死というのを納なつ得とくしたのだ。

　ちっぽけな自分とは違ちがい、自由に空を飛ぶ少女は力強かった。

「だったらさ、ぼくの血をすってよ」

「あなたの血を？」

「うん。ぼくをきゅうけつきにして。死にたくないんだ。ぼくも、空をとんでみたいんだ」

　少女のように、自由に。

「きみの子分でもなんでもやるからさ、おねがいだよ」

　震ふるえる声で懇こん願がんする。

　吸きゆう血けつ鬼きになるということがどういうことなのか、理り解かいはしていない。化け物になり人間を捨てる意味を考えもせず、ただ単たん純じゆんに死への恐きよう怖ふ、そし空への憧あこがれからの申し出だった。

「いやです」

　それを見み透すかしていたわけではないが、少女の答えはそっけないものだった。

「空は吸血鬼だけのばしょなんです。人間なんかが飛べるわけがないでしょう。それに、血ならなんでも飲むと思ってるんですか？　やっぱり人間ってバカですね。あなたみたいなまずそうな血は、飲みたくないです。そもそも、血を吸すわれても人間は吸血鬼になれませんよ。ざんねんでしたね」

　冷たい目で見下ろしていたが、

「お嬢様──、夜よる音ねお嬢様──」

　外のどこからか聞こえた声に反はん応のうすると、そちらに顔を向けた。興きよう味みが失せたのか、もう少年には一いち瞥べつもせずに飛び立つ。

「まって、まってよ！　おねがいだから、ねえ！　ねえったら！」

　必死に叫さけび呼よんでも、夜音と呼ばれた彼女は振ふり返かえりもしない。聞こえてはいるはずなのに、少女には届とどかない。姿すがたが完全に消えてしまっても、少年は届くのを願い、いつまでも呼び続ける。

「まって、まって、まって、まって、まって、まって──」




「──まって、待ってくれよ！」

　はっと目を開けると、そこにあったのは明るい月ではなく、見み慣なれた部へ屋やの天てん井じようだった。

　自分の声で目を覚ました陶とう原はらは、いつもの夢を見ていたのだと気づくと、あの時と同じく宙に伸のばしていた右手を下ろした。深しん呼こ吸きゆうするようにゆっくりと肺はいの中の空気を全て吐はき出だすと、慣なれた動作で目を擦こすり、浮うかんでいた悔くやし涙なみだを拭ぬぐう。

「そうか──。そうだったよな」

　真っ暗な天井を見上げたまま、自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　昨夜は夜音に買い物を命令して後ろめたくも思っていたが、とんでもない。

　陶原は彼女に復ふく讐しゆうするために、全てを費ついやしてきたのだから。

　決意を新たに、頰ほおを叩たたいて気合いを入れる。

　目覚まし時計に手を伸のばし、目の前に持ってくると、時刻は午前五時五分前。平へい凡ぼんな高校生には早すぎる時間だったが、アラームを止め、身を起こした。

　午前五時。それが陶とう原はらのいつもの起き床しよう時刻なのだ。
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　まだ日の昇のぼる前から、陶原の一日は始まる。

　夜よる音ねと出会った時の夢で目が覚めるのはよくあることだった。いつものことなのだが、この日は脳のうにこびり付いて取れなかった。顔を洗って気分を入れ替えると、ジャージに着替え、日課としている朝のジョギングへと出かける。

（今日からは夕方も同じコースでいいか）

　日が暮くれてからのジョギングは、健康のためと夜音を捜さがすためという目的があったのだが、もう彷徨さまよう必要はない。

　一時間ほど走り、家に帰り着いたらまずは裏うら庭にわに回って鼻歌交じりでプランターで育てる野菜に水をやる。軽くシャワーを浴びると、台所へと向かった。

「どうしたの。いやに機き嫌げんがよさそうじゃない」

「そうか？　別にいつも通りだろ」

　怪け訝げんな目で見つめる母を相手にせず、並ならんで朝食と弁当を作る。やがて起きてきた父と揃そろって朝食を取ると、七時半には家を出た。始業時間には一時間以上早いが、学校が遠いわけではない。家からの距きよ離りだけで受験を決めた高校までは、徒歩で十五分だ。

　県立山やま科しな高校。その二年二組が陶原の教室だった。

　自分の机に鞄かばんを置くと、まずは花か壇だんへ向かい、自宅と同じくそこで育てている野菜に水をやる。教室へ戻もどると時刻は八時ちょうどで、他に登校している生徒など一人もいない。

　一人きりの教室で行うことといえばただ一つ。掃そう除じだ。

「何で一日でこんなに汚よごせるんだよ……。ったく」

　教室の隅すみに備そなえ付つけられた掃除道具入れから箒ほうきを取り出すと、端はしから丁てい寧ねいに掃はいていく。昨日の放課後に当番が掃除したはずだが、毎朝結けつ構こうな量のゴミが集まるのだ。それからロッカーや机の上を自分専用の雑ぞう巾きんで拭ふく。チョークの粉こなを集め、黒板を磨みがくのも忘わすれない。他の生徒が登校し始める頃ころにはピカピカの教室の完成だった。

「おはよう。今日もご苦労さん」

「よう。つーかお前昨日掃除当番だっただろ。もっときちんと掃除しとけよ」

「だってどうせ陶原が掃除し直すんだろ？　修しゆ行ぎようなんだから」

「修行じゃねえし。俺だって好きで掃除してるわけじゃないって言ってるだろ」

「はいはい。けど俺も手て抜ぬきしたつもりはないんだけどな」

　クラスメイトの言葉には噓うそはなかったが、陶とう原はらは納なつ得とくできなかった。

「不ふ潔けつな環かん境きようは病びよう原げん菌きんを培ばい養ようする温おん床しようになるんだぞ。虫が湧わくかもしれないし、それを餌えさに小動物が集まるかもしれん。どれも菌を運ぶ感かん染せん源げんになりうるんだからな」

「ねえよ。そんな学校存そん在ざいしねえよ。ジャングルの奥おく地ちか」

　陶原が毎朝掃そう除じをしているので、教室は必要以上に清せい潔けつに保たもたれている。陶原が所しよ属ぞくするクラスは大掃除が必要ないと言われるほどだ。

「潔けつ癖ぺき症しようのお前には耐たえられないのかもしれないけど」

「そんなんじゃねえって」

「そうなのか？」

　過か剰じようなほどに掃除を欠かさないのは、不潔そのものではなく、それによってもたらされる病気を警けい戒かいしてのことだった。自分が気をつけていても、周囲の人間が病気になってしまえば感染してしまう恐おそれがある。それを予防するための掃除だ。

「俺が掃除するのは潔癖症だからじゃなくて、病気を──」

「修しゆ行ぎようするためだよね」

「──おい、人が喋しやべってんのを邪じや魔まするなよ。違ちがうし」

　割り込んできた少女、清水しみずの言葉に顔を顰ひそめる。

「謙けん遜そんすることないって。生活そのものが修行。理想の僧そう侶りよじゃない」

「だから修行修行って言うのを止めてくれよ。本当に修行してると勘かん違ちがいしてるやつまでいるんだからな！」

「勘違いしてるやつにはさせとけばいいじゃない。本当のことは言わなくても伝わるんだから」

「勘違いを広めてる張ちよう本ほん人にんはお前だろ！」

「修行みたいなのは事実なんだし、いいでしょ別に」

　舌したを出す清水は寺の一人娘だ。尼あまにして跡あとを継つがせようとする父から逃のがれるため、早はや寝ね早はや起おきで規き則そく正しい生活という、学生よりも僧侶に近い生活をしている陶原を身代わりにしようと目もく論ろんでいた。

「だからさ。やろうよ、修行」

「やらねえ」

「継ごうよ、うちの寺」

「継がねえって」

　数えるのが嫌いやになるほど繰くり返かえされたやりとりに、うんざりしてため息をつく。彼女のせいで、クラス替えから半月も経たっていないのに、教室内には陶原が僧侶を目指しているというデマが蔓まん延えんしてしまっていた。

「何でさ？　どうせ僧侶みたいな生活するんだし、それなら本ほん職しよくになった方がよくない？」

「俺には信しん仰こう心しんとかないし、無理だ」

　陶とう原はらが毎日健康に過ごすのは、血を美お味いしく保たもち、夜よる音ねをこき使うためだ。清水しみずのせいで『修しゆ行ぎよう僧そう』と呼よばれることもあるが、煩ぼん悩のう全開で悟さとりとは程ほど遠とおい場所にいる。

「じゃあ何のためにしてるの？」

「健康のために決まってるだろ」

「えー」

　不満そうに声をあげる清水を無む視しし、授業の用意をする。そんな陶原の態たい度どに諦あきらめたのか、とぼとぼと清水は自分の席へと帰っていった。

「いつもいつも飽あきないやつだな……」

　朝っぱらから疲つかれるやつの相手をしてしまった。首を回し、肩かたを揉もんだ陶原は、指に触ふれる絆ばん創そう膏こうの感かん触しよくに、一発で疲れが吹き飛ぶ。

　夜になりさえすれば、もう捜さがし回まわらずとも、あいつが来るのだ。

　ホームルームのチャイムが鳴るまで、自然と顔のほころんだ陶原は予習も忘わすれ、喜々として夜音への命令の候こう補ほをノートに書き連ねるのだった。
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　そして夜七時半。待ちに待った時間がやってきた。

　ノックもなしに窓まどから入ってきた夜音は、陶原の顔を見るなり舌した打うちした。

「それで、今日は何をさせるつもりですか」

　開き直ったのか、すぐに元の無表情を取とり戻もどす。内心は怒いかり狂くるっているだろうに、たいした自じ制せい心しんだと陶原は軽く感心した。

　座すわるように勧すすめたのだが、示した椅い子すもベッドも一いち瞥べつすらせず、

「この私がこんな汚けがらわしい人間の持ち物で休めるとでも？」

　吐はき捨すてられる。なので椅子には陶原が座り、夜音は部へ屋やの中央に立ちっぱなしだった。

「お前がいいならそれで構かまわねえよ。じゃあ何をやってもらおうかな──」

「何も思おもい浮うかばないのであれば血を吸すって終わりです。それでも構いませんが」

「ないんじゃなくて、ありすぎて困こまってんだ」

　舌打ちする夜音を見て笑みを深めると、にやりと笑って、

「じゃあ、三回回ってワンと言ってもらおうか」

「………………は？」

「その場で三回回って、ワンって犬の鳴なき真ま似ねをするんだ」

「────！」

　絶ぜつ句くし、顔色は赤を通り越して青白くなる。

「どうした？　何なら最初から犬みたいに四つんばいでやってもらっても構わんぞ」

　顎あごと唇くちびるを細かく震ふるわせ、声にならない息だけを吐はき出だしていた夜よる音ねだったが、目を瞑つむると深々と数回深しん呼こ吸きゆう。

　再ふたたび瞼まぶたを開いた時は、ただでさえ落ち着いた冷たい目が、さらに据すわっていた。

「こ、この私に、そんな真ま似ねをさせようと言うんですか……！」

　息を荒あらげ肩かたを震ふるわす。殺気立った目を向けられ陶とう原はらは勝手に頰ほおが引きつりそうになるのを、強引に笑みを作って誤ご魔ま化かす。

（そうだ、笑え、平気だと笑ってみせろ俺！）

　怯おびえていると思われたらもうお終いだ。強気、強気と自分に言い聞かせる。怯えてなどいるわけがないのだ。

「──死んでしまいなさい」

「死んだらもう血が飲めなくなるぞ？」

　侮ぶ辱じよくされたと思った夜音が凄すごんでも、勝者の余よ裕ゆうは意地でも消さない。

「ほら、どうした。俺の血が飲みたいんじゃないのか？」

　トントンと首くび筋すじを叩たたく。昨夜はこれが最後の一ひと押おしになったのだ、大だい丈じよう夫ぶ、これで行けると信じろ。叩く以上の速さで心しん臓ぞうが脈みやく打うっていることには、幸いにもまだ気付かれていない。

　はっと息を吞のんだ夜音は、もう一度深呼吸をすると、

「やらないと夜よ更ふかしすると脅おどすんでしょう。この卑ひ怯きよう者ものめ」

　きっと睨にらむ。

　対して陶原は、心外そうに首を振ふる。

「夜更かしするだけしか脳のうがないと思われたら困こまるな。夜更かしが嫌いやなら、裸はだかで寝ねるぞ」

「…………は？」

　僅わずかに首を傾かたむける夜音に、

「春になったとはいえ夜はまだ冷えるからな。布ふ団とんも被かぶるつもりはないし、裸で寝たら俺はきっと風か邪ぜひくぞ。ひかなくても体調を崩くずすのは確かく実じつだろうし、少なくとも健康ではなくなるだろうな。万が一健康なままだったとしても、お前が命令を聞くまで服を着るつもりはないから、変な趣しゆ味みに目覚める可か能のう性せいだってゼロじゃない。どんなに血が美う味まくても、常じよう時じ裸の変へん態たいの血は嫌なんじゃないか？　俺は嫌だぞ、そんなの。さらには通つう報ほうされたら自由に外を出歩けなくなるし、そしたら結局健康を保たもてなくなっちまう」

　しっかりと解かい説せつしてやる。

「どうする？　俺はどっちでも構かまわないぜ。もし俺に服を着ていて欲しいのなら、三回回ってワンと言うんだな」

「人間風ふ情ぜいが……調子に乗って……！」

　唇を嚙かみ締しめる。顔を伏ふせた夜音の唸うなり声ごえを聴ききながら、

（さて、そろそろいいかな……）

　懇こん々こんと説明しながらも、陶とう原はらは命令を撤てつ回かいするタイミングを計っていた。

　いくらなんでも、本気で夜よる音ねが三回回ってワンと言うとは思っていない。あくまで、最初にガツンとハードルの高すぎる命令をしておけば、その後の要求を吞のませ易いだろうという策さく略りやくの元での命令だった。

「わ、私がそんなことをするのに、何の意味があるというんですか！」

　憤いきどおり、頰ほおを膨ふくらませながら夜音が問う。答えは簡かん単たんだ。

「意味？　意味なんかないに決まってるだろ。お前が嫌いやがるだろうからやらせるだけだ」

「貴方あなたは頭がおかしいんじゃありませんか！　いや失礼。おかしいんでしたね」

　罵ば倒とうを悠ゆう々ゆうと聞き流す。我ながら頭のおかしい命令だと思うが、そうでなければ意味がない。

「それで、どうするんだ？　やるなら早くして欲しいんだけど。まあ、どうしても無理ってんなら──」

「それをすれば、本当に服を着て寝ねるんですね？」

「──あ、ああ。もちろん」

　歌でも歌ってもらおうか、と続けようとした陶原を、目の据すわった夜音が遮さえぎる。戸と惑まどいつつも頷うなずいて返事をすると、彼女は表情を引きつらせながら、しっかりと陶原の目を睨にらみ、

「では──」

　気合いを入れて息を止めると、その場でくるりと回った。

　昨日と似にたような、ごてごてと過か剰じようなほどひらひらの付いたドレスの裾すそを翻ひるがえし、優ゆう雅がに回る。

　速くはない。むしろゆっくりとした速度なのに、彼女は軽く浮ういて、一飛びでくるくると足を着かずに三回回る。姿し勢せいを崩くずさず着地し、ふわりと少し後れて広がっていたスカートと長い髪かみが重力に引かれ元に戻る。

「わ──」

　口を半開きにした陶原の正面を向き、高めだが落ち着いた声が空気を震ふるわせ──

「──わ………………わ…………………………」

　やっぱり震わせなかった。

「…………………………………………………………」

　口をぱくぱくさせるばかりで、どうしても言えない。回った勢いきおいで言ってしまえばよかったのに、一度躊ちゆう躇ちよしてしまったためにどんどん言いにくくなるばかりだ。

　呆あつ気けにとられていた陶原だったが、夜音が赤く染そまった顔を伏ふせてしまったのを見て、

「ど、どうした？　あと少しだぞ」

　どこか励はげますような気持ちが湧わき、助け船を出すも反はん応のうはない。垂たれた前まえ髪がみで夜音の表情は見えないが、ぴょこんとはみ出た耳は真っ赤だった。

（やり過ぎだったか）

　しばらく待つが、夜音は身じろぎひとつしない。諦あきらめ、もういいと彼女に近づこうとした陶原の耳に、

「──────」

　ほんの、微かすかな音が届とどく。

「────────────────────────────────わん」

　蚊かの鳴くような、注意していなければ聞きき逃のがしていただろう囁ささやき。声として出すには限げん界かいまで抑おさえられているが、間ま違ちがいなく、夜よる音ねが言ったのだ。

　プライドの固まりのような吸きゆう血けつ鬼きが、犬の鳴なき真ま似ねを。

（…………………………噓うそ、だろ……）

　聞き取っておきながら、陶とう原はらはまず自分の耳を疑った。

　まさか本当に言うとは思ってもみなかった。しかし、耳には「わん」の二文字がはっきりと残っている。

　つまりそれは。

（そんなに──、そんなに俺の血は美う味まいのか！　そこまでする価か値ちがあるんだな！）

　湧わき上あがる歓かん喜きが、驚おどろきを軽々と吹き飛ばす。

「今、お前──」

「言った、言いましたよ！　確たしかに言いました！」

　勢いきおいよく顔を上げた夜音の顔はまだ赤いまま。目め尻じりには涙なみだが浮うかんでいた。
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「言いました！　聞こえていましたよね！　聞こえてなくても関係ありません！　私は言ったんですから！　だから、血を飲ませなさい！」

　陶とう原はらの両りよう肩かたに手を置き、がたがたと揺ゆさぶりながら捲まくし立たてる。陶原は顔を顰しかめ、

「三回回ってワンと言えば服を着て寝ねるとは言ったけど、血を飲ませるとは言ってな──、って噓うそ！　ちゃんと飲ませるから落ち着け！」

　砕けそうなほどに肩を握にぎられ、興こう奮ふんして冗じよう談だんが通じなくなった夜よる音ねに、大人しく首を差し出すのだった。
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「俺を殺す気か…………」

　かかされた恥はじを雪そそぐような勢いきおいで血を吸われ、陶原は貧ひん血けつに陥おちいっていた。一日に一口分だけという約束だったのだが、渾こん身しんの力を込めたデコピンを放たなければ、干ひ涸からびるまで血を吸すわれていただろう。

　ベッドに横たわったまま顔だけを夜音に向けると、床ゆかにぺたりと座すわった彼女は、デコピンで赤くなった額ひたいを擦さすりながらも、うっとりと目を細めていた。真ま一いち文もん字じに引ひき締しめられていた口元も、僅わずかに緩ゆるんだままだった。

「ちゃんと飲む量は気をつけろ──って、聞いてねえな」

　陶原の血を味わうのはこれで四回目のはずだが、飲むたびに夜音はこうしてトリップしていた。しっかりと飲む量を徹てつ底ていさせなければいけないのだが。

（まあ、いいか）

　ふらつく頭を押おさえ、息を吐はく。

　夜音のあまりに幸せそうな笑顔を眺ながめていると、抗こう議ぎの気力が萎なえてくる。飲む量が守れないのであれば、こちらで制せい限げんし、罰ばつを与あたえてやればいいだけだ。




「おい、そろそろいいか」

　それからしばらく夜音の横顔を眺めていたが、頭ず痛つうが治おさまっても彼女は現実に帰ってこない。就しゆう寝しん時間が近づき痺しびれを切らして声をかけると、夜音は気け怠だるそうに目を向けた。

「…………何ですか……」

「いいから、しゃんとしろ」

　飲んだ血の量が多かったせいか、夜音の目はとろんとしたままだった。少し強めに顔の前で手を叩たたいてやると、ようやく気がついたのか頭を振ふり、はっと表情を引ひき締しめた。

「何の用ですか。せっかく幸せな気分に浸ひたっていたというのに、貴方あなたの顔を見たせいで全て台無しです」

「その幸せも俺の血のおかげだってのに、酷ひどい言い草だな」

　憎にくまれ口ぐちも慣なれたものだ。相手にするよりも、もっと聞きたいことがあった。

「俺の血って、そんなに美う味まいのか？」

　それは、ずっと気になっていたことだ。

　健康的に生きてきたという自じ負ふと夜よる音ねの反はん応のうで、自分の血が美味いということは分かっているのだが、それがどのくらい凄すごいのかは確たしかめようがない。自分で血を舐なめてみたこともあるのだが、特に美味いとは思えなかった。人間にとっては、ただの血に違ちがいない。

　彼女の口からはっきりと聞いておきたかったのだ。

「薫かおり高く甘く濃のう厚こうで、それでいながらしつこくなく後味爽さわやか。とても言葉で表現できる味わいではありません」

　味を思い出して顔をうっとりとさせた夜音は、はっと目を開き、舌した打うちすると、

「持ち主である貴方あなたとは正反対ということですね」

　吐はき捨すてる。負まけ惜おしみにしか聞こえなかったが、逆ぎやくにそれが正直な感想だということを証しよう明めいしていた。

（まあ、その方が夜音にとっては屈くつ辱じよくだろうしいいか）

　自分を嫌きらっていても、血の虜とりこにはなっている。それが確かく認にんできれば十分だ。

「じゃあさ────って、おい、どこ行くんだよ？」

　味についてもっと聞こうとした陶とう原はらだったが、夜音はそれを無む視しして立ち上がると、窓まどの方へと歩き出した。手を伸のばして引ひき留とめようとするも、すっとかわされる。

「なあ、待てって！」

「──待つ必要などないでしょう」

　なおも呼よび止とめると、渋しぶ々しぶ足を止めた。振ふり返かえった夜音の顔には、うんざりとした表情がありありと浮うかぶ。

「もう用は済すみました。血さえ吸すえば、もう用はありません」

「そりゃ……ないかもしれないけど、少しくらいゆっくりしていけよ」

　陶原ももう寝ねないといけないのは分かっているのだが、何となく名残なごり惜おしい。

「ゆっくり？　この私が、ここで？」

　牙きばを見せつけるようにはっきりと嘲ちよう笑しようすると、夜音は感情を消した。

「同じ説明を何度させるつもりですか。私が求めているのは、貴方の血だけです。それ以外には微み塵じんも興きよう味みがありません」

　初めて会った時と同じ、冷たい目で見下す。

「私にとって、貴方は血の供きよう給きゆう源げんでしかないのだと自覚しなさい。人間」

「………………そんなこと……、よく分かってるさ」

　返事を聞くつもりはないのか、小さく漏もれた陶原の呟つぶやきに反応することなく、夜音はまた背せ中なかを向けると、窓まどから外に出る。

「あっ……。くそっ、じゃあな！」

　陶とう原はらは窓から身を乗り出すが、夜よる音ねは無言のまま。

　振ふり返かえることなく、そのまま夜空へと舞まい上あがっていった。





[image: くぎり]






　去っていく夜音を見送った陶原は、その姿すがたが完全に見えなくなるのを確かく認にんし、がっくりと肩かたを落とした。

「今日は……、一いち段だんと疲つかれた…………」

　ベッドへ倒たおれ込こむと、もう限げん界かいだった。机に戻もどって明日の授業の予習をしなければいけないと分かっていながら、体が言うことを聞かない。

　手が、膝ひざが、全身が震ふるえていた。

　寒いわけではないのに、歯の根が合わず、ガチガチと音を立てる。

「も、もうあの命令は、駄だ目め、だな」

　堪こらえきれない震えは恐きよう怖ふによるものだった。

　不本意なことをさせているのだから当然なのだが、夜音に命令する際さいは、常つねに殺気に晒さらされている。怯おびえている様子を見せるわけにはいかないので、彼女がいる間は我が慢まんしているが、一人になると毎回こうなっていた。

　一歩間ま違ちがえば、いつ殺されてもおかしくないのだ。限界まで気力を消しよう耗もうし、震えるしかない陶原だったが、いつのまにかその顔には笑みが浮うかんでいた。

（だけど、他の命令なら大だい丈じよう夫ぶだろう）

　吸きゆう血けつ鬼きへの本ほん能のう的てきな恐怖は根強い。だが、夜音に命令してやれるのはその恐怖を超えるほど嬉うれしかった。これからはいくらだってその機会がある。

（この血さえあれば、あいつは俺の側を離はなれられないからな……）

　嚙かまれた痕あとを撫なでにやけた陶原は、震えが治おさまる頃ころには安らかに眠ねむりに就ついていた。
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　日が暮くれ太陽が沈しずむと、駅周辺の繁はん華か街がいは昼間潜ひそめていた息を吹き返したように活気づき、賑にぎわいを見せ始める。

　駅のすぐ近くには、地上三十階建てのマンションが鎮ちん座ざしていた。他の建物より頭三つほど飛とび抜ぬけた、街で一番を誇ほこるそのマンションの最上階──フロアを丸ごと買かい占しめたうちの一角に、分ぶ厚あつい壁かべに覆おおわれた部へ屋やがあった。

　窓まどや照しよう明めいどころか家具一つなく、昼間であっても人が生活するのは困こん難なんだろう。広々とした部へ屋やの中央に、ぽつりと小さめの棺かん桶おけが一つ置かれていた。

　蝙こう蝠もりの意い匠しようが精せい緻ちに施ほどこされたその棺桶の蓋ふたが開き、少女が身を起こす。

　夜の装よそおいと色は違ちがえど、やはりフリルの大量に付いた純白のパジャマを着た夜よる音ねだ。

　しょぼしょぼと僅わずかに開いた瞼まぶたを瞬またたかせながら、這はうようにして棺桶から出ると、光のない部屋を迷まようことなく進み、ドアを開く。

「おはようございます。お嬢様」

「……おはよう…………。小さ夜よ……」

　弱めに抑おさえられた灯りに照らされる隣となりのリビング。ドアの前で待たい機きしていたメイド服の人物にあくび混まじりで挨あい拶さつすると、夜音は寝ね癖ぐせの付いた髪かみを揺ゆらし、足を引きずるようにしてシャワールームへと向かう。

　熱めの湯を頭からかぶり、眠ねむ気けを洗い流していく。流水は吸きゆう血けつ鬼きにとって弱点の一つだが、安心して使用できる呪のろい済ずみの水を沸わかしている。用意されていた装そう飾しよく過か剰じような黒いドレスに着替え、リビングに戻もどった時には人形のようないつもの表情を取り戻していた。

「おはよう、小夜。今日もよい夜ですね」

「はい。おはようございます。お嬢様」

　丁てい寧ねいに髪を拭ふき、乾かわかし整えていくのは夜音の使用人である小夜だ。糸のように細い目が特とく徴ちよう的てきで、外見的には陶とう原はらと同じくらいの年ねん齢れいのようだが、すらりと背せが高く、物もの腰ごしは落ち着いている。

「今日のご予定はいかがなさいますか」

「そうですね……。今日もすぐに出ます。ですから食事の用意も結けつ構こうですよ」

「かしこまりました」

　広い住じゆう居きよに、夜音は小夜と二人だけで生活していた。生まれた時から世話係を務つとめる彼女は夜音よりも長い時を生きる吸血鬼であり、完かん璧ぺきな使用人だった。

　いれたての紅茶を一いつ杯ぱい味わうと、玄げん関かんには向かわずベランダに出る。

「それでは、いってきますね」

「いってらっしゃいませ」

　深々と頭を下げる小夜に見送られ、夜音は三十階からさらに高くへと飛び上がっていった。この習しゆう慣かんのせいで陶原の家でも窓からの出入りに疑問も抱いだかなくなっていたのだが、指し摘てきする者は誰だれもいなかった。




　陶原との約束まではまだ時間があることもあり、夜音は自由に空を満まん喫きつする。

　蝙蝠と戯たわむれ、時には風が吹くがままに流れてみる。夜空を愛している彼女にとって、至し福ふくの時間だった。陶原どころか他の吸血鬼にすら滅めつ多たに見せることない笑みを浮うかべ、楽しげに歌う。陶とう原はらという血の供きよう給きゆう源げんを見つけたおかげで、血を飲める人間を捜さがす作業に時間を取られなくなったのはよいことではあった。

「あれは──」

　地上を見下ろしていると、その陶原を見つけた。しかしすぐに意い識しきから逃のがす。血を飲む時以外で関わり合いを持ちたくはない。

　せっかくの夜空を人間に汚けがされたようで気分が悪い。気を取り直して月を眺ながめた夜よる音ねは、自分と同じ高さに浮うかぶ人ひと影かげに気づき、露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

「あら、お久しぶりねえ」

「そうですね。別に会いたくなどありませんでしたけど」

「奇き遇ぐうね。わたしも同じ気持ちだわ」

　声をかけてきたのは緩ゆるく波打つ金きん髪ぱつの、青い目をした二は十た歳ちくらいの女だった。夜音と同じく、夜空を何の支ささえもなしに浮かんでいる。

「空は吸きゆう血けつ鬼きのものですよ、マレイン。貴方あなたの居い場ば所しよは地べたのはずでしょう」

　陶原に続いてこんな邪じや魔まが入り、先ほどまでの上じよう機き嫌げんは欠片かけらも残っていなかった。吐はき捨すてるように口にしながら、夜音は女──マレインより少し上の高さまで飛ぶ。

「今では吸血鬼になったつもりでしょうが、元は人間だというのを弁わきまえたらどうなんですか」

「──あなたこそ、調子に乗るのはいい加か減げんにしなさいよ」

　出で会あい頭がしらから遠えん慮りよすることなく夜音は挑ちよう発はつする。元人間という言葉に込められた侮ぶ辱じよくに、ぴくりとマレインの頰ほおが引きつった。

「確たしかにわたしは人間上がりだけど、あなたよりも長く生きる吸血鬼だと何度言ったらわかるのかしら。それとも、もう耄もう碌ろくしちゃったの？　ヨネおばあちゃん」

　からかうように言われ、今度は夜音がこめかみに青あお筋すじを立てる。

「私の名前はよるねです。ヨネと呼よぶなと以前から言っていますよね。何度言っても分からないなんて、貴方こそボケてる証あかしなんじゃないですか」

「あらごめんなさい。ご老人にありがちな名前だから、つい間ま違ちがっちゃって」

　明るい笑顔を作るマレインに、しかし夜音も朗ほがらかに返す。

「貴方にとっては同年代の方々の名前ですからね。そう考えれば、間違えても仕方がないのかもしれません」

　ひび割れた笑顔に、微ほほ笑えんで追つい撃げき。

「まだ十七になったばかりの私には理り解かいできませんが、お年を召した貴方の感覚ではそうなんでしょうね。もう米べい寿じゆもとっくに過ぎて、白はく寿じゆのお祝いも近いんでしたか」

「──さあ、どうだったかしら。わたしは二十二で吸血鬼になって以来、年を数えるのを止めてしまったの」

「それはいけませんね。百まで数えるのが困こん難なんなほど老化が始まっているんでしたら、私が数えて差し上げましょうか？　『十七歳』の私が」

　無む邪じや気きそうに顔を覗のぞき込こむ。

「吸きゆう血けつ鬼きは老化しないのよ。わたしは永遠に二十二歳なの。あなたもよく知ってるでしょ」

　マレインもまた、口の両りよう端はしを持ち上げ、くっきりとした笑顔で応こたえた。

「外見的にはそうですけど、実じつ年ねん齢れいはまた別ですから。今年でお幾いくつになられたんでしたか？」

「数えてないって言わなかったかしら？」

「だから数えて差し上げると言っているんです。まだ十代の私が」

「必要ないわ。わたしは過去に興きよう味みがないの」

「それは残念です。まあ指折り数えたとしたら、手足を合わせても二人分では全然足りませんし、また別の機会にでもお願いします」

　あははうふふと乾かわいた笑いが虚むなしく空に散っていく。互たがいにそりが合わないと自覚している夜よる音ねとマレインは、顔を合わせるたびに同じようなやりとりを繰くり返かえしていた。夜音は年齢について、マレインは名前についてネチネチと口にする。

　表面上は穏おだやかだがどちらも目は笑っていない二人に、取とり巻まきの蝙こう蝠もりですら怯おびえ逃にげ去さっていった。
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「飲ませない、とはどういうつもりですか」

　平手で机を叩たたきながら、夜音は陶とう原はらに詰つめ寄よった。

　風ふ呂ろに入らないぞと脅おどし、今度はシャーペンの芯しんと消しゴムを買いにパシらせたというのに、帰ってきた夜音に陶原が告げたのは、『血は飲ませられない』の一言だった。

「約束が違ちがいますよ」

　撤てつ回かいしろとばかりに牙きばを剝むき出だしにする夜音にしかし、

「先に約束を破ったのはお前の方だろ」

　陶原は呆あきれた声で返す。

「一度に飲むのは一口だけって約束なのに、昨日貧ひん血けつになるまで血を吸ったのは誰だれだったのか忘わすれたのか？　まだ少し頭がふらふらしてるんだぞ」

　こめかみを揉もんでみせると、夜音はばつが悪そうに唇くちびるを嚙かんだ。

「それは、そうですが……」

「とにかく。自じ業ごう自じ得とくなんだから、回復するまでは血を飲ませるのは無理だ。お前だって俺が死んで飲めなくなるのは困こまるだろ」

「──仕方がありませんね」

　肩かたを落とすが、ふと何かに気づいて顔を上げた。

「なら、今日私が貴方あなたの命令を聞く必要はなかったんじゃありませんか？」

　眼がん光こう鋭するどく睨にらんでみるが、陶とう原はらは涼すずしい顔のまま。

「パシらないんであれば風ふ呂ろに入らないだけだぞ。きちんと体を洗わないと、不ふ潔けつだから病気になりやすいな。俺は毎日朝晩ジョギングしてるし、しっかり汗あせを流して体を温めないと風か邪ぜひいちゃうかもしれん。発病しなかったとしても、さぞ臭におうと思うぞ。そうなったら困こまるのはそっちじゃないのか？」

　睨まれるのにも慣なれ、ふふんと鼻で笑う。

　さらに肩かたを落とすことになった夜よる音ねは、脱だつ力りよくしたまま陶原を見上げる。

「それでは、いつ頃ごろまでには飲めるようになりそうですか」

　回復するまでは近づかないと顔に書いてあったが、そうはいかない。

「さあな。明日かもしれないし、一週間後かもしれん。その日の調子を確たしかめてみないことには何とも言えんし、命令聞いた後に教えてやるよ」

　ふてぶてしい笑みを浮うかべる。

「俺に風呂に入って欲しかったら、血を飲めなくてもちゃんと毎日来るんだな」

「この卑ひ怯きよう者ものめ……」

　どんなに理り不ふ尽じんでも従したがうしかない。それが分かっているのか、夜音は天てん井じようを仰あおぎ見みると深々とため息をついた。受け入れたのを見み届とどけ安心した陶原は、

「吸きゆう血けつ鬼きって、血以外に飲み食いしたりはしないのか？」

　さらり、と何でもないように聞いてみる。

　血が足りないのは事実だが、夜音が他の人間の血を吸うのは、嫌いやだ。

「血以外ですか」

　どんよりとした目で聞き返す夜音に頷うなずき、

「ああ。貧ひん血けつなんて今までなったことないから、実じつ際さいどれくらいで回復するのか俺にも分かんねえんだ」

　舐なめさせる程てい度どなら、と思いつつも口には出さない。

「そうですね。必要というわけではありませんが、飲み食いしないわけではありません」

「どういうことだ？」

「定期的に血さえ吸すっていれば、吸血鬼は死ぬことはありません。血は吸血鬼にとって力の源みなもとであり、その全てですから。実際に人間の血以外は一切口にしない仲間もいます」

　ですが、と言葉を句切る。

「数はそう多くないと思います。楽しみとして、ほとんどの吸血鬼が人間と同じく食事を取ります。ただし栄えい養ようにはなりませんから、人間と全く同じ食生活を送っていても、血を吸わなくては衰すい弱じやくし、やがて死に至いたるでしょう」

「やっぱり毎日血を飲まなくちゃ駄だ目めなのか」

「私の場合は、一週間くらいなら飲まなくても問題ありません。一月も飲まないとなるとさすがに危き険けんでしょうが」

「そっか。まあ一週間もすれば大だい丈じよう夫ぶだろうし、問題なさそうだな」

　飲み過ぎたりしなければと釘くぎを刺さすと、チャンスを逃のがしたと知るよしもない夜よる音ねは、ふんと鼻を鳴らした。

「味覚とかは、人間と同じなのか？」

「さあ？　私は人間上がりなどとは違ちがいます。答えようがありませんね」

「人間上がり？」

「私のような生まれついての吸きゆう血けつ鬼きではなく、人間から吸血鬼へと成った者の呼よび名なです」

　元々不ふ機き嫌げんだった顔をさらに歪ゆがめ、忌いま々いましそうに舌した打うちする。

「私の使用人のように、よく躾しつけられたまともなのもごく少数存そん在ざいしますが、やはり元は人間。くだらない、同族と呼びたくもない輩やからがほとんどですね。特にあの女、お父様から頂いただいたこの私の名をおばあちゃんなどといつもいつも──」

　後半になるにつれ、陶とう原はらへの説明というよりも、独ひとり言ごとへと変化していく。高まっていく殺気に、フォローするわけではないが、

「俺は別に、いいと思うけどな」

　陶原が声をかけると、夜音はどこか何もない一点を睨にらんでいた目を向けた。

「どういう意味です」

「だからさ、俺は夜音って名前、いいと思うぞ。何というか、お前らしいって感じがして、似に合あってる」

「──そんなのは当然です。貴方あなたに言われるまでもありませんよ」

　また小さく鼻を鳴らし、顔を背そむける夜音だが、部へ屋やを満たしていた殺気は収おさまっていた。




　血を飲むことができず、帰ろうとして外に目を向けていた夜音だったが、

「そういえば、今日はジョギング中の貴方を見かけました」

　珍めずらしく、彼女から声をかけた。

「少女に呼び止められて、何か話し込んでいたみたいですね」

「あー、分かった。学校の近くでだな」

　夜音の説明を聞き、うんざりとした声が漏もれる。

「学校、ですか」

「俺が通う山やま科しな高校だ。一いつ緒しよにいたのは同じクラスの清水しみずってやつだよ」

　学校帰りに偶ぐう然ぜん通りかかったのを幸いと、いつものごとく寺への勧かん誘ゆうを受けたのだった。

「いい加か減げんに諦あきらめろよな、あいつ」

　同じクラスなのだから、せめて学校だけにしておいて欲しいものだ。

「何をそんなに嫌いやそうにする必要があるのです？」

「あいつはいつも俺に寺を継つげ、僧そう侶りよになれって言ってくるんだぞ？　断ことわっても断っても会うたび同じことの繰くり返かえしだし、しつこ過ぎるだろ」

　なあ、と同意を求めると、

「継げばいいでしょう」

　夜よる音ねは淡たん々たんと返した。

「可愛かわいらしい女の子だったじゃないですか。以前に彼女の血を飲んだことがありますが、なかなかの味でした。まず間ま違ちがいなく処しよ女じよですし、お似に合あいですよ」

「……そういうことを真顔で言うなよ……」

　がくりと落ち込むが、

「貴方あなたくらいの年ねん齢れいの人間は、年中発情期に入っていると聞きました。それなら自然なことではないですか」

　夜音は気にせず、表情を変えることなく言ってのける。

「そ、そういうことはもっと、オブラートに包んで言うべきだと俺は思うんだがどうよ？　同性同士ならともかく、一いち応おう異い性せいなんだし」

　平然としながらとんでもないことを口にする夜音に、動どう揺ようするなという方が無理だろう。動どう悸きも激はげしく目を泳がせる。

「異性？　人間と吸きゆう血けつ鬼きなのですから、そんな配はい慮りよは無用でしょう。貴方は昆こん虫ちゆうや家か畜ちくの交こう尾びに気を遣つかうことがありますか？」

「ないよ。ないけどさ……」

　はあ、と大きく息を吐はく。

　言葉を重ねるたびに胸むねを抉えぐられていく気分だった。

「でもさ、もし俺と清水しみずがその、なんだ、そういう関係になったとしたら、夜音は困こまるんじゃないか？」

　気を取り直して上うわ目め遣づかいに尋たずねるが、夜音は眉まゆを寄せ、

「どうしてですか？」

　心底理り解かいできないといった面おも持もちだ。

「つまりさ、そんな関係になったら、夜も眠ねむれなかったり、健康よりも優ゆう先せんすることができたりとか、まあその、色々あって俺の血が不ま味ずくなっちまうだろ？」

「そういうことですか」

　ようやく分かってもらえたかと思うも、

「それなら心配いりません」

　続いた言葉に、安心する暇ひまも与あたえられなかった。

「何でだよ。俺の血が不ま味ずくなるのは困こまるんじゃないのか？」

「困ります。困りますけど──」

　陶とう原はらはごくりと息を吞のむ。

「そうなってしまえと思う私がいるのも事実です。貴方あなたの脅おどし通り、私が原げん因いんで血の味が損そこなわれてしまうのは耐たえられませんが、他の原因で、例えば貴方の不ふ摂せつ生せいなどで不味くなってしまえば、遠えん慮りよなく貴方を八やつ裂ざきにできますから」

　にこりと笑う。

「屈くつ辱じよくに耐たえてまで貴方を生かしているのは、血のためです。最高の血だけが貴方の存そん在ざい価か値ちなんです。少しでも陰かげりが出れば遠えん慮りよなく殺すことができますし、それはそれで楽しみにしていますね。先ほどは八つ裂きと言いましたけど、やっぱりそれは生ぬる過ぎます。じっくりとこれまでの恨うらみを晴らして差し上げますね」

「──やっぱり、恨みが溜たまってるのか」

「当然です」

　むしろ明るさすら感じさせる口調に、背せ中なかに冷たいものが流れるのだった。

　生いき延のびるためにも、健康には気をつけよう。
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　別れの挨あい拶さつもなしに部へ屋やを出た夜よる音ねは、夜空に舞まい上あがりながら、背はい後ごからの視し線せんに気がついた。

　下着でも覗のぞかれているのかと思ったが、巧こう妙みように配置された蝙こう蝠もりの鉄てつ壁ぺきのガードが発動しているし、そもそも人間の視し力りよくでは小指の爪つめほどの大きさにしか捕とらえられない高みにまで上じよう昇しようしている。夜の闇やみと同化しているはずなのに、まだ自分を追えている陶原を称たたえるべきだろうか。

　振ふり返かえると、窓まどの桟さんに肘ひじをつき、空を見上げる陶原が見える。吸きゆう血けつ鬼きの視力を知らないのだろう。こちらからはしっかりと見えていると気づいた様子はなく、いつもの小馬鹿にしたようなにやにや笑いは鳴りを潜ひそめ、憧しよう憬けいが浮うかんでいる。

（当然ですね）

　目め障ざわりなほど溢あふれ、自らを地上の支配者だと愚おろかな勘かん違ちがいをしている人間どもは、単体では空を飛ぶこともできない。

　夜の空は、吸血鬼だけのものなのだ。

（ですがまあ、陶原にしては感心な心がけです）

　陶とう原はらのまなざしを空への憧あこがれだと受け止めた夜よる音ねは、血が飲めなかった苛いら立だちが少しだけ軽くなるのを感じた。

　空中を跳はねるようにして、月と陶原の間へと移い動どうする。羨うらやましがるよう、見せつけるように飛んでやる。陶原の瞳ひとみに熱がこもるのを感じ、いつしか夜音からも陰いん湿しつな気持ちは消えた。

　丸い光を舞ぶ台たいに、たった一人の観客のための吸きゆう血けつ鬼きの舞まいは、陶原の就しゆう寝しん時間が過ぎてもしばらく続けられたのだった。










　　　　　　　　　　三章




「あんたさあ、最近何かあった？」

　午後七時過ぎ。水でも飲もうと台所へ下りた陶とう原はらは、その帰りに居い間までテレビを観みていた母に呼よび止とめられた。

「何かって、なんだよ」

「健康だけが取とり柄えのはずなのに、たまに顔色悪くしてるじゃない。その割には妙みように嬉うれしそうにしてることも多いし」

　どこか心配そうに息子を見つめる。

「首もずっと痛いためてるみたいだし、ホントに大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　母の見つめる先は、広くガーゼで覆おおわれていた。

「寝ね違ちがえただけだって言ってるだろ。そのせいでちょっと寝不足になってるだけだよ」

　我ながら苦しい言いい訳わけだが、本当のことを言うわけにもいかない。

「俺の健康管かん理りが万全だってよく知ってるだろ？」

「そりゃ知ってるけどさ……」

「だから大丈夫だって。宿題あるからもう行くぞ」

　早々に会話を打ち切ると、まだ言い足りなそうな母を振ふり払はらい、二階の自室へと向かう。




　公園で夜よる音ねに血を飲ませてから、早一ヶ月が経たとうとしていた。

　文もん句くを言いつつも、夜音は一日も欠かさず陶原の部へ屋やに通っていた。貧ひん血けつ予防のためと、ありがたみが薄うすれないよう血液量が足りている時でも飲ませるのを渋しぶる陶原と、お預あずけをくらった反動でついつい飲み過ぎてしまう夜音の攻こう防ぼうは続いている。近ちか頃ごろは夜音も一口分だけという味わい方に慣なれてきたようで、血を吸われる率が高まっていた。

　ここ二日は理由をつけて飲ませていない。今日はどうしようか。そんなことを考えながら部屋に戻もどると、定位置となったベッドの端はしに、夜音が腰こし掛かけていた。

「よう。もう来てたのか」

「私を待たせるなんてどういうつもりですか。ちゃんと待たい機きしてなさい」

「早く来たのはそっちの方だろ」

　七時半と最初に決めた呼よび出だし時間だったが、夜音が来るのは日によってまちまちだった。遅おくれることは滅めつ多たになく、いつ来ても大丈夫なように窓まどの鍵かぎは常じよう時じ開けっ放しになっていた。

「そんなことより、これどうにかならないのかよ」

　首くび筋すじを叩たたく。母に指し摘てきされた通り、傷きず口ぐちを隠かくすのは絆ばん創そう膏こうからガーゼへと変わっていた。

「範はん囲いが広すぎて隠すの大変なんだぞ」

　吸きゆう血けつ鬼きに嚙かまれた傷きずは治なおりが遅おそい。幾いく度どとなく夜よる音ねに血を吸すわれたことにより、首から右みぎ肩かたにかけてのラインは赤い斑はん点てんだらけになっていた。

「それは、その──。仕方がないじゃないですか」

　ばつが悪そうに、夜音は眉まゆをハの字に下げる。

「同じ人間から血を吸うのは初めてなんですから。それに、同じ場所ばかり嚙み付いていたら、それこそ傷きず痕あとが一生消えなくなってしまいますよ」

　そうなるよりはましかと思いつつ、陶とう原はらはどこか釈しやく然ぜんとしない。

「今さらだけどよ、せめてもっと目立たない場所から吸うとかはできないのか？」

「吸血鬼の血の吸い痕というのは個性が出るものなんです。個こ性せいは伸のばすものだと教育を受けてきましたから、それは無理ですね」

「個性を殺し、平へい均きん化かする世代だろ」

「それは人間の世界の話でしょう」

　譲じよう歩ほする気配は全く感じられず、陶原はガーゼの上から首くび筋すじを撫なでた。

　陶原としては、血さえ吸えればどこでも同じだろうと思うのだが、夜音はいつも首筋に嚙み付いていた。その中でも右の首筋、肩に近いところを後ろから、というのが彼女の好みらしく、今では牙きばを刺さす場所を探さがすのが難むずかしいのではないかと心配するくらい穴あなだらけだ。

「それはともかく、今日は何をさせるつもりです。また買い物ですか？」

　あからさまに話題を変えられたが、陶原は指し摘てきすることなく頭を捻ひねった。

「うーん……。どうすっかな」

　今まで一発芸をやらせたり、歌を歌わせたりもしたのだが、どれも器用にこなされ面おも白しろくなかった。初心に戻もどってパシらせることが一番多いのだが、慣なれてきたのかあまり拒きよ絶ぜつ反はん応のうを示さなくなってきてしまっている。ついでに財さい布ふの中身も厳きびしい。

「何もないのならそれに越したことはありませんけど」

「別にそれでもいいけど……。って、やっぱ駄だ目めだ。ただで飲ませるわけにはいかねえよ」

「では何をしますか？　早く言いなさい」

　平然と催さい促そくする夜音に、陶原は苦々しく頭を搔かいた。

　簡かん単たんに飲ませるために今まで努力してきたのではない。もっと屈くつ辱じよく的てきな命令をしなければ。

「そうだな、じゃあ今日は──」

　言いかけたその時、階かい段だんを上がる足音が耳に届とどいて口を噤つぐむ。

　両親の部へ屋やは一階で、二階にあるのは陶原の部屋と物置だけ。足音は着実にこちらに近づいている。

「どうしました──ってきゃあ！」

　咄とつ嗟さに夜音の両足首を摑つかむと、両手を引いて床ゆかへと引きずり下ろす。悲鳴をあげる彼女を無む視しし、そのままベッドの下へすとんと押おし込こむように滑すべり込こませる。

　夜よる音ねの体が隠かくれたのを確かく認にんすると、大きくバックステップ。椅い子すに腰こし掛かけると反動でくるりと回り、机へ体の正面を向ける。

　ノックもなしにドアが開かれた時には、勉強体たい勢せいが整っていた。

「女の子の悲鳴みたいなのが聞こえたんだけど……、何かあった？」

「────。別に。聞きき間ま違ちがいじゃないか」

　一ひと呼こ吸きゆう置き、シャーペン片手に顔を向ける。

「何の用だよ？　それに部へ屋やに入るときはノックぐらいしろって言ってるだろ。母さん」

　偽ぎ装そうは完かん璧ぺきで、気づかれるはずがない。シャーペンが滑すべりそうなほど手に汗あせをかいているが、表情には出さない。むしろ煩わずらわしそうな顔を作る。

「別に用事があるわけじゃないんだけど」

「だったら一人にしてくれよ。勉強中なんだか──」

「何をするんですか！」

　遮さえぎるように上がった大声に、母を追い返すための噓うそはかき消された。

「説明しなさい！　私に対してこのような無礼、許ゆるされませんよ！」

[image: ]

　にゅっと上半身だけベッドの下から這はい出だし怒いかり狂くるう夜音の姿すがたに、陶とう原はらは頭を抱かかえる。

　完璧に隠しても、自分から出てこられたらどうしようもないじゃないか。
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　それからほどなく。

「こんなに可愛かわいらしい娘さんをベッドの下に無理矢理押おし込こむなんて、酷ひどいことをするねえ」

　夜よる音ねに気づいて目を丸くした母は、押し入れから折りたたみ式のテーブルを取り出すと、お茶と菓か子しを用意して戻もどってきた。しみじみと呟つぶやき、息子を睨にらむ。

「もういいだろ。早く出て行けよ」

「いいでしょ。あんたが部へ屋やに女の子を連れてくるなんて初めてなんだし」

　追い出そうとする陶とう原はらを無む視しし、そのまま居い座すわった。

「ねえ、あなたお名前は？」

「…………夜音です」

「まあ、そうなの。よろしくね」

「………………はあ」

　言葉少なくむっつりしたままの返答にも、母はニコニコと上じよう機き嫌げんを崩くずさない。

「いいから出て行ってくれよ」

「それで、二人はいつから付き合ってるの？」

　いないものとして扱あつかわれていた陶原は、空気を読まない発言に吹き出し激はげしく咳せき込こむ。

「付き合って──？」

「そんなんじゃねえって！　こいつはただのパシ──っ、じゃなくて、ただの友達だ！」

　眉まゆを寄せた夜音の口を押さえると、大声で説明する。

「なっ──！」

　驚おどろいたのは母よりもむしろ夜音だった。陶原は余よ計けいなことを喋しやべられる前にと、彼女の襟えりを後ろへ引ひっ張ぱり、母に背せ中なかを向け顔を寄せる。

「頼たのむから小声で！　小声で頼む！」

　右手で肩かたを抱だき寄よせながら、左の手で拝おがむ。

「…………友達とはどういうことですか！　この私が貴方あなたと友達なわけがないでしょう！」

　声を抑おさえてはくれているが、怒りで目がつり上がっている。

「悪い！　悪かったよ！　でも本当のことを言えるわけがないだろ？」

　血を餌えさにこき使っている吸きゆう血けつ鬼きだなんて、誰だれが信用するものか。

「貴方の事じ情じようなんて知ったことではありません！」

「そう言わずに、な、な！　頼むよ！」

　器用に小声で言い合う。

「──記き憶おくを消してしまえば済すむんじゃありませんか？」

「俺はそういうの嫌いやなんだよ」

「後こう遺い症しようは残りませんよ」

「それでもだ！　今日の──、いや、一週間分の命令だと思って我が慢まんしてくれ！」

「────約束ですよ」

「ああ。話は俺がするから、お前は黙だまって頷うなずいてればいい」

「ほら、早くしなさい」

　牙きばを見せていた夜よる音ねは、途と端たんにすまし顔になると、自ら向き直った。陶とう原はらも続くと、母はテーブルに肘ひじをついて待ちかまえていた。

「もう内ない緒しよ話ばなしは済すんだのかしら？」

「そんなのしてねえから。頼たのむから出て行ってくれよ」

　三度目の懇こん願がんにも耳を貸さず、母は夜音だけを見つめる。

「それで、ホントに夜音ちゃんは健けん悟ごの彼女じゃないの？」

「違ちがうって言ってんだろ」

　同調して夜音が頷うなずくと、きっと息子を睨にらむ。

「彼女じゃないなら、こんな時間に中学生の女の子を部へ屋やに連れ込んじゃ駄だ目めじゃない！」

「私は中学生じゃありません！　十七です！」

　陶原が答えるよりも早く。間かん髪はつ入いれずに夜音が否ひ定ていする。

　それを聞いた母は、

「あら、そうなの。それは──、ごめんなさいね」

　上から下まで眺ながめ、残念そうに謝しや罪ざいした。

「…………やっぱり記き憶おくを消します。なんなら存そん在ざいごと！」

「待て、頼むから落ち着いてくれ！」

　今度は夜音に引ひっ張ぱられ、服が食い込んだ喉のどの痛いたみに耐たえながら、陶原は完全に無表情になった彼女を制止する。

　狭せまいベッドの下へとほとんど抵てい抗こうなく押おし込こむことができたことから明らかなように、夜音は未来あるというか、とてもその……スリムな体型をしているのだ。どう頑がん張ばっても実じつ年ねん齢れい通りには見えない。

「こんなふうになるのが分かってたから隠かくしたのに、出てきたのはお前だろ！　もう少しだけ辛しん抱ぼうしてくれよ」

「──覚えていなさい」

　鋭するどい牙を見せつけてから、夜音は向き直る。ため息をつき、陶原も後れて戻もどる。

「それで、彼女じゃないって分かったんだし、もういいだろ」

「全然よくないわよ」

　息子を一睨みして、夜音へと顔を向ける。

「いい、男っていうのは、このプリンみたいなもんなんだから」

「プリン、ですか」

　どこにでも売ってる、プラスチックの透とう明めい容器に入ったプリンだ。それは他ならぬ夜よる音ねに昨日買いに行かせた品だった。

「そう。口当たりのいい、甘ったるい態たい度どや言葉でできてるように見えても、一番底には苦くて黒い、ドロドロしたものを隠かくして溜ため込こんでいるのよ」

　蓋ふたを剝はがして皿の上にひっくり返して置き、中身を取り出す。

「そして、いざとなると態度を逆ぎやく転てんして、黒い本性を剝むき出だしにするの」

　唇くちびるを片かた方ほうだけつり上げ、顔をキメる。

「──まさに、プッチンしてね！」

「うまいこと言ったつもりか」

「同い年ってことは、学校の友達なのかしら？」

「だから無む視しすんなって……。ああ、そうだよ」

　疲つかれた声で肯こう定ていしてやると、母はテーブルの上に身を乗り出した。

「ねえ、学校じゃ健けん悟ごってどんな感じなのか教えてくれない？」

「おい、そんなのどうでも──」

「あんたは黙だまってなさい」

　百八十度態度を変え、満面の笑みで夜音に顔を近づける。

「この子、全然学校の話とかしてくれないのよね」

「学校、ですか……。さあ？　知りません。学校についてはあまり話したことがありませんね」

　夜音が聞いたことといえば、通っている学校名と、清水しみずという女のことくらいだった。

「あれ？　同じクラスなんじゃないの？」

「いえ。違ちがいますよ」

「そうそう！　夜音とは同じ委員会で知り合ったんだよ！」

　正直に答えるばかりの夜音に代わって陶とう原はらが声を張はり上あげるが、疑いの眼まな差ざしは強くなるばかりだった。

「あんた、部活以外何もやってないでしょうが」

「言い間ま違ちがった。委員会じゃなくて、同じ部活で知り合ったんだよ」

「噓うそつきなさい。園芸部は部長さんと広ひろ野のくんだけでしょ」

「じゃあただの知り合いだよ！」

「だったら何であんたのこと知らないのよ！　学校でも変わり者って評ひよう判ばんになってるって、ご近所さんでも知ってるんだからね！　恥はずかしいったらありゃしないよ！」

「悪いことはしてないんだから、評判の息子だって誇ほこればいいだろ！」

「若い頃ころは少しくらい悪いことしてもいいんだよ！　反はん抗こう期きすらないし、趣しゆ味みを見つけたと思ったら野菜を育てるって。あたしは老人を産うんだつもりはないよ！」

「老人は言い過ぎだろ！　手間がかかんなくていいじゃねーか！」

「少しくらい手間がかかる子の方が可愛かわいいんだよ！　部へ屋や中じゆう漁あさってもエロ本の一つも出てこないし。自分で整理整せい頓とんしちゃうから、勝手に部屋の掃そう除じするなって怒おこられることもできないし」

「勝手に部屋を漁るんじゃねーよ！」

「少しは母親らしいことさせてくれたっていいじゃないさ！　だいたい──」

「何言ってんだよ。それは──」

「──────！」

「────！」

　そもそもの発ほつ端たんが何であったのかを忘わすれ、親子の罵ののしり合あいは加熱していく。

　忘れ去られた夜よる音ねは一口お茶をすすると、念動力でプリンを揺ゆらし、崩くずさずにどこまで形を変えられるかに挑ちよう戦せんするのだった。

　ちなみに、倍の高さにまで伸のばしたのに気づいてもらえなかった時はさすがに寂さびしかったと、後に陶とう原はらは聞かされることになった。
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「また遊びに来てね。おやすみなさい、夜音ちゃん。健けん悟ご！　あんたはちゃんと送ってってあげるんだよ！」

　軒のき先さきで手を振ふる母に見送られながら、陶原は夜音と二人、駅へと向かって歩き始めた。

　互たがいに疲つかれて親子喧げん嘩かが終了する頃には、時刻は八時をとうに過ぎていた。年とし頃ごろの女の子がこんな遅おそくまで出歩いちゃいかん、と言い出した母に追い出されるようにして家を出ることになったのだ。

「なんつーか、悪かったな、ヘンな母親で」

　夜道は他に人ひと気けもない。歩ほ幅はばの狭せまい夜音に合わせ、ゆっくりと足を進める。

「貴方あなたの親族ならば当然でしょう。それに、心配しなくても無礼なら貴方で慣なれていますから」

　思ったよりも落ち着いた声に、ほっとしたのもつかの間。

「ただ、一つだけ許ゆるせないことがありましたけど…………。この私を中学生だなんて！」

　彼女が荒く言い捨てると、抑おさえていた怒いかりが力として漏もれ出だし、すぐ側の民家の壁かべに亀き裂れつが走る。カツカツと乱らん暴ぼうな音を立てて歩調が早まり、威い圧あつされてよろけた陶原は離はなされないよう慌あわてて追いかけた。

「俺から謝あやまるから許ゆるしてくれよ。──まあ、でも、仕方がないんじゃないか？」

「──仕方がないとは、どういう意味です？」

　急に立ち止まり、夜よる音ねは低い声で問とい糾ただす。

　ぶつかりそうになった小さなはずの背せ中なかが何倍にも膨ふくらんで見え、陶とう原はらが言いい淀よどんでいると、足に鋭するどい痛いたみが走る。目線を下げると、彼女の踵かかとが靴くつを踏ふみつけていた。

「答えなさい。どういう意味です？」

「痛っ……！　そ、それはほら、母さんは夜音を人間だと思ってるから。吸きゆう血けつ鬼きだって知ってたら、間ま違ちがえなかったに決まってるだろ！」

　ぐりぐりと繰くり返かえされる痛みに耐たえ、急いでフォローに走る。見た目のまんまとはさすがに言えない。

「吸血鬼って、そんなもんなんだろ？」

「ええ、そうです。そうですとも！」

　夜音はどこか空元気気味に言い放つと、元の足取りで歩き始める。足を解かい放ほうされ、安心した陶原はその隣となりに並ならぶ。

「吸血鬼といえば不老不死だもんな。やっぱり、年取る速度が遅おそかったりするのか？」

「ゆっくりとでも年を取ったら不老ではないでしょう。愚おろかですね」

　答える声は、どこか元気がなかった。

「吸血鬼には二種類いると以前に話したことがありましたね？　人間上がり、つまり元は人間だった者は、吸血鬼になった時点で不老不死となり、外見的な成長は止まります」

　話すにつれ、段だん々だん足取りが重くなる。

「私のような生まれつきの吸血鬼の場合はそうではありません。生まれたての姿すがた、赤子のままでは脆ぜい弱じやく過すぎますからね」

「じゃあ、どうなるんだ？」

「吸血鬼の一族は、生まれながらにして異い能のうの力を持っています。その力を発はつ揮きするのに耐たえられるようになるまでは、人間と同じ速度で成長します。それまでの年月は様々で、十年に満たない者から半世紀を超える者まで個人差が大きいですね」

　咳せき払ばらいを一つ。

「私はまだ成長期ですが」

「それはな──────っ。──へ、へえ。そういうもんなのか」

　咄とつ嗟さに出そうになった言葉を飲み込み、当あたり障さわりのない相づちを打つ。

（それはないだろ！　ちゃんと現実を見ろよ！）

　態たい度どからして本当は夜音も気づいているのだろうが、陶原に指し摘てきする勇気はない。

「はい。吸血鬼の能力は外見の成長が止まってから成せい熟じゆくしていくので、外見の年ねん齢れいが若ければ若いほど、喜ぶべきことなんです。私はまだ、成長期ですが」

「────そうか」

　次し第だいに早歩き気味に歩調が早まっていく。

「そうです。知り合いに三十間ま際ぎわになってもまだ成長の止まらない女の吸きゆう血けつ鬼きがいるんですが、かなり焦あせっているようですよ。美しさのピークを越えてしまっては、せっかくの不老も宝の持ち腐ぐされですからね。あ、外見が五歳で中身が二百歳の方かたがいるんですが、それはそれでどうかと思いますね。どんなに力があっても、貫かん禄ろくが感じられませんから。そうそう、無む駄だに色気を振ふり歩あるいてる低てい脳のうな女もいるんですが、やはり人間上がりは下品でいけませんね。それに──」

「ああ。そうだよな……」

　自分に言い聞かせるような上うわ滑すべりする語りはしばらく続き、陶とう原はらは生暖かい目で見守りつつ、優やさしく間あいの手を入れてやるのだった。
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「さっきから真まっ直すぐ進んでるけど、夜よる音ねの家って、こっちで合ってるのか？」

　夜音の自分への慰なぐさめが一ひと段だん落らくしたところで尋たずねると、彼女はぴたりと足を止めた。道の詳くわしさなら自信がある。地上の道に迷まよっているのなら、と軽い気持ちだったのだが、

「そんなこと、教えるはずがないでしょう」

　予想外に夜音の答えは硬かたい。振り返り、こちらを睨にらむ。

「私をこき使うだけでは飽あきたらず、滅ほろぼすつもりになったのですか」

「いやいや、どうしてそうなるんだよ」

　過か剰じようなまでの反はん応のうに、逆ぎやくに驚おどろいてしまう。

「大げさだな。ただ住んでる場所を聞いただけだろ」

「それのどこが大げさだと言うんですか」

　強こわ張ばった表情のまま、夜音は続ける。

「吸血鬼にとって寝ね床どこを教えるというのは、あり得ない行こう為いなのです。家族以外にはどんなに親しい間あいだ柄がらであっても教えませんし、聞いたりしないのが最さい低てい限げんのマナーです」

「……どうして？」

「睡すい眠みん時じはどんな生物も無む防ぼう備びであり、吸血鬼もまた例外ではありません。不老不死の我々ですが、日光を浴びるか、白しら木きの杭くいを心しん臓ぞうに打ち込まれれば滅びは避さけられません。睡眠時はそのどちらの危き険けんも高まりますから」

　久しぶりに、視し線せんに殺気がこもるのが分かる。

「吸血鬼に寝床を訊きくというのは、殺人予告も同然なのですよ」

「わ、分かった、そんなつもりじゃなかったんだ。悪かったよ」

　隙すきを見せまいと、じっと様よう子すを窺うかがう夜よる音ねに慌あわてて謝しや罪ざいする。

「もう聞いたりしないから、許ゆるしてくれ」

　拝おがむように両手を合わせ、何度も頭を下げる。そんな陶とう原はらの態たい度どに、

「──そうですね」

　夜音は肩かたの力を抜ぬくと、

「貴方あなたは最低な人間ですが、私の命を狙ねらうほど愚おろかではないようですからね」

　ふっと笑う。

「無ぶ様ざまに謝罪する姿すがたも楽しめたので、あとは血を飲ませてくれれば許してあげます」

「──おい」

　ここ二日は貧ひん血けつを理由に飲ませておらず、もうしばらくお預あずけにしてやろうと考えていたのだが、見み抜ぬかれていたようだ。

　結果的にしてやられる形になったが仕方がない。周囲に人ひと影かげがないのを確かく認にんし、一つため息をつくと、ガーゼを剝はがし大人しく首くび筋すじを差し出す。

「分かったよ。ただし、一口だけだからな」

　拒きよ絶ぜつしてまたへそを曲げられても困こまる。それに、

（珍めずらしいもんが見られたしな）

　待ち望んだ血を前に、夜音は柔やわらかい、自然な笑みを浮うかべて顔を輝かがやかせている。普ふ段だんは冷たい人形のような顔が、そうしていると温かい、年相そう応おうの少女に見えた。

　背はい後ごへと回る彼女の足取りは跳はねるように軽く、たとえ本当に貧血気味であったとしても、望んで首筋を差し出しただろう。

（──って馬鹿か俺は。そんなことして何になるんだよ）

　何な故ぜかそんなことを考えている自分に気づき、陶原は少し呆あきれるのだった。
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　一夜明け。

　午前七時四十分。いつものように陶原は学校に到とう着ちやくする。

　夜音と再さい会かいしてからも、陶原の規き則そく正しい生活リズムに大きな変化はなかった。夕方以い降こうのスケジュールが夕食ジョギング勉強の順に変わったくらいだ。吸きゆう血けつ鬼きに定期的に血を与あたえるという異い常じよう事じ態たいを考えれば、ないに等しい変化だった。

　朝に関しては何一つ変わっていない。自分の机に鞄かばんを置き、日課としている朝の水やりのため、ドアへと向かおうとするが、

　──コトリ。

　小さな音に、足を止める。

　周囲を見み渡わたしてみるが、誰だれもいない。いつもならばあと三十分は誰も登校してこないので当然だ。気のせいだと歩き出そうとしたところで、

　──ガサッ。

　またも異い音おんを捉とらえる。

（何かいる）

　誰もいないはずの教室で、するはずのない音がする。

　ぞっとして教室内をくまなく見回す。天てん井じようにまで目を光らせるが、やはり誰もいない。何も異い常じようは見つからない。それでも、どこかにその原げん因いんが存そん在ざいしているはずなのだ。

　小動物か虫のどちらかが。

　ごくりと唾つばを飲み込む。蝶ちようや蛾がだったらどうでもいいのだが、そんな羽虫程てい度どが立てる音ではなかった。おそらく、ネズミか黒い油虫ではないかと予想する。どちらも病びよう原げん菌きんを運ぶ憎にくい存在だ。不ふ衛えい生せいの象しよう徴ちようでもあり、自分の管かん理りする教室に出るなど許ゆるせるはずもない。

（どこだ、どこにいやがる）

　可か能のう性せいとして考えられるのは、ゴミ箱か個人用のロッカー、掃そう除じ用具入れだろうか。陶とう原はらの指し導どうにより、ロッカーに食べ物を放置するのは禁止しているのだが、守られていなかったのかもしれない。

　まずは対たい処しよする道具を得るためにも、掃除用具入れの点てん検けんから始めることにする。

　学校の掃除用具入れといえば、数本の箒ほうきとちりとりがあるだけで、入れ方も乱雑な場合が多いが、その点このクラスは違ちがう。陶原がしっかりと管理しているので、箒はきちんと吊つるされ、毛先は曲がっていない。私物のハタキや雑ぞう巾きん、モップにウェットティッシュ等も持ち込まれている。それだけの量を詰つめ込こんでいながらも、整理整せい頓とんされているのですっきりとして取り出しやすい。

（箒とちりとりは確かく実じつとして、あとは何を出すべきかな──）

　最悪の事じ態たい、黒い悪あく魔まが侵しん入にゆうしたと想定して、ガチャリと扉とびらを開ける。そのまま手を突つっ込こみ、

「うわあっ！」

　予想外の温かい感かん触しよくに、情なさけない叫さけびとともに手を引く。

　開いた掃除用具入れ。日光すら差し込まない奥おくに潜ひそむ、黒いそれと目が合う。

　反はん応のうする暇ひまもなく、異音の原因があげた叫びが、陶原の鼓こ膜まくを激はげしく揺ゆさぶった。
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　その約半日前。陶原の血を吸すって別れた夜音は、隙すきだらけの緩ゆるみきった笑顔で、どこへ向かうでもなく、ふらふらと当てもなく飛んでいた。

　幸せだった。

　陶とう原はらの血を反はん芻すうし、ほうと小さく息を吐はく。

　何度味わおうとも、陰かげることない最高の味だった。かなりの回数口にしているというのに、飽あきるどころかより味わいが深まっている気がする。飲ませてもらえなかった日に、一度だけ他の人間の血を吸すってみたことがあったのだが、その違ちがいに愕がく然ぜんとしたものだ。その人間も、むしろ上等な部類に入る血ではあったが、今の夜よる音ねには薄うすく、ぬるい水道水のようにしか思えなかった。それ以来、他の血を吸おうとすらしていない。

　心なしか、彼女を囲む蝙こう蝠もり達も楽しげに見えた。少女と蝙蝠は踊おどるように、静かな夜を満まん喫きつする。

　二時間ほどもそうしていただろうか。余よ韻いんに浸ひたりながら、月を見上げ、半分麻ま痺ひした頭でこれからの予定を考える。

（──もう帰りますか──）

　夜は吸きゆう血けつ鬼きの時間だ。日光を浴びることのできない彼女達にとって、夜だけが活動できる時間帯だった。他の吸血鬼と合流する者、その日見つけた人間と朝までともに過ごす者、人間社会に基き盤ばんを持つ者もいるし、自分の趣しゆ味みに没ぼつ頭とうする者もいる。

　夜音が選んだのはそのどれでもなく、ただ寝ねることだった。

　陶原の血があれば、他に何もいらなかった。

　血を飲み、そのまま眠ねむりに就つく。それは最上級の幸福だ。陶原の血を飲んだ後の眠りは深く心地よい。日の入りまで深々と眠ることができた。今は睡すい眠みん以外の全てが億おつ劫くうで、取るに足らないことだった。

（やはり寝ることにしましょう）

　今夜は三日ぶりに至し高こうの血を味わうことができた。いつものように帰るとしよう。

　住すみ処かとは逆ぎやく方向へ進んでいたようで、まずは大きくカーブを描えがいてＵターンする。住宅街の近くに広い空間が目に付いたのは、少し体が冷えてきた頃ころだった。

　無む意い識しきに向けられた目は遥はるか上空にありながら闇やみを見通し、その空間が学校の校庭であることを認にん識しきする。塀へいには、『県立山やま科しな高等学校』の文字。

（山科高校……）

　聞き覚えのある単語に、脳のう内ないで呟つぶやく。どこかで聞いたことがあった。それも最近──。

（──山科高校！）

　それが何であるかに思おもい至いたり、夜音の頭は急速に冷え切り、正気を取とり戻もどす。

　聞き覚えがあるのも当然。陶原の通う高校だった。

「ここにあの男が通っているのですね……」

　囁ささやきは誰だれにも届とどくことなく夜の闇へと消えていく。口に出したことで、改めて陶原のことが意い識しきに浮うかぶ。

　どこか穏おだやかな気分で目を細めかけるが、

「私はいったい何をしているのですか！」

　瞬しゆん間かん、苛いら立だちが胸むねに溢あふれ、包んでいた幸せの余よ韻いんを吹き飛ばす。

　陶とう原はらに対しての怒いかりは、改めて言うまでもない。血を飲むためとはいえ、吸きゆう血けつ鬼きである自分を脅おどしているのだ。許ゆるされるはずがない。

　ないのだが──。

「あんな男の言いなりになるとは……」

　一番に腹が立つのは、自分自身に対してだ。

　いつの間にか、陶原の言葉に従したがうことに以前ほどの抵てい抗こうを覚えなくなっている自分に気づいた。

　買い物に慣なれてきたというのは、確たしかにある。命令とはいえ歌を歌うのは得意だし、夜空を舞まってみせるのは元々好きだ。血を吸すうにしろ吸わないにしろ、その後に会話をする時間は日を追うごとに伸のびている。

「……あり得ません」

　そして、その時間をそんなに嫌きらってはいなくなってきていた。

　人間は吸血鬼に比べ下等な生物であり、餌えさとして尽つくすのが当然。幼おさない頃ころからそう教わってきたし、それが真実だと理り解かいしている。人間と会話をすること自体、自分を貶おとしめる行こう為いであり、不ふ快かいだったはずだ。現に人間と会話をしたことなど、これまで一度もなかった。話す価か値ちなどないと思っていた。

　それなのに、陶原との会話は嫌いやではなかった。

　自分に対する礼れい儀ぎを心得ていないし、吸血鬼に関する知ち識しきも偏へん見けんに固まり乏とぼしい。言動の一つ一つに苛いら々いらさせられた。腹立たしいし、血が不味くなるようなら殺してやろうとも思っている。それでも、同族以外との会話は新しん鮮せんであり、人間にしては頭の回転も悪くない。揚あげ足あしを取られることも多いが、言い負かすことができればたまらなく嬉うれしい。

　ちやほやされることの多い夜よる音ねには、今までに感じたことのない感情だった。

　その感情がうまく言葉で説明できず、苛立ちが募つのる。

「こんなことでは駄だ目めです」

　血が美う味ま過すぎるとはいえ、陶原は所しよ詮せん人間であり、人間は吸血鬼よりも下等なのだ。本来ならば、自分が絶ぜつ対たい的てきな上位に存そん在ざいして当然のはずだ。

　偶ぐう然ぜん血が美味いだけの男を、これ以上調子に乗らせるわけにはいかない。

　眼がん下かの校舎を見下ろす。

　夜音自身は学校に通った経けい験けんなどないが、知ち識しきとしては知っている。陶原は毎日ここに通っており、そして今は校内に誰だれもいない。

（つまり、チャンスということです）

　一日の大半を過ごす場所だということは、何か弱みを隠かくしているかもしれない。弱みを握にぎることができれば、立場は逆ぎやく転てんする。言いなりになる必要がなくなるのだ。一方的に血を吸すい、逆に好きなように命令してやれるかもしれない。

（行ってみましょう）

　自らの想そう像ぞうの素す晴ばらしさに震ふるえ、夜よる音ねは真まっ直すぐに降下していった。
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「んで、何で今、掃そう除じ用具入れなんかに入ってるんだ？」

　閉じた掃除用具入れの前に立ち、ぶつぶつと途と切ぎれ途切れの説明を聞きながら、陶とう原はらは呆あきれていた。

　掃除用具入れを開けた陶原が目もく撃げきしたのは、他でもない夜音だった。彼女は急いで扉とびらを閉めるように叫さけぶと、少しでも奥おくに隠れようと身をよじった。命令に従したがった陶原は、理由の説明を求めたのだった。

「気がついたら日が昇のぼり始はじめていて、隠れられる場所がここしかなかったのだから仕方がないでしょう」

　ふて腐くされたような声で、説明は続けられた。
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　校舎内へと侵しん入にゆうした夜音だったが、うまくいったのはそこまでだった。

　学校について知ち識しきとしては知っていたが、それは『若い人間が集まって勉強をする場所』という定義的なものに過ぎず、実じつ際さいには入るのも初めてだった。イメージではすぐに陶原の過ごす居い場ば所しよが見つかる予定だったのだが、そううまく行くはずもない。

「案内人の一人もいないとはお粗そ末まつですね。小さ夜よを連れてくるべきでしたか」

　不満そうに漏もらすと、奥へと足を進める。

　侵入してしばらくは、瞳ひとみを大きくしてきょろきょろと初めて見る光景に目を奪うばわれていたのだが、

「──同じ部へ屋やばかり並ならべて、何が楽しいんでしょうか」

　すぐに飽あきてしまった。

　大量に並んだ靴くつ箱ばこには驚おどろいたものの、よく考えてみれば実家のコレクションの方が圧あつ倒とう的てきに数が多い。あとは同じ部屋が並ぶばかりの構こう造ぞうに、嫌いや気けすら差していた。

「陶原が毎日通っているはずなのに、つまらない場所です」

　独ひとり言ごとを呟つぶやきながら、校内を探たん索さくする。

　教室のドアの前に立ち、体を黒い霧きりに変えて隙すき間まから進入する。陶とう原はらの気配を探さぐり、なければ次へ移い動どう。それが夜よる音ねの選んだ方法だった。

　東と西の二つある校舎の内、先に入った東校舎は丸ごと外れだった。校舎を移動しながら、帰ってしまおうか真しん剣けんに迷まよったりもする。

　半ば意地になって続けていると、やがて一つの教室へと辿たどり着ついた。

　妙みように綺き麗れいな教室だ。

　他と比べ、格かく段だんに清せい潔けつな空間だった。埃ほこりっぽい空気にうんざりしていたこともあり、思わず深しん呼こ吸きゆうをすると、覚えのある匂においに気づいた。

　陶原の、そして陶原に染しみついた自分の気配だ。

　幾いく度どとなく彼の血を吸すってきたので、全く同じ机椅い子すが並ならぶ中、目印などなくとも陶原の席を見分けることができた。教室のちょうど真ん中辺り。傍かたわらに近づくと、ついに発見した喜びに、にんまりと笑みが浮うかぶが、

「いったい、何を探さがせばいいんでしょうか？」

　途と中ちゆうで固まる。学校に来ればなんとかなると思っていたのだが、当然ながらそんなわけがない。机の中を覗のぞいてみても空っぽだ。置き勉の一つもしていないのは、それはそれで驚おどろくべきことなのだが、そんなことには思い至いたらず途と方ほうに暮くれる。

「別の場所を探してみますか……」

　園芸部に入っているという話をしたことがあった。部室というのがあるそうだし、そこに行ってみれば何かあるかもしれない。

　そんなことを考えながら立ち上がった夜音は、

「────！」

　声にならない悲鳴をあげる。

　気がつけば、闇やみに包まれていたはずの周囲は薄うす明あかるくなっていた。陶原の席を探すのに夢中になっている間に、かなりの時間を食ってしまっていたのだ。

　もう、日の出は近い。

「ど、どうしましょう、え、えっと──」

　わたわたと無意味に両手を動かす。こうしている間にもいつ太陽が顔を出してもおかしくないというのに、思ってもみない事じ態たいに気が動転し、頭が働かない。

　焦しよう燥そうに駆かられ教室内を見み渡わたす。クリーム色のカーテンを閉めたところで、日光を遮さえぎるのは難むずかしいだろう。あとは教きよう卓たくと隙間だらけの机椅い子すしかない。遮しや蔽へい物ぶつになりそうなのは教室の後ろにある沢たく山さんの扉とびらと長方形で縦たて長ながの容器だけだ。規き則そく的てきに並んだ扉は小さく、いくら小こ柄がらな体であっても入りそうにない。

　選せん択たく肢しは一つしかなかった。
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「ここに入らなければ、私は灰はいになって滅ほろんでいたでしょう」

　そこが掃そう除じ用具入れだと気づいた時にはもう手て遅おくれで、間かん一いつ髪ぱつで日光から逃のがれることはできたが、場所を変える暇ひまはなかった。

　説明を聞き終えた陶とう原はらは額ひたいをブリキの扉とびらにくっつけて、

「……馬鹿」

　言葉とは裏うら腹はらに、心底安心した声を漏もらす。

「日光を浴びたら灰になるって分かってんなら、もっと時間に気をつけろよ。一歩間ま違ちがってたら死んでたんだろ」

　規き則そく正しい生活を送る陶原にとって、時間とは無む意い識しきのうちに確かく認にんするものであり、時を忘わすれるなどあり得ないことだった。

「一晩中起きてるなんて久しぶりだったのだから仕方ないでしょう」

「不注意でせっかくの不老不死を終わらせるなって言ってんだよ。俺の十年を無む駄だにする気か」

「血を飲む時以外では、貴方あなたと私は関係ありません。人間ごときが余よ計けいなことを──、ちょ、ちょっと、扉を開けるなと言ってるでしょう！」

　僅わずかに開いた隙すき間まから差し込む光に、必死で隅すみへと寄る夜よる音ね。

「早く扉を閉めなさい！　それ以上開けたら本当に駄だ目めです！」

「一ついいことを教えておいてやろう。人間はいたずらや悪いことをしたり、迷めい惑わくをかけたり、あとはそうだな、人に心配をかけたときにはごめんなさいと謝あやまるもんだ」

「私は人間などではありません。選ばれきゃっ！　ちょっと、揺ゆするのは止めなさい！」

「ごめんなさいは？」

「………………………………ごめんなさい」

　むっとした声が掃除用具入れから漏もれる。

　陶原は扉を閉めると、肩かたを落として脱だつ力りよくする。

「それで、これからどうするつもりなんだよ？」

「どうするもこうするもありません。ここから出ると日光を浴びてしまいますから、日が暮くれるまでこもるしかないでしょう。貴方に他の方法があると言うのなら、聞いてあげないこともありませんけど」

「そうだな……」

　日光を浴びないように、掃除用具入れの中から人を移い動どうさせる。文字にすれば簡かん単たんだが、実行に移うつすとなると厳きびしい。

「カーテン締しめ切きっても駄だ目めなのか？」

「ここにあるような薄うす手でのものではおそらく無理でしょう。スキンケアクリームさえ塗ぬっていれば大だい丈じよう夫ぶだったんですが……」

「そんなので平気なのかよ」

「そんなのとは失礼ですね。人間社会で活動する吸きゆう血けつ鬼きのために開発された特とく殊しゆな軟なん膏こうなのですよ。これにより、我々はついに太陽光を克こく服ふくすることに成功したんです」

　日光に対する基き準じゆんがよく分からないが、そういえば曇りの日は日が暮くれる前に部へ屋やに来たこともあった。こうやって掃そう除じ用具入れの中でも大丈夫なのだから、要は光を遮さえぎりさえすれば方法はどうでもいいのかもしれない。

「そんなに便利なのがあるなら、いつも使っとけよ」

「塗っている間は能のう力りよくが制せい限げんされますから、好きではないんです」

　えり好みをしている場合かと思うが、実じつ際さいに持ってないのならば、言い合っていても仕方がない。何か他の方法を考えなければ。

「暗室に使う遮しや光こうカーテンなら大丈夫だろうし、写真部の部室か……、寝ね袋ぶくろがどっかの部にないかな」

　幸いにも夜よる音ねは小こ柄がらだ。掃除用具入れから出る瞬しゆん間かんだけ気をつければ、遮光カーテンでぐるぐる巻まきにして運ぶのは可か能のうだろう。

「よし。遮光カーテン取って来るから──」

「おっはよー」

　それまで待ってろ、という言葉は、続けられないまま終わる。

「──おう、おはよう」

　首だけで後ろを振ふり向むくと、元気よく片かた手てを挙あげる清水しみずがそこにいた。機械的に返事を返し黒板上に設置された時計を見ると、時刻は八時二十五分。夜音の話を聞いている間に、早い生徒は登校し始める時間帯になっていた。

（──時間が経たつのに気づかないこともあるんだな。すまん）

　心の中で夜音に詫わびる。

「あれ、どうしたの？　もしかしてまだ掃そう除じ終わってない？　珍めずらしく寝ね坊ぼうでもした？」

　掃除用具入れに体を向けたまま、不自然な体たい勢せいで固まっていると、不思議に思ったのか清水が近づいてくる。その足取りは軽く、陶とう原はらとは対照的な明るい爽さわやかな笑顔で、

「朝のお勤つとめが終わってないなら、手伝ってあげようか？」

　余よ計けいなことを言う。

「いや、大丈夫、終わった、終わりまくった、終わり過すぎて逆ぎやくに始まったのかと悩なやんでたところだ！」

　慌あわてて大げさに両手を振り、掃除用具入れに近づけまいとする。

「それに一日くらい掃そう除じなんてしなくても誰だれも死なないし。現代の日本人は殺さつ菌きんし過すぎて抵てい抗こう力りよくが落ちてるって言うし、むしろしない方がいいかもな！」

　泳いだ目で必死のフォローをするも、

「なんか、らしくないね」

　必死過ぎて不信感を抱いだかれてしまう。
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「冗じよう談だんでも掃除しなくていいって言うなんて、陶とう原はららしくないよ。どうしたの？」

「んなことないって」

「あるよ。だって中学の頃ころから一日も欠かしたことないんでしょ？」

「よく知ってるな」

　本当は小学生の時から続く習しゆう慣かんなのだが、清水しみずとの出会いは約一年前。修しゆ行ぎよう僧そうのような生活を送る同級生がいると聞きつけて見に来たのがきっかけだった。同じクラスになったのも今年からで、小中学校は別だった。

　感心と疑問の混まじった声こわ色いろに、

「そ、そりゃ知ってるよ。だってほら、陶原の奇き行こうは有名だし！」

　彼女は意味不明な身み振ぶりを交えて説明する。そんなものかと納なつ得とくし、頷うなずいてやると、清水は取とり繕つくろうように笑った。

「そうだよ、あは、あはははは」

「だよな、はっはっはっはっ」

　無意味に笑い合っていると、やがて他の生徒達も登校し始めた。教室に入ってきた女子と挨あい拶さつを交わすと、清水しみずは離はなれていく。次し第だいに人口密みつ度どを増ましていく教室を眺ながめ、陶とう原はらは悟さとる。

　これではもう、誰だれにも気づかれずに夜よる音ねを逃にがすのは不ふ可か能のうだ。

　誰かに気づかれてしまっては、大変なことになる。吸きゆう血けつ鬼きという事実を差し引いても、夜音の美しさは人を惹ひき付つける。見つかればきっと、掃そう除じ用具入れから引ひっ張ぱり出だされてしまう。

　教室を見み渡わたし、誰も自分を見ていないことを確かく認にんする。身を翻ひるがえし、

「放課後誰もいなくなったら出してやるからそれまで大人しくしておけ」

　頭を掃除用具入れにくっつけ、早口で囁ささやく。

　教室から人がいなくなるまで約七、八時間といったところか。暗く狭せま苦くるしい空間に閉じこめられる夜音は大変かもしれないが、自じ業ごう自じ得とくだ。好きこのんで掃除用具入れに近づこうとする者などいないし、一日くらいなんとかなるだろう。

　甘い見通しで楽観的に考える。

　簡かん単たんに時間は過ぎると、その時は単たん純じゆんに思っていたのだ。
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　陶原の願い通り、午前中の授業は何事もなく順調に消化されていった。

　掃除用具入れが小さな物音を立てることは幾いく度どかあったが、それ自体はたいしたことではない。気づいたのはことあるごとに斜ななめ後うしろを振ふり向むき、しきりに視し線せんを向ける陶原くらいのものだった。たとえ気づいたとしても、気にする者などいない些さ細さいなことだ。

　期待通りに、何事もなく昼休みを迎える。

　四時間目の終了を告げるチャイムが鳴り、日直が号令をかけると、生徒達は各々散っていく。

　陶原は普ふ段だん、同じ園芸部員である広ひろ野のとともに教室の外で昼食を取っていた。日差しの下で、自分達で育てた植物を愛めでながら食べるのだ。だが。

「あれ？　どうしたの」

　席に座すわったまま動かずにいると、広野が弁当片手に近づいてきた。

「早く行こうよ」

　腹が減へったと急せかされるが、陶原は立ち上がろうとはしない。友人を見上げ、

「たまには教室で食べねえか？　まあ座れよ」

　自分の後ろの席を叩たたいてやると広野は目を丸くする。けれどまあいいかと素す直なおに座った。机をくっつけたりはせず、陶原が椅い子すに横向きで座ればそれで食事の用意は終了だ。

　これなら常つねに視し界かいに掃除用具入れが入る。万全の体たい勢せいだった。

「珍めずらしいね、どうしたの？」

　驚おどろいたように声をかけてきたのは、購こう買ばい部ぶから帰ってきた清水しみずだった。彼女は陶とう原はら達がそこで弁当を食べるのを見て取ると、隣となりの席に腰こしを下ろした。

「さてじゃあ食べますか。いただきます」

「おい、なんで自然に混まざってんだ」

　陶原は向かい合うように座すわる彼女を睨にらみつける。そこに座られると、掃そう除じ用具入れまでの最短ルートが塞ふさがれてしまうじゃないか。

「そこを退どいてくれよ」

「何でよ？　教室内のどこで食べようがわたしの勝手でしょ」

　陶原の非ひ難なんもどこ吹く風で食べ始める清水に諦あきらめてため息をつくと、自分も弁当を広げる。

「それで、どうしたの？」

　苺いちご牛乳を一口すすると、清水が再ふたたび疑問を口にした。

「どうしたって何だよ。ただ飯食ってるだけだろ」

「そうじゃなくて、何で今日は教室で食べてんの？」

「そんな気分の日だってあるだろ。俺が教室で弁当食べてちゃそんなに変かよ」

「変だよ」

「変だね」

　清水と広ひろ野のが揃そろって答える。憮ぶ然ぜんとするのもつかの間、

「俺も変だと思ってたんだよ」

「実はあたしも」

「何か違い和わ感かんがあるんだよな」

「そうそう」

　話し声が聞こえていたのか、教室中からどしどし同意の声が寄せられた。

「何これ。いじめ？　俺ってもしかしていじめられてる？」

「見み慣なれないだけでしょ。健けん悟ごが普ふ段だんと違ちがう行動するのは珍めずらしいからね」

　軽くへこみ、広野の声も慰なぐさめにしか聞こえずふて腐くされる。

「はいはいどうせ俺はおかしい人物ですよ。教室の異い分ぶん子しですよ」

「それはそうなんだけど、今日はいつもと違うって話だよ」

「肯こう定ていするなよ。否ひ定ていしろよ」

「だって健悟がおかしいのは昔っからの事実だしさ」

　真顔で言われてしまえば、もう何も返すことはできない。自覚もあるだけに、黙だまってほうれん草のおひたしをつつくのみだった。

「広野くんて、陶原のこといつから知ってるの？」

「幼稚園の頃ころから小中高とずっと一いつ緒しよだよ。今は引っ越したけど、子供の時は家が近所だったからね」

「やっぱり子供の時からこうだった？」

「そうだね。早はや寝ね早はや起おきで、まさに健康第一って言えばいいのかな。買い食いとかもしないし、今思えば可愛かわいげのない子供だったよ。それに────？」

　遮さえぎるように陶とう原はらが立ち上がると、広ひろ野のも話を中ちゆう断だんした。

「どうしたのさ、急に」

「いや別に、何でもない」

　怒おこったのかと窺うかがわれてるようだが、そうではない。

　一人の生徒が掃そう除じ用具入れに近づいていたのだ。そのまま通り過ぎて行ったのだが、気が散って仕方がない。陶原としては、会話に集中などできるはずがなかった。

「それならいいけど……。そうそう、本当は高校だってもうちょっと頑がん張ばればもっといいところに行けたはずなのに、家から近いからって理由でこの高校選んで、受験勉強も全然やってないんだよ。未だに一いち夜や漬づけもしたことないし」

「その分普ふ段だんから頑張ってんじゃねえか。授業態たい度どなら誰だれにも負けんぞ」

　健康を保たもつためには、テスト前だからといって不ふ規き則そくな生活を送るわけにはいかないのだ。成績よりも健康を優ゆう先せんするのは当然だろう。

「そういえば最近特に頑張ってるみたいよね。休み時間まで勉強してるし」

「頑張ってるというか、現げん状じよう維い持じのためにな」

　毎日の九時就しゆう寝しんを守るためには、スケジュールに元々あまり余よ裕ゆうがない。毎晩夜よる音ねが部へ屋やを訪おとずれるようになり、勉強時間は削けずられていた。

　かといって補ほ習しゆうや追試を受けるようになってしまうと、やはり健康への影えい響きようも出てしまう。それを避さけるためには、短くても空いた時間を勉強に利用するしかないのだ。

「休み時間も勉強しながら楽しそうにするとは、さすがは健康に青春を費ついやす男だね」

「変なキャッチフレーズで呼よぶな」

「でも本当でしょ？」

「そりゃそうだけどよ」

　ただでさえ『修しゆ行ぎよう僧そう』『山やま科しな高校一悟さとりに近い男』と呼ばれるのだ。これ以上変な呼び名が増ふえるのは望んでいない。嫌いやそうな顔をするが、

「生まれついての変へん態たい的てきな健康だったんだ」

　清水しみずは感心したように頷うなずく。

「それはちょっと違ちがうかな。昔の健けん悟ごは病弱だったよ。幼稚園もよく休んでたし。小学校に入ってしばらくしてからかな、今みたいな健康第一の生活を始めたのは」

「そうなの？」

「うん。いつだったか忘わすれたけど、いきなり『健康になる！』って宣せん言げんして、体力作りを始めたんだ。今じゃ朝と夜の一日二回ジョギングも、初めの頃ころは町内を軽く走る程てい度どだったんだよね。誰だれに言われるでもなく率そつ先せんして手洗いうがいをして、教室の掃そう除じを始めたのも同じ時期だったかな？　それくらいならまだかわいいのに、行き着いた果てがこれだよ」

　顎あごで示される陶とう原はら。

「じゃあ後天的な変へん態たいなんだ」

「そういうことだね」

「何で分かり合ってるんだよ！　つーか変態じゃねえよ！　今のは努力の末に誰だれにも負けない健康になったって褒ほめ称たたえる場面だろ！　仮かりに変態だとしても誰にも迷めい惑わくかけてないし。いや変態じゃないけど。変態じゃないけど！」

「健康フェチも立りつ派ぱな変態だよ。あと声が大きい」

　耳を押おさえる広ひろ野の。それとは対たい照しよう的てきに、

「悪いとは言ってないよ」

　清水しみずは顔を輝かがやかせた。

「生まれつきじゃなくて自分の意志でやってるんだったら、むしろ好都合だよ！　まさに苦く行ぎよう！　普ふ段だんの生活が修しゆ行ぎようみたいなもんなんだし、それなら将来的に考えて、本当に僧そう侶りよになって寺を継つぐのが一番だよね？」

「ならねえって言ってんだろ。飯の不ま味ずくなる話はやめてくれ」

　思わず箸はしを止め、さりげなく掃除用具入れに目を向ける。血だけで生きていける彼女は、弁当の匂においが充じゆう満まんする教室にいて、食欲が湧わいたりしないんだろうか。

（あとで飲み物くらい差し入れてやった方がいいのか？）

　陶原がそんなことを考えていると、

「どうせ不味いんだから一いつ緒しよだと思うけど。ほとんど味しないじゃない、それ」

　広野がさらりと言う。

「人の弁当をそれ扱あつかいするなよ。塩分や糖とう分ぶん、油の摂とり過すぎは健康によくないんだぞ」

「限げん度どってものがあるでしょ。健けん悟ごのお母さんも嘆なげいてたよ」

　健康への影えい響きようを心配するあまり、極きよく端たんに調味料の使用を制せい限げんした料理は、ほとんど素そ材ざいそのものの味しかしなかった。家族関係は良好なのに、弁当どころか朝晩の食事も別々に作っている理由がこれだ。野菜作りをしているのも、趣味というより実じつ益えきのためだった。

「普段から精しよう進じん料理以上に変な食生活なんだから、僕も健悟は寺を継ぐのが一番だと思うよ」

「広野くんもそう思う？」

「禁きん欲よく的てきで枯かれた健悟の趣しゆ味みに合ってると思うし、何より毎日尼あまさんに会えるのが大きいね」

　ようやく現れた賛さん同どう者しやとの間に深い溝みぞを感じた清水は、喜よろこぶ途と中ちゆうの微び妙みような表情で固まる。

「出家して俗ぞく世せを捨てたからこそ初めて醸かもす色気。その矛む盾じゆんがたまらないよね」

「知らねえよ」

「もしかして巫み女こさん派はだった？　巫女さんもいいよね。あの紅こう白はくのコントラストがいかにも日本って感じがするし、束たばねた髪かみがより一いつ層そう和服のうなじチラリズムを増ぞう幅ふくさせるね」

　楽しげに語る広ひろ野のに圧あつ倒とう的てきな距きよ離りを感じ、清水しみずは物理的にも机ごと少し離はなれる。

「どっちでもねえし」

「相変わらず健けん悟ごってこの手の話題に乗ってこないよね」

　切り捨てるばかりの陶とう原はらに、広野はがっかりしたようにため息を漏もらす。

　幼おさななじみの親友として、陶原のことを一番よく知っているつもりの広野ですら、女性に関する話を聞いたことがなかった。だからこそ彼は色んな意味で健康フェチだと思っていたのだが。

　理り解かいを得られなかった広野は唐から揚あげを頰ほお張ばり、不満そうに頰を膨ふくらませた。静かになったところで、ようやく食事に集中しようとする陶原だったが、

「──あっ」

　過か敏びんになった耳が捕とらえた小さな叫さけびに顔を上げる。

　声の主は廊ろう下か沿ぞいの席でパンを食べていた女子だった。机の上では倒たおれたペットボトルから中の液えき体たいが広がっていく。慌あわてて立てるが時すでに遅おそく、中身はほとんど流れ出ていた。

「あーあ」

　幸いにも服には飛ばなかったが、机と床ゆかを濡ぬらしている。彼女はポケットティッシュ程てい度どでは無理だと判はん断だんしたのか、がっくりと肩かたを落として歩き出した。

「────！」

　その方角が掃そう除じ用具入れだと気づき、陶原は勢いきおいよく立ち上がる。椅い子すが倒れる音が響ひびき、ぎょっとした広野と清水の視し線せんを無視して走る。最短距離を机を蹴け散ちらすように駆かけ抜ぬけ、スライディング。掃除用具入れに手をかけようとしていた少女の前に割り込む。

　ギリギリのタイミングだった。

「ど、どうした？」

「えっ、ええっ？　えっと、雑ぞう巾きんを借りようと思ったんだけど」

　座すわり込こみ、荒あらい呼こ吸きゆうのまま問うと、少女は狼ろう狽ばいしたように答えた。

「もしかして駄だ目めだった？」

　少し不思議ではあるが、基本的には人のいいはずのクラスメイトの極めて異い常じような行動に、少女は何か悪いことでもしたかと思ったようだ。至し近きん距離から見上げられていることにようやく気づき、慌てて二歩下がる。

　使おうとした雑巾は陶原の私物だ。怒おこられるかと身を縮ちぢめる少女だったが、

「いやいいよ、もちろん。掃除は素す晴ばらしいし、こぼれたジュースをそのまま放置するわけにはいかないもんな」

　それ自体は反対する理由がない。少女はほっと胸むねをなで下ろしたが、陶原は掃除用具入れを塞ふさぐようにして立ち上がったまま動こうとしない。

「あの、ちょっとどいてくれないかな？」

「何で？」

「えっ、話聞いてたよね？　中の雑ぞう巾きん取りたいんだけど……」

　頑かたくなに動こうとしない陶とう原はらに、戸と惑まどうばかりの少女だった。陶原は表情こそにこやかだが、意い識しきして観察してみれば、作ったように堅かたいのが分かる。

「さっきからどうしたのさ？　何か変だよ」

　異い常じようを察さつして清水しみずが近寄ると、少女はそっとその背はい後ごに隠かくれた。

「ど、どうもしねえよ。変な因いん縁ねんつけないでくれ。俺が変なのは、いつものことなんだろ？」

　顔を清水に向けたまま、目だけで周囲を見み渡わたす。座すわってこそいるが、広ひろ野のもぽかんと口を開けたままこちらを見ており、他にも似にたような視し線せんが教室中から向けられている。

「それはそうなんだけど、変の方向性が違ちがうっていうか」

「多様性があるっていうのはいいことだろ」

「いやそれは意味が違うし」

　口先だけで反はん射しや的てきに会話を交わしながら、陶原の頭ず脳のうは必死に回転していた。

　掃そう除じ用具入れが不用意に開けられるのは阻そ止しできたものの、注目度合いは現在進行形で高まっている。そう簡かん単たんに扉とびらを開くわけにはいかない。

「とにかく雑巾貸してよ。早く拭ふかないと床ゆかがべたべたになっちゃうし」

「べ、べたべたなのも、新しん鮮せんでいいんじゃないか？」

「……え？」

「机や床がつるつるでないといけないなんて固定観念に縛しばられるのはもうやめにしないか。べたべたはべたべたで個性として認みとめてやろうぜ！」

「……ちょっと、熱でもあるんじゃない？」

　清水が心配そうに額ひたいに手を伸のばしてくる。普ふ段だんならば振ふり払はらうのだが、大人しく従したがった。

「悪い。確たしかに今のは酷ひどかった。忘わすれてくれ」

　自分でも反省する。あんな理論で説得できたらむしろ嫌いやだ。

「ええとあれだ、俺が言いたいのは、たまには掃除しなくてもいいんじゃないかってことだ。多少机がべたついてたところで死にはしないんだし、放置しようぜ！」

　とにかく、掃除用具入れを開けさせるわけにはいかないのだ。ただそれだけを優ゆう先せんして放った言葉は、思った以上の成果を上げた。

　──ただし、逆ぎやく方向に。

「あれ誰だれだ？」「ニセモノ？」「ニセモノだな」「ついに壊こわれた」「違う病気になったのかな？」「ちょっとこれ、やばいんじゃない」「感かん染せん性せいのウイルスじゃないだろうな」「俺まだ死にたくねーよ」「あれが悟さとりの境きよう地ちなのか？」

　教室中にざわめきが広がる。揺ゆれるクラスメイトに、陶原はそれ以上に動どう揺ようする。

「俺ってそんなに変なこと言ったか？」

「そんなの分かり切ってるじゃないか……」

　青ざめた表情で、近寄ってきた広ひろ野のがクラスの声を代弁する。

「僕の知る健けん悟ごは、健康のためなら死んでもいいってやつだよ。掃ろう除じしなくていい？　潔けつ癖ぺきなくらい清せい潔けつ好ずきな健悟が？　あり得ないよ！」

　清水しみずも優やさしく語りかける。

「やっぱり今まで無理してたんだね。大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと長くなるかもしれないけど、病院行けばきっと良くなるから。お医者さんの言うことを聞いて、社会復帰を目指そう？」

「いやいやいやいや。ちょっと待てよ」

　無理はしてるし、健康が全てというのは事実だけど、いくら何でも反はん応のうが過か剰じようじゃないか。

「冗じよう談だんだよ冗談、えっと、掃除はしないといけないに決まってるだろ。健康を維い持じするには清潔な環かん境きようが欠かせないんだし」

　客観的な自分への評ひよう価かにショックを受けつつ、慌あわててフォローに走る。

「ええと、健康一番、健康万ばん歳ざい！　今日も健康に生きるぜ！」

　やけっぱちな叫さけびをあげると、ほっとする一同。知らない人が聞いたらむしろ心配になる内容だったが、陶とう原はらを知っている者にとっては納なつ得とくの一言だった。

　和なごやかな空気に包まれる中、一人だけ安心できない人物がいた。

「私のせい？」

　騒そう動どうの引き金を引いた少女だ。

「私が、ミルクティー、こぼしたせいで、陶原君は、変に、なっちゃったの？」

　元はといえば、少女が雑ぞう巾きんを取ろうとしたのがきっかけだったのだ。

「いや違ちがうよごめん！　変になってないから泣かないでくれ！」

　涙なみだ目めの少女に、教室中から冷たい視し線せんが陶原に集中する。少女の肩かたを抱だく清水の睨にらみを受け、

（こうなったら、やるしかない！）

　覚かく悟ごを決める。

　もはや、この状じよう況きようを打破するためには雑巾を取り出すしかない。

「今から掃除用具入れから雑巾を取り出すぞ！」

　唐とう突とつにあげられた大声に、皆みながびくりと震ふるえる。

「ちょっと、いきなりどうしたの？」

「雑巾がびっくりしないように、予あらかじめ教えてやってんだよ。よーし、俺は今から掃除用具入れの扉とびらを開けて、向かって左側、掃除用具入れから見て右側の、上の方に掛かかってる雑巾を取るぞー！」

　はっきりと一言ずつ、教室中に響ひびけと言わんばかりに宣せん言げんする。クラスの全員が呆あつ気けにとられているのが分かるが、むしろ好都合。

　さっと掃そう除じ用具入れの方を向くと、僅わずかに扉とびらを開く。隙すき間まを体で隠かくしながら、右手だけを奥おくへ突つっ込こむ。夜よる音ねは叫さけびの意図を理り解かいしてくれていたようで、伸のびる手の進路上にはいない。指先が布地に触ふれると、摑つかんで勢いきおいよく引ひき抜ぬき、指が挟はさまりそうなタイミングで扉を閉める。

　一連の流れを誰だれも口を挟む暇ひまなくあっという間に終えると、時が止まったままの一同に一礼し、少女に雑ぞう巾きんを差し出す。

「はいどうぞ」

「──────────あ、うん、ありがとう」

　少女はのろのろと惰だ性せいで受け取ったものの、状じよう況きようを理解できずに茫ぼう然ぜんとしていた。いつまで経たっても動こうとしないので、

「俺が拭ふいておこうか？」

「──！　だ、大だい丈じよう夫ぶ。自分でやるよ」

　声をかけると、ようやく頭の働き出した少女は、雑巾片かた手てに自分の席へと戻もどっていった。それを契けい機きに教室内の時間も動き始める。

「あ、あのさ陶とう原はら──」

「うん？　どうした。何かあったか？」

　ばくばくとうるさい心しん臓ぞうを押おし殺ころし、表面上は何事もなかったかのように答えてやると、

「──何でもない……。変なのはいつものことだし、発作だと思えばいいか」

　問とい質ただそうとしていた清水しみずも、深く詮せん索さくするのは止めておいた方がいいと判はん断だんしてくれたようだった。

　役目を果たした雑巾を洗せん濯たくするという名目で陶原が直ちよく接せつ回かい収しゆうすると、誰もそれ以上は異い常じよう行動に触ふれないまま、話は終了となった。昼休みが終わるのを待ちこがれたのは初めてだと後にクラス内での語りぐさとなるのだが、それはまた別の話だ。
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　午後からの授業が始まった頃ころ。掃除用具入れの中で、夜音は体を硬かたくしていた。

　通気口から差し込む光に触ふれてしまわないよう、音を立ててしまわないように気を付けているのももちろんあったが、それだけではなかった。

（何な故ぜ、あの男は……）

　彼女の頭を、ある疑問が支配していた。

　吸きゆう血けつ鬼きの身体能のう力りよくは人間と比ひ較かくにならないほど優すぐれている。聴ちよう覚かくもその例に漏もれず、日中であっても彼女の耳は教室中の会話を拾っていた。

　陶原が決して健康という星の下に生まれついたわけではないことも。健康を維い持じするために普ふ通つうの高校生らしからぬ生活を送っていることも。再さい会かいしてから学校での負ふ担たんが増ふえていることも。すべて聞いていたのだ。

　どれもこれも、今まで知らなかった事実だ。

　驚おどろきと同時に、どこか納なつ得とくもする。そうまでしなければ、あれほどまでの美び味みな血になるわけがない。

　しかしだ。

（どうして陶とう原はらは、そのことを私に教えなかったんでしょう）

　そんな努力をしているのなら、恩おん着きせがましく言ってきそうなものだ。自じ慢まんげに語ってもおかしくなさそうなのに、今までそんな素そ振ぶりはおくびにも出さなかった。

　そもそも、どうしてそんな生活をしているのだろう。

（…………分かりません）

　しばらく考えてみるが、段だん々だん面めん倒どうくさくなり、ここから出たら直ちよく接せつ訊きいてみようと決める。

　先送りとはいえ答えを出すと、急に眠ねむ気けが襲おそってくる。誰だれも見ていないというのに、夜よる音ねは片かた手てで口元を隠かくすと、大きくあくびをした。
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　それが起きたのは七時間目。もう大だい丈じよう夫ぶだろうと陶原が油ゆ断だんしていた、その日の一番最後の授業中のことだった。

　コツン。

　たいていの生徒が睡すい魔まと戦う古文の時間。その小さな物音は、静かな教室に響ひびき渡わたった。板書をしていた老教師が、チョークを持った手を止める。

　カタン。

　続いてもう一度。一回目よりも少し大きめに響いた音に、眠ねむっていた生徒も意い識しきを取とり戻もどし、音おん源げんへと目を向ける。そしてその先にあるのが掃そう除じ用具入れだと気がつくと、昼の陶原を思い出し、一様に嫌いやそうに顔を歪ゆがめた。

　ただ一人、歪めた理由が違ちがっていたのは当然ながら陶原だ。

（あの馬鹿野郎、やらかしやがって！）

　背せ筋すじに冷たい汗あせが流れる。

　目配せし、何も聞かなかったことにして前を向く生徒一同だったが、授業を妨ぼう害がいされた教師は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「いったい何の音だね。このクラスは掃除用具入れの管かん理りもできんのか」

　中に入った箒ほうきが倒たおれでもしたと当たりをつけたのだろう。確かく認にんのために教室の後ろへと向かおうとするが、

「せ、先生！」

　立ち上がる生徒に、足を止めた。

「陶とう原はら君か。どうしたんだね」

「えっとその、それはですね──」

　反はん射しや的てきに立ち上がったものの、頭の中は真っ白だ。どうにか、何とかしなくては。

「すいません、さっきの音はですね、その俺です」

「……今、何と言ったのかね？」

「ですから、先ほど鳴った音は、俺が出しました。授業を妨ぼう害がいして申もうし訳わけありません」

　反省した表情を作り、頭を下げる。悪いと思っているのは事実なので、半分くらいは演えん技ぎじゃなかった。

「そうは言ってもだね、音はもっと後ろの方から聞こえたと思うのだが」

「それはその、ええっと──。そう、腹ふく話わ術じゆつ、腹話術です！　腹話術で、後ろから聞こえるように言ったんです！」

　ろくに考えがまとまらないまま、思いつく端はしから口にしていく。

「なんとですね、腹話術は音のする場所も自由にできるんですよ！」

　子供の頃ころに本か何かで読んだ曖あい昧まいな記き憶おくなので、本当なのかどうかも定さだかではないが、この際さいどうでもいい。この場をなんとかするのが先だ。

「──まるで寝ねぼけて薄うすい金きん属ぞくの板に頭をぶつけたような音に、私には聞こえたが？」

「そのものずばりの音をイメージしましたから。それを聴きき当あてるとは、さすがは先生です！」

「二回目は飛び起きて後頭部を今度は違ちがう壁かべにぶつけてしまった音に聞こえたのだが」

「それも正せい解かいです！　そこまで分かってしまうとは、素す晴ばらしい耳をお持ちですね！」

「──そうか？」

「そうです！」

　身を乗り出し、渾こん身しんの力を込めて断だん言げんする。こういうのは勢いきおいで押おし切きった方の勝ちだ。今後の授業評ひよう価かにどう影えい響きようを与あたえるのか考えもせず、鼻息荒く教師に熱い目を送る。

「──邪じや魔まになるからこれからは授業中にはやらないようにしなさい。いいね」

　他の生徒が驚おどろくほどに無表情だったのもあり、教師は早々に話を打ち切った。授業を再さい開かいしようと、黒板へと戻もどる。

「はい。すいませんでした。もう二度としません。二度と！」

　安心して膝ひざが震ふるえるのを感じながら、主に掃そう除じ用具入れへと向けて、強く繰くり返かえす。

　学校からしてみれば、陶原は成績は平へい凡ぼんながらも模も範はん的てきな生徒だ。常つね日ひ頃ごろから教師の信しん頼らいを積み重ねてきたことを、今日ほど感かん謝しやした日はなかった。
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　授業の終了を知らせるチャイムが鳴ると、陶とう原はらはほっと安あん堵どのため息をついた。

　ついに放課後。やり遂とげたのだ。

　あとは生徒が全員帰るのを待って、夜よる音ねを日が当たらないように運んでやるだけだ。ここまで来たのだから、日が暮くれるまで待っても構かまわない。

　大きく伸のびをして、気を緩ゆるめる。夜音に軽く声でもかけようと、腰こしを浮うかしたところで異い変へんに気づいた。

　誰だれ一人として、教室を出て行かないのだ。

　もちろん、授業が終わったからといって、全員がすぐに帰き宅たくするわけではない。友人と話し込んだりして、ある程てい度どの時間まで何人かは残っている。しかし、普ふ段だんならバイトや部活に向かうはずの者まで出て行こうとしない。

　しかも、その全員が自分に注目していた。

「何で帰らないんだ、みんな」

「その疑問には俺が答えよう！」

　答えは教室の前の方から聞こえた。目を向けると、クラス委員長であるお洒落しやれ眼鏡の男が教きよう卓たくに両手をついて立っていた。

「さっきの授業中にメモを回して、満場一いつ致ちで決めたんだ」

「……何を？」

　陶原はそんなメモなど見ていない。

「それはもちろん、大おお掃そう除じだとも！」

「大掃除？」

「そうとも。俺達は最近、陶原に頼たよりっきりだったということに気がついてね。どうせ陶原がやってくれると思って、掃除を真ま面じ目めにしてこなかった。他のクラスの、どんなにずぼらな連中ですらすぐに気づいて羨うらやましがる環かん境きようだというのに、慣なれてしまってそれがどんなにありがたいことなのか忘わすれていたんだな。すまなかった。そして今までありがとう！」

　委員長の合図で拍はく手しゆが巻まき起おこる。

「……はあ、どうも」

　唐とう突とつに教室を揺ゆらした盛せい大だいな音に廊ろう下かを歩いていた生徒が躓つまずき、窓まどから覗のぞき込こんでくるが委員長は構かまうことなく、

「いくら修しゆ行ぎようとはいえ、ここは俺たち二─二全員の教室なんだ。陶原の負ふ担たんを減へらすためにも、定期的に皆みなで大掃除を行うことにした！　今日は記念すべき第一回目ということだ」

　朗ろう々ろうと宣せん言げんし、満足そうにうんうんと頷うなずく。

　自分に酔よっていた。

「よし、じゃあ始めるとしよう」

　はっとして後ろを振ふり向むくと、一人の男子が掃除用具入れに手を伸のばすところだった。駆かけ寄よろうにも今度は人に囲まれ、近寄れない。

「ま、待て！　ちょっと待ってくれ！」

　大音量で制止の声をあげると、喉のどの痛いたみと引ひき替かえに、掃そう除じ用具入れを開けようとしていた生徒の動きを止めることに成功する。

　この隙すきに、何とかしなければ。

「掃除はその──、生いき甲が斐い、そう、俺の生き甲斐なんだ！　教室の掃除だけを心の支ささえに俺は今まで生きてきたんだ！　だから、俺から掃除を奪うばわないでくれ！」

「掃除は嫌きらいじゃないけど好きでもないって、普ふ段だんから言ってたじゃねーか」

　必死で主しゆ張ちようするが、冷静に突つっ込こまれる。常つね日ひ頃ごろのこまめな清せい掃そうへの教育成果が思わぬところであがってしまった。

「無理しなくていいんだよ」

　優やさしい女子の言葉にも、安心できるわけがない。

「生き甲斐ってのは噓うそ！　本当は修しゆ行ぎようなんだ！　毎日の掃除を自分に課かしてるから、俺のことを思うのなら邪じや魔まをしないでくれ！」

「修行じゃないっていつも言ってるのは健けん悟ごだろ」

　すぐさま否ひ定ていしたのは広ひろ野のだった。

（余よ計けいなこと言いやがって！）

　清水しみずは嬉うれしそうに胸むねの前で両手を合わせていたが、その他一同には通じそうにない。

「やっぱり修行ってのは噓！　これは本当に噓！　実は毎日一人で掃除しないと死んでしまう病気なんだ！」

「そんな症しよう例れい聞いたことないね」

　冷静に指し摘てきしたのは医大志望の男子だった。お前はもっといい学校に行け！

「じゃあ、掃除しないと大変なことになるぞって家族を人ひと質じちにされてるんだ！」

「じゃあって何だよ」

「悪の秘ひ密みつ結社に捕つかまって、一人で掃除しないと体が爆ばく発はつするように改かい造ぞうされたってのはどうだ？」

「ネタが古くさくない？」

「宇宙人に洗せん脳のうされたってのは？」

「それも定番だね」

「くそっ！　じゃあ──」

　段だん々だん何を言っているのか自分でも分からなくなり出し、頭を抱かかえる。不意に肩かたを叩たたかれ顔を上げると、委員長が聖母を思わせる慈じ愛あいの笑みを浮うかべていた。

「もういいんだ」

　気がつけば、拍はく手しゆを受けた時よりも陶とう原はらを囲む人の輪わは狭せばまり、密みつ集しゆうしていた。皆みな優しく微ほほ笑えみ、目を細めて見つめている。

「陶とう原はら一人に押おしつけていた怠たい慢まんが、お前を追い込んでしまったんだろ？　俺たちはもう二度と、お前を奇き行こうに走らせないと誓ちかったんだ」

　委員長の力強い宣せん言げんにより、陶原は暖かな優やさしさに包まれた。

　大だい丈じよう夫ぶだよ。無理しないで。そんな言葉が聞こえ、胸むねが打うち震ふるえ、言葉も出ない。

（なんて迷めい惑わくな連中なんだ！）

　陶原の胸を震わせるのは怒いかりだった。一人の生徒のためにクラス全員が立ち上がるなど、いつの時代のノリなんだ。

　求めるのはただ一つ。何もせず、帰って欲しいだけだというのに。

　とはいえ、クラスメイトは完全に状じよう況きように酔よってしまっている。掃そう除じを諦あきらめさせるのは不ふ可か能のうだろう。

「分かった。分かったけど、その掃除用具入れを開けるのはちょっと待ってくれ」

　説得の方向性を変えることにする。要は夜よる音ねが見つかりさえしなければいいのだ。

「実は、今朝牛乳をこぼして、洗わずに放置した雑ぞう巾きんが入ってるんだ」

　重々しく言ってやると、途と端たんに掃除用具入れ前にいた数人がわっと飛とび退のく。

「臭くさくて汚きたならしい、人に見せられないようなモノが中に入ってるんだ。俺が始末しておくから、大掃除をするのは明日ってことにしないか？」

　掃除用具入れが僅わずかに揺ゆれたような気がするが、錯さつ覚かくだろう。

「それに、掃除用具入れ自体掃除が行いき届とどいてないから、誰だれにも見られたくないんだ」

「昨日は別に気にならなかったけど？」

「普ふ通つうの人にはそうかもしれないけど、俺には我が慢まんできないレベルなんだよ」

　潔けつ癖ぺき性しよう疑ぎ惑わくが噂うわさされたこともあるだけに、説得力は抜ばつ群ぐんだ。

　明日でいいかと緩ゆるい空気が漂ただよい始めたのを見て、陶原はほくそ笑むのだが、

「いいや駄だ目めだ！」

　妨さまたげの言葉はまたも委員長から発せられた。

「皆みなが一体になった今日というこの日に行うからこそ、意味があるんじゃないだろうか。そう思わないか？　掃除用具入れが汚いというのなら、それは俺達全員の責せき任にんなんだ。目を背そむけずに、むしろ全員で確かく認にんすべきだと俺は提てい案あんする！」

　委員長の進言は、さざ波のようにクラスメイトに広がり、揺ゆり動うごかしていく。

（余よ計けいなことばっかり言ってんじゃねーよ！）

　一般的にはいい人なはずの委員長を恨うらむ気持ちがふつふつと湧わき起おこる。

「でもえっと、それは──」

　反論しなければならないと焦あせるのだが、何も出てこない。反論できないうちに、

「そうだよな。問題を先送りにしてたんじゃ、いつもと同じだもんな」

　最初に言ったのは、鞄かばんを手にしかけていた男子だった。

「そうよ。せっかくバイトの休みもらったんだし、今日やりましょ」

　横にいた女子が続く。

　それをきっかけに、次々と賛さん同どうの声があがる。

「掃そう除じ用具足りなそうだな」

「隣となりのクラスから借りてくればいいんじゃない？　どうせ使ってないでしょ」

「俺、部室から箒ほうきとか持ってくるよ」

「あ、私も部室に新聞紙あるかも」

「じゃあ俺は──」

　時期外れの自主的に行う大掃除だというのに、どんどんテンションが上がっていく一同。もはや、誰だれが何を言おうとも、この流れを止めるのは不ふ可か能のうだった。

　そもそもの原げん因いんだということを忘わすれられ、ぽつりと放っておかれた陶とう原はらにできるのは、掃除用具入れ前に陣じん取どり、道具の出し入れを他の誰にもさせないことだけだった。僅わずかに開けた隙すき間まから箒やちりとりを取り出し、クラスメイトに手て渡わたしてやる。結局、委員長以外は掃除用具入れの中身を見ようともしなかった。

（いや別にいいんだけど。むしろよかったんだけど。だけどさ！）

　夜よる音ねを見つからないようにするという目的は果たせたというのに、陶原にはどこか釈しやく然ぜんとしない気持ちが残るのだった。
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「よっしゃ！　じゃあみんなでカラオケでも行こうぜ！」

　掃除が終わったのは、それから一時間以上も後のことだった。それなりに広い教室とはいえ、大人数でやってそれだけ時間がかかったのはわいわいと楽しみながら行ったからだ。窓まどガラスや蛍けい光こう灯とうなど、陶原でもなかなか手を出せない場所にも隅すみ々ずみまで手が入り、ただでさえ綺き麗れいだった教室はさらなる高みへと昇のぼっていた。

　満足そうに笑い合い、爽さわやかな青春の汗あせを流す。蚊か帳やの外に取り残されたのは、ほとんど何もしていない陶原ただ一人だった。

（いつものことだし、悔くやしくなんてないけど！）

　どこへ行くか話し合いながら、クラスメイトは和わ気き藹あい々あいと教室を出て行く。

「──お前は行かないのか」

「行くよ？　当然でしょ。ただね、やっぱり確かく認にんしたいなって思って」

　最後に残った清水しみずが掃除用具入れを指し示す。

「汚よごれ具合をか？　だからそれは見せるつもりは──」

「バレバレなんだからもういいって」

　この期ごに及およんでまだ誤ご魔ま化かそうとする陶とう原はらに、呆あきれた様子だった。

「何を隠かくしてるのか知らないけど、今日は朝から様子がヘンだったじゃない。修しゆ行ぎようって言ったの否ひ定ていしなかったの初めてだったし。他に気づいてた人いないみたいだけど、午前中もずっと気にしてたよね」

「何で知ってるんだよ？」

　驚おどろきを隠せず尋たずねると、彼女は頰ほおを膨ふくらませた。

「授業中何度も振ふり向むいて確かく認にんしてたじゃない。心配そうにさ。あんなのされたら誰だれでも気づくよ」

「でもお前、俺より前の席だろ？」

　訝いぶかしむ陶原に、

「それはその、たまたま！　わたしはいつもよそ見してるから、珍めずらしくよそ見してる陶原に気がついたの。それだけよ」

　声を張はり、どこか早口で彼女は説明した。

「寺の娘なんだから、ちゃんと授業は聞いとけよ」

「それは関係ないでしょ。継つぐのは陶原なんだから」

「だから継がねえって」

　疑いもせずに納なつ得とくすると、清水しみずはもういいや、とため息をつき、

「今日のところはわたしの負け。でも、何なのかは知らないけど、明日までにはその中身、ちゃんと処しよ分ぶんしておいてよね！」

　足音を立てて大おお股またで教室を出ていく。それを見み届とどけると、陶原はがくりと力が抜ぬけ、倒たおれるように掃そう除じ用具入れに寄より掛かかる。

「疲つかれた……」

　薄うす目めで窓まどの外を眺ながめると、ちょうど太陽が沈しずみ込こむところだった。

　ようやく、長い一日が終わったのだ。

　掃除用具入れに背せ中なかを預あずけ、崩くずれ落おちるように胡座あぐらをかく。溜たまった疲ひ労ろうで全身が悲鳴をあげているが、それ以上に安あん堵どで、体を動かすのが面めん倒どうだった。

「なあ、もう日が──」

　夜音に語りかけようとしたところで、勢いきおいよく扉とびらが開いた。

「痛いたぁ！　痛っ！　痛ぇ！」

　後頭部に直ちよく撃げきを食らい、頭を抱かかえて転げ回る。そんな陶原を見下ろしながら、夜音は掃除用具入れから抜ぬけ出でた。

「日が暮くれたのならすぐにでも声をかけなさい。信じられないほどの愚ぐ図ずですね。まあいつものことですし、無ぶ様ざまな芋いも虫むしの物もの真ま似ねでの出迎えに免めんじて許ゆるしてあげます。感かん謝しやしなさい」

「誰だれが感かん謝しやするか！　信じられないのはお前だ！」

　妙みように久しぶりに感じる夜よる音ねの声は、いつも以上の憎にくたらしさを備そなえていた。

「だいたいなあ、お前──」

　勢いきおいよく起き上がると、涙なみだ目めで抗こう議ぎをしようとして、

「──お前、何か落ちぶれたな」

　変わり果てた姿すがたに、怒いかりがしゅん、と収おさまる。

　終日起きていたために目は赤く充じゆう血けつし、白い肌はだが災わざわいしてはっきりとくまができていた。上質な絹きぬ糸いとのようだった黒くろ髪かみは艶つやが薄うすれ、毛先が揃そろわずに広がっている。着ている服すらどこかよれよれだった。

「仕方がないでは、ありませんか。私は──夜に生きる、生物なのです。昼間に活動、するのが、どれほど危き険けんなの、か、分かっているの、です──か────」

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　むっとした様子の夜音だったが、虚うつろな目で体を前後左右にふらつかせると、そのまま前へと倒たおれ込こむ。初めこそ虚きよ勢せいを張はっていたが、体力は限げん界かいだったのだ。

　陶とう原はらは自分の疲ひ労ろうも忘わすれ、慌あわてて倒れないように受け止めた。
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「しっかりしろ、おい、本当に大だい丈じよう夫ぶかよ！」

　抱だき締しめる形になったまま夜音を揺ゆさぶる。至し近きん距きよ離りからの大声に、煩わずらわしそうにしながらも、彼女は目を開ける。

　密みつ着ちやくした状じよう態たいで、弱々しく上うわ目め遣づかいに見上げてくる夜よる音ねに、一いつ瞬しゆんで鼓こ動どうが跳はね上あがった。半分閉じた瞼まぶたが痙けい攣れんし、長いまつげが震ふるえる。近くから見てもその肌はだはきめ細かく、疲労が溜たまった状じよう態たいとは信じられない。左手に触ふれる黒髪は、傷いたんでいるように見えたのが噓うそに思えるほど滑なめらかだった。

　少しだけ開いた瑞みず々みずしい紅あかい唇くちびるを見つめ、硬こう直ちよくしたように動きを止める。

「とうはら……」

「えっ、なっ……。おいっ」

　抱だきつくようにして体重をかけてくる彼女に、まるで抵てい抗こうできない。跳ね上がった鼓動が耳にうるさく、他の何も聞こえなくなった。

　夜音の顔が近付く。濃のう厚こうな甘い香かおりに、陶とう原はらは棒ぼう立だちのまま息を吞のんだ。

　そして──。

「────っ！」

　鋭するどい痛みに、悲鳴を嚙かみ殺ころす。

　爪つま先さき立だちになった夜音は、正面から陶原の首くび筋すじへ牙きばを突つき立たてた。溢あふれる血を唇で吸い、舌したで舐なめ取とっていく。

　ごくり。ごくり。

　何度も喉のどを鳴らし、夜音は血を吸すい上あげる。短い周期で味わうための、一口分だけという飲み方を覚えたはずなのに、最初の頃ころの、いやそれ以上の勢いきおいで吸い続ける。

（…………）

　無茶な飲み方だと分かっている。制止すべきだと思いつつ、陶原はお決まりとなっていたデコピンをしようとしなかった。

　遠えん慮りよすることなく、夜音は血を吸っていく。

　いつまでも続くかに思えた吸きゆう血けつは、陶原が尻しり餅もちをつくように倒たおれたことで終わった。

　ただでさえ心しん労ろうが溜たまっていたのに加え、急きゆう激げきに血を失ったため貧ひん血けつになったのだ。牙を突き立てていた夜音も、縺もつれるように倒れ込む。

　薄うす暗ぐらくなりゆく教室で、お互たがいに荒あらい息をつきながら、無言のままただ見つめ合う。




　どれだけそうしていただろうか。先に口を開いたのは、陶原だった。

「飲み過ぎだろ、馬鹿。全然、血が足りてねえぞ」

「嫌いやなら止めればよかったんです。貴方あなたの状態など、私の知ったことではありませんよ」

　言葉を交わすと急に夜音はわたわたと立ち上がる。半回転して後ろを向くと、

「そろそろ帰るとしましょう。疲労は回復したとはいえ、さすがに眠ねむいですから」

　らしくない、上うわ擦ずった早口で言うのだった。

「俺は二人分疲つかれてんだよ」

　文もん句くを言いつつも立ち上がろうとしたのだが、半分体を起こしたところで足がふらつき、再ふたたび尻しり餅もちをついてしまう。

　もう一度立ち上がろうとした陶とう原はらは、目の前に差し出された小さな手に、動きを止めた。

「仕方がないですね。ほら、早く立ちなさい」

　手の主はそっぽを向いたまま告げる。

　吸きゆう血けつ鬼きほど夜よ目めの利きかない陶原には、夜よる音ねがどんな顔をしているのか見えていないのに、彼女は決してこちらを向こうとはしなかった。
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　日のとっぷりと暮くれた道を、二人は互いを支ささえ合あうように歩いていた。

　夜音曰いわく「夜の吸血鬼に不ふ可か能のうはない」とのことで、部活に励はげむ生徒達の脇わきを歩いて校門を出たのだが、誰だれにも注目されることはなかった。そのまま陶原の家へと向かう。

　日光の危き険けんがなくなったというのに夜音が陶原と行動を共にしている理由はただ一つ。

「もっとしっかり歩きなさい」

「誰のせいだ、誰の」

「だから支えてあげているのでしょう。人間ごときがこの私に触ふれるなど本来ならあり得ないことなんですからね」

　夜音が血を吸すい過すぎたせいで、陶原は歩くのにも苦労するほどだった。顔色は悪く、青白い。

　対して夜音は存ぞん分ぶんに血を吸ったおかげか、血色がよく頰ほおが紅こう潮ちようしっぱなしだった。

「きゃっ」

　小さく悲鳴をあげ、その彼女が足を縺もつれさせる。

「そっちこそしっかりしろよ」

「うるさいですね。寝ね不ぶ足そくなんですから仕方ないでしょう」

「棺かん桶おけみたいに暗くて狭せまい場所にいたんだから、寝ればよかっただろ。つーか、一回寝てただろ！　危あぶなかったんだからな！」

　老教師とのやりとりが蘇よみがえる。よくあれで誤ご魔ま化かせたものだ。

「寝てません。自分一人以外の場所で吸血鬼が寝るはずがないと前も説明したはずです。寝るわけがないじゃないですか。それに、あんなのと棺桶を一いつ緒しよにしないで下さい。棺桶は吸血鬼にとって特別に心安らぐ場所なんです。ただ狭くて暗ければいいというものではありません。寝てなどいませんからね！」

　腫はれぼったい目をしながらも、彼女は絶ぜつ対たいに認みとめようとはしない。

　つまりはどちらも万全な状じよう態たいではないのだ。悪あく態たいをつき合いながら、寄より添そうようにして二人は足を進める。

　ようやく陶とう原はらの家へと辿たどり着ついた時には、周囲は闇やみに染そまっていた。

「どうする？　ちょっと寝ねていくか」

　門の前で立ち止まると、陶原は自分の部へ屋やを見上げる。眠ねむるまいとしていたものの、夜よる音ねの瞼まぶたは開いては閉じ、閉じては開いてを繰くり返かえし、何度もがくりと首を折り曲げていた。

「俺が部屋の外で、誰だれも入らないように見み張はっておくからよ」

　夜音の家がどこなのかは知らないが、このまま帰れるのか心配だった。

「以前にも言ったはずです」

　それでも。夜音の答えは頑かたくなだった。

「吸血鬼は家族以外には寝ね床どこを教えませんし、目の前で眠るのはより信しん頼らいしている相手だけです。同じ吸血鬼でもそうなんですから、人間の前で眠ることなど…………。あり得ませんよ」

「そうか……。いや、そうだったな。すまん」

　冷たく感じられる夜音の声は、普ふ段だん通りだというのにどこか寂さびしく思う。しかしそれが当然なのだとすぐに気を取り直すと、

「それじゃあ、おやすみ」

　告げられた夜音はしかし、早く寝るのだと道中連れん呼こしていたにも拘かかわらず、その場を立ち去ろうとはしなかった。僅わずかに俯うつむいたまま、動こうとしない。

「どうした？　分かってると思うけど、血ならもうしばらくは無理だぞ」

　他に何か用があっただろうかと首を捻ひねる。それでも反はん応のうのない夜音に、寝ているのかと思い、もう一度声をかけようとしたところで、

「──がとう、────した」

　囁ささやきが、耳に届とどいた。

「え、今何て言った？」

「ありがとう、と言ったのです」

　聞き返す陶原に、顔を上げて今度ははっきりと言う。

「今日は助けてもらって、ありがとうございました」

　表情こそ悔くやしげに歪ゆがめているが、その声は澄すみ切きっている。

「貴方あなたが周りにどう思われようが、私には全く関係ありません。知ったことではないですが、そうしてまでして私を助けてくれたのは事実ですから」

「………………えっ……？」

　助けるのが当然だと、夜音もきっとそう考えていると思っていた陶原は、自分が何を言われているのか、言葉が脳のうに到とう達たつするまで時間が必要だった。

　夜音は続けて何かを言いかけるが、黙だまって小さく首を振ふった。軽く地面を蹴けり、少しだけ浮ういて陶原と目線の高さを合わせる。

「それではまた明日の晩に──。おやすみなさい」

「あ、ああ、おやすみ」

　優ゆう雅がに一礼し、軽やかにどこかへ飛んでいく夜よる音ねを、陶とう原はらはその姿すがたが完全に見えなくなるまで見送った。映るのが星だけになっても、まだ夜空を見上げ続ける。

　おそらくは彼女自身意い識しきしていなかっただろう。最後に浮かべた優やさしい暖かな微ほほ笑えみが陶原の脳のう裏りに焼き付き、しばらく消えそうになかった。

　珍めずらしく帰りが遅おそいことを心配した母親が顔を出すまで、疲つかれを忘わすれて立たち尽つくすのだった。
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「ふうん」

　遥はるか上空から、そんな二人を見下ろす影かげがあった。

「面おも白しろそうなことになってるじゃない」

　鳥さえも飛ばぬ高みから、影は呟つぶやく。目のいい陶原でも点としてすら捕とららえることのできない距きよ離りからの観察は、人間よりも鋭えい敏びんな感覚を持つ夜音にすら気づかせなかった。

「さあて……。どうしようかしら」

　金色の髪かみを揺ゆらすと、影は二人が歩いたルートを逆ぎやくに辿たどり始はじめた。










　　　　　　　　　　四章




「お嬢様、まだお休みになられていた方がよろしいのでは？」

　いつものように日ひ暮ぐれと共に起き出してきた夜よる音ねの顔色を見て、小さ夜よは心配そうに口にした。

　昨夜、彼女の主人である夜音は初めての夜帰りをしたのだ。疲ひ労ろうこそ取れたようだが、一夜明けても目は赤く充じゆう血けつしたままだった。

「お体の具合が万全ではなさそうですが」

「いいえ……。何も問題ありません。貴方あなたこそ無理に起きてなくてもいいんですよ」

「ですが──、いえ、承しよう知ち致いたしました」

　なおも言い足りなそうな小夜だったが、一ひと睨にらみされ大人しく引き下がる。小夜自身、日が昇のぼっても帰ってこない夜音を捜さがして日中外を歩き回っており、疲労は隠かくせずにいたが職しよく務むを優ゆう先せんした。

「それもこれもお嬢様を危き険けんな目に遭あわせてしまった私の責せき任にんです。申もうし訳わけありませんでした」

「その話は昨夜終わったはずですよ。もういいですから」

「いえ。使用人失格です」

　深々と腰こしを折る生き真ま面じ目めな小夜に、夜音は鷹おう揚ように頷うなずく。いくら使用人とはいえ、ずっと付つき従したがわれるのを拒きよ絶ぜつしたのは自分の方なのだ。

「目が赤いのは考え事をして眠ねむれなかったせいですから。気にしないで下さい」

「考え事、ですか？」

「ええ……」

　掃そう除じ用具入れの中で徹てつ夜やならぬ徹てつ日ひをしたせいで、陶とう原はらと別れて家に戻ってからすぐに眠りに就ついた夜音は、昼過ぎには目を覚ました。普ふ段だんは一日の大半を寝ねて過ごし、また寝起きも悪いのだが、今日は二度寝をする気分にならなかった。夕方になるまでずっと、同じことを考え続けていた。

「どうして……、あの人間は……」

　呟つぶやきが漏もれる。

　暗い棺かん桶おけにこもりながら、夜音の頭を占しめていたのは陶原のことについてだ。




　掃除用具入れの中で聞いた、陶原の努力が思い起こされる。そして、頭がおかしくなったと思われようとも、身を挺ていして日光から守ってくれた。こちらは弱みを握にぎろうとしてそうなったと、知っているはずなのに。

　人間という種は食物連れん鎖さにおいて吸きゆう血けつ鬼きの下に存そん在ざいする、血の供きよう給きゆう源げんでしかない。奉ほう仕しして当然だと考えている夜よる音ねだが、決してそれだけだと思っているわけではない。

　人間は吸きゆう血けつ鬼きにとって、天てん敵てきだということも理り解かいしていた。

　自らを地上の支配者だと自じ負ふしている人間は、時として吸血鬼と争いを繰くり広ひろげてきた。比ひ較かくにもならない優すぐれた能のう力りよくを誇ほこる吸血鬼だが、弱点もまた多い。日中に襲おそわれ、数多くの同族達が人間によって滅ほろぼされてきた歴史がある。

　人間側には、血を吸すわれる利点など一つもないのだ。

（──それなのに、どうして、そうまでして私を助けてくれたのでしょう……）

　掃そう除じ用具入れから出たら直ちよく接せつ訊きこうと決めていた。決めてはいたのだが、しかしその疑問を口に出すことができなかった。これまでの自分だったら簡かん単たんに言えただろうに、昨夜は言葉にしてしまうのが怖こわかった。

　そして、そんなことを考えている自分が理解できず、より困こん惑わくは深まるのだった。

　棺かん桶おけの中で、ずっと同じことを考え続けていた。時間を合計すれば、丸一日近く考えていたことになる。

　それなのに、一いつ向こうに答えは出なかった。

（全ては寝ね不ぶ足そくのせいだと思っていたんですが……）

　一晩経たっても。どれだけ考えても答えは出なかった。はっきりと目は冴さえているのに、頭の中はぐるぐると堂どう々どう巡めぐりをするばかりだった。




「──嬢様、お嬢様？」

　目の前で振ふられる小さ夜よの指に気づき、夜音はびくりと体を震ふるわせた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、お嬢様」

「え、ええ。何でもありません」

　いつのまにか、またも考えに没ぼつ頭とうしてしまっていた。まとまらない思考に頭を振る。

「人間がどうとか仰おつしやっていましたが、何かありましたか？」

「──！　わ、私がそんなこと言ってましたか！」

「はい。人間について何かお悩なやみですか？」

「べ、別に、あんな男について、私は悩んでなどいませんよ、いませんとも！」

「男？　人間の男についてお悩みなのですね」

「いいえ！　違ちがうと言ってるでしょう！　この私が人間の男について悩むなど、あるわけないじゃないですか！　ええ、ありませんよ」

　火ほ照てりを冷ますように、気がつけば赤くなっていた両りよう頰ほおに手を当てる。落ち着け、小夜には陶とう原はらのことを伝えてないのだ。口を滑すべらせさえしなければ、ばれることはない。いや、考えていただけで、悩んでなどいないのだけれど。

「承しよう知ち致いたしました。ですが、私にお役に立てることがあれば何なりとお申し付け下さい」

　引き下がった小さ夜よだったが、その目が剣けん吞のんに輝かがやいた。

「お嬢様を悩なやませる人間がいるのでしたら、私が全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて消しよう滅めつさせます」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですから落ち着きなさい！」

　口調こそ普ふ段だん通りだが、髪かみの毛が逆さか立だつほど気き迫はくが込められている。どうにか落ち着かせ、夜よる音ねはほうと息をついた。

「もしそんな人間がいたとしても、私が直ちよく接せつ処しよ理りします。当然でしょう」

「──出過ぎた真ま似ねでした。申もうし訳わけありません」

　今度こそ本当に納なつ得とくした小夜を見み届とどけ、時計に目をやる。陶とう原はらとの待ち合わせにはまだ時間があったが、このまま話をしていると蒸むし返かえされないとも限かぎらない。

「それじゃあ、私は出かけることにしますね」

「承しよう知ち致いたしました。お食事の用意はいかが致しましょう？」

「そうですね──。いいえ。今日もいりません」

　しばらく陶原の血は吸えそうにないが、昨夜大量に摂せつ取しゆしたからだろうか、体調は悪くない。むしろ力が漲みなぎって熱いくらいだった。他の食べ物を口にして、この熱を奪うばわれたくなかった。

「かしこまりました」

　一礼し、夜音のために窓まどを開けようと進む彼女を、

「あ、ちょっと待ちなさい」

　ふと思い出したことがあり、呼よび止とめる。

「プリンを用意しておいて下さい。人間が食べるような、安物でいいですから」

　今度こそ無む視しできないほどに凄すごい、念動力でプリンを動かす技わざを磨みがいてやる。

　そう誓ちかった夜音は、当分は血を飲めず命令を聞く必要もないのに、陶原の部へ屋やに行かなくていいとはちらりとも考えていなかった。
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　早めに出かけた夜音だったが、肝かん心じんの陶原の姿すがたは部屋ではなく、路上にあった。

（やっぱり止めときゃよかったな……）

　血を吸すわれ過すぎたため、朝から貧ひん血けつ気味だった陶原は、体調を考こう慮りよして朝のジョギングを十年ぶりに断だん念ねんした。夜の分もどうするか迷まよいに迷ったあげく、欠かさず続けていた習しゆう慣かんを崩くずすのが怖こわくて、結局は軽く走ることに決めた。その途と中ちゆうで清水しみずに捕つかまったのだ。

「こんなところで会うなんて、これは修しゆ行ぎようしろっていう神様のお導みちびきだね！」

「通学路だからたまに会うじゃねえか。そしてお前んとこは寺だろ。せめて仏様って言えよ」

　走ったのは失敗だったかとうんざりとした態たい度どがにじみ出るが、清水に気にした様子はない。

「わざわざ訂てい正せいするなんて、信しん仰こう心しんに目覚めてきた証あかしかな？」

「軽すぎるだろその信しん仰こう心しん。つーか、ジョギングの途と中ちゆうなんだから放してくれよ」

「走るんだったらウチの寺の石いし段だん登ればいいじゃない。ウサギ跳とびとかでさ」

「だから修しゆ行ぎようじゃねえって言ってるだろ」

　目もく標ひようは健康であることなので、度を超してまで体を鍛きたえるつもりはない。摑つかまれていた腕うでを強引に振ふり払はらうと、ちぇ、っと清水しみずは口を尖とがらせた。

「そんなに意地張はらないで、ちゃちゃっと跡あと継ついでくれればいいのに」

「お前は何事も手軽に言い過ぎなんだよ」

「陶とう原はらが難むずかしく考え過ぎなんだって。ま、今日のところは諦あきらめてあげるよ。また明日ねー」

「おう、じゃーな」

　去っていく清水に軽く手を挙あげて応こたえると、踵きびすを返す。もう家に帰ろうと考えていたのだが、

「──っと、びっくりしたなおい！」

　一歩も踏ふみ出だせないまま、慌あわてて後ろに下がる。振り返ったすぐ後ろ、ぶつかりそうなほど至し近きん距きよ離りに夜よる音ねが立っていたのだ。

「いたんだったら声くらいかけてくれよ──って、どうした？　何かあったのか」

「別に。何もありませんよ」

「何もないってことはないだろ。どう見ても怒おこってるし」

　小さな舌打ちを繰くり返かえす夜音は、何な故ぜだかあからさまに不ふ機き嫌げんだった。睨にらむように視し線せんを投げかけてくるが、頰ほおを膨ふくらませる表情は拗すねているようで迫はく力りよくがない。

「ないと言ってるでしょう。それとも、何か心当たりがあるんですか」

「いや別にないけど」

「だったら怒ってなどいませんよ。ええ。怒る理由がないじゃないですか！」

「おい、待てよ！　やっぱり怒ってるじゃねーか」

　陶原の家の方角へと歩き出した夜音を追いかける。

（何に怒ってるんだこいつは？）

　陶原に心当たりは全くなかった。そもそもたった今会ったばかりなのだ。昨夜別れた時は何かに腹を立てている様子はなかったのだが、帰ってから何かあったんだろうか。外がい泊はくしたのをとがめられたのかと考えていると、口から漏もれていたのが聞こえたのか、夜音は急にぴたりと足を止めた。

「──さっきの女……」

「えっ？」

「随ずい分ぶんと仲がよさそうでしたが、さっきの女は何なんですか」

　背せ中なかを向けたまま、唸うなるような声で訊きいてくる。

「清水のことか？　だったら前にも説明しただろ。ほら、俺に跡を継げって勧かん誘ゆうしてる、寺の娘だよ」

「そんなことは知ってます。そうではなくて……」

「そうじゃなくて？」

「その……、いえ、何でもありません」

「何だよそれ。はっきり言えよ」

　思わず肩かたに手を伸のばそうとすると、

「ごちゃごちゃとうるさいですね！　何でもないって言ってるでしょう！」

　触ふれるより早く、ぱしりと手を打うち払はらい、夜よる音ねは自分から振ふり向むいた。

「わ、私も何でこんなに苛いら々いらしてるのか分からないんです！　少し黙だまっていなさい」

「理り不ふ尽じん過すぎねえか、それ……」

　抗こう議ぎしようとするが、牙きばを剝むき出だしに威い嚇かくされ、白しろ旗はたを掲あげる。

「全く……、意味が分かりません……何な故ぜこの私が……」

　ぶつぶつと小声で何か呟つぶやき出だした夜音は、足を止めて完全に自分の世界に入ってしまっていた。先に帰ってしまおうかとも思うが、どうにも気が引ける。

　途と方ほうに暮くれていると、塀へいの上に一匹の猫ねこがいるのに気づいた。子猫ではないが、小さめの黒猫だ。人に慣なれているのか、手を伸ばしても逃にげようとしない。

「可愛かわいいなあお前は。無意味に怒ったり暴あばれたりしないもんなあ」

　交じりっ気のない真っ黒な毛け並なみを撫なでていると、

「それのどこが可愛いと言うんですか。蝙こう蝠もりの方がよっぽど可愛いでしょう」

　夜音が口を挟はさんだ。まだ機き嫌げんは直っていないのか、下した唇くちびるを嚙かんだままだ。

「どう考えても蝙蝠は可愛くねえだろ。そりゃ可愛いって思う変わったやつもいるだろうけどよ、やっぱ猫と比べたら圧あつ倒とう的てきに猫の勝ちに決まってるじゃねえか。自由気ままでいながら甘えん坊な一面も兼かね備そなえ、冬場はゆたんぽ代わりにもなるんだぞ。動物の中で一番可愛い生き物だから、本当は比べるまでもないんだけどな」

「蝙蝠をしっかり観察したことがないからそんなことを言うんです。よく見てみれば小さな牙がいっぱい並ならんだ可愛い顔をしてるんですよ。よくどっちつかずな例えに使われますが、鳥か獣けものか曖あい昧まいなのではなく、両方の特性を備えたハイブリッドな生物と呼よんで欲しいですね」

「確たしかにしっかり見たことはないけどよ、その説明じゃ蝙蝠を可愛いとは思えんぞ」

　夜に飛び、びっちりと密みつ集しゆうして逆さかさまに留とまるというのも悪いイメージの一いち因いんかもしれない。同意しかねていると、夜音は不満そうに鼻を鳴らした。

「同じ使つかい魔まなら猫より蝙蝠の方が便利で可愛いのが、何で分からないんですか」

「使い魔？　この猫が蝙蝠より可愛いって話をしてるんだぞ。何で使い魔なんて言葉が出てくるんだ？」

「何を言ってるんですか。その猫は──」

　そこまで聞いたところで、陶とう原はらはジャージの袖そでを思いっきり引ひっ張ぱられ、強引に夜音の側へと移い動どうさせられた。驚おどろく暇ひまもなく、脇わきを黒い影かげが横切るのが目に入る。影は先ほどまで陶とう原はらが立っていた場所を通過すると、地面へと激はげしく衝しよう突とつした。

「な、何なんだよこれは……！」

「その猫ねこは吸きゆう血けつ鬼きの使つかい魔まです。気づいていなかったんですか」

　アスファルトを破は壊かいしたのは愛めでていた黒猫だった。塀へいの上から飛び立ったそいつは、一直線に陶原へと飛びかかってきたのだ。首まで地面に突つき刺ささった黒猫に、血の気が引く。夜音が引き寄せてくれなければ、今いま頃ごろ自分の体に突き刺さっていたのだ。

「生きた猫を使い魔に仕立てたのではなく、一から生み出したタイプのようですね。それにしてはつまらない造ぞう形けいです」

「そんな気楽に言ってる場合かよ！」

　危き機きはまだ去っていないのだ。黒猫は地面から顔を引ひき抜ぬくと、軽く身み震ぶるいし、毛の間に挟はさまっていたアスファルトの破は片へんを落とした。

「ニャーン」

「ああもう可愛かわいいなあおい！」

　破壊力を知ってから向かい合っても、その愛らしさに陰かげりはない。駆かけ寄よって破片を落とす手伝いをしてやりたくなるのをぐっと堪こらえる。

「危き険けん過すぎるぞこいつは！」
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「気楽なのはどちらですかね」

「可愛かわいいんだから仕方ないだろ！　って、それよりどうする？　逃にげるか」

　呆あきれた調子の夜よる音ねに言い返しながらも反省する。どんなに可愛くても、凶きよう暴ぼうでは手に負おえない。逃げるしかないかと左右を見み渡わたす陶とう原はらだったが、夜音の態たい度どは変わらなかった。

「逃げる？　どうしてそんなことをする必要があるんですか」

「どうしてって、あんなの一発でもくらったら──」

　最後まで言わせず、夜音は陶原を後ろにして庇かばうように立つと、

「えい」

　気の抜ぬけたかけ声で、再ふたたび飛びかかってきた黒くろ猫ねこをぺちりと撃うち落おとした。

「あれ……？」

　黒猫は挫くじけず何度も飛びかかってくるのだが、そのたびに夜音は肘ひじから先だけを動かしたような、雑な動作で弾はじいていく。

「こんな使つかい魔まに負けるはずがないでしょう。私も吸きゆう血けつ鬼きなんですから。まさか忘わすれていたんですか」

「いや、そういうわけじゃないけど……」

　力ずくで迫せまられた、最初の頃ころを思い出す。その怪かい力りきは体たい験けん済ずみだった。

「でもよ、このままじゃきりがないんじゃないか？」

「そうですね。では──」

　陶原の言葉を受け、飽あきずに飛んできた黒猫を、今度は払はらうのではなくアイアンクローの要よう領りようでぎゅっと握にぎる。黒猫も暴あばれて抵てい抗こうするのだが効こう果かはない。

　そのまま力を加えようとした夜音は、

「──貴方あなたは、これを可愛いと思うんでしたね」

　思いとどまると、逃がさないよう捕つかまえたまま、陶原へと顔を向けた。

「あ、ああ。思うけど」

「これは作られただけで、命がないとしてもですか？」

「関係ないだろそれは。可愛いもんは可愛いんだよ」

「そうですか。なら──」

　答えを確かく認にんした彼女は、ふむ、と口をへの字に曲げると、捕まえていた使い魔をぽいっと放り投げた。

「逃げるとしましょう」

　言うが早いが、陶原の手を取ると、猫を投げた反対方向へと走り出す。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　えええ、ええええええええええ」

「急がないと猫に追いつかれます。さあ」

　あげた悲鳴は無む視しされ、陶原は夜音に連れられ夜空へと浮うき上あがる。しっかりと繫つながれた手は柔やわらかく心地よかったが、文字通り地に足が着かないというのはそれ以上に不安だった。彼女の華きや奢しやな細ほそ腕うでだけで命を支ささえられていると思うと、生きた心地がしない。

「お、下ろしてくれ！　無理だってこれは！」

「わがまま言わないで下さい。逃にげると言ったのは貴方あなたでしょう」

「そうは言ったけどよ！　でも──」

　叫さけぶ陶とう原はらを夜よる音ねが聞き流す。そんなやりとりをしながら、二人はどんどん上空へと舞まい上あがっていった。




　追い着くことができず、取り残されて寂さびしげに鳴いた黒くろ猫ねこは、二人と入れ替わりで姿すがたを現した主に気づくと甘えるように足下へすり寄った。

「よしよしいい子。よくやったわね」

　抱だき上あげ頭を撫なでながら、金きん髪ぱつの吸きゆう血けつ鬼きは笑う。

「おかげであの子の弱点が確かく認にんできたわ」

　夜音達の消えた方角を見ながら、その女はより効こう果か的てきな悪わる巧だくみについて考えを巡めぐらしていくのだった。
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　空を飛ぶ。

　それは人類が長年追い求めてきた夢の一つだ。飛行機だけで満足することなく、より小さく、より手軽な個人での飛行を人は追求し続けている。

　吸血鬼に手を引かれ、二人だけで飛ぶという理想に限かぎりなく近い体たい験けんをしている陶原の空の旅は、

「は、放しなさい！　どこを触さわっているんですか！」

　──決して快かい適てきとは言えなかった。

　右手に繫つないだ手一本だけで遥はるか上空まで吊つり上あげられて平静を保てるほど、陶原は人間ができていなかった。しっかりとしがみつこうとして、夜音ともめていた。

「どこって、背せ中なかだろ──って痛いえ！　止めろ、叩たたくなよ！」

「落ちろ。貴方なんて落ちてしまいなさい」

「頼たのむから止めてくれ！　背中じゃなかったら……、そうか！　肩けん胛こう骨こつ！　肩胛骨にただならぬ拘こだわりをもってるんだな──うおっ！　違うのは分かったから、いちいち叩かないでくれ！」

　宙づりになった感覚が恐おそろしく、目を瞑つむったまま手を伸のばし、触ふれたところをとにかく摑つかもうとする陶とう原はらだったが、その場所よりも答えが怒いかりに触ふれてしまっていた。

「どこでも骨ほねの感かん触しよくしかないんだから分かるわけないだろ。だからごぶぁっ！」

　みぞおちに鋭するどく靴くつ先さきが食い込み、必死の弁べん解かいは途と切ぎれる。がくりと力の抜ぬけた陶原の体を、夜よる音ねは片かた手てで摑つかんだまま、冷たく見下ろした。

「落ち着きましたか？」

「──はい……。すいませんでした。だからもう、蹴けるのだけは勘かん弁べんして下さい……」

　やっとのことで声を絞しぼり出だすと、何とか許ゆるしてもらえたようだった。

「無理にしがみつかなくても大だい丈じよう夫ぶなのが分かったでしょう。私を信用して目を開けなさい」

「そうは言ってもだな……」

「ほら、早くしなさい」

「揺ゆらすな！　揺らすなって、分かったよ！」

　互たがいの指を絡からませて繫つないだ手は、確たしかにがっちりと安定している。多少肩かたは痛いたいが、夜音が手を放さない限かぎり大丈夫だろう。覚かく悟ごを決めて目を開く。

「──すげえ…………」

　そこは、視し界かいを遮さえぎるものが何一つない空間だった。

「すげえ、すげえよ！」
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　眼がん下かには生まれ育った街が広がっている。どちらかと言えば田舎いなかに近い街の灯りは乏とぼしく、素す晴ばらしいと讃たたえられることはない夜景だが、そんなことは関係なかった。高所なのを怖こわがっていたことを忘わすれ、それとは違ちがう震ふるえが全身に走る。

「これが──、これが夜よる音ねが普ふ段だん見てる景色なんだな」

「ええ。その通りです」

　いつもなら彼女を包み込むように現れる蝙こう蝠もりも姿すがたを見せず、邪じや魔まする者はいない。気のせいだと分かっていても、月が大きく身近に感じられた。自然と陶とう原はらの顔はほころび、得意そうにすましていた夜音の表情もつられて柔やわらかくなる。

「そうか──」

　感かん慨がい深ぶかげに漏もらすと、街を一望する。上から眺ながめただけでも、自宅を中心としてかなりの範はん囲いに覚えがあった。夜音を捜さがし求もとめて、十年間隅すみ々ずみまで捜し回った街だ。

「──こんなふうに……、眺める日が来るとはな…………」

「何か言いましたか？」

　呟つぶやきは風に飛ばされ、夜音の耳に届とどくことはなかった。陶原が黙だまって首を振ふって応こたえると、彼女も深く追及することなく、同じように街を見下ろす。

　揺ゆらさないよういつもよりもゆったりと飛ぶ夜音は、いつの間にか自分が歌を口ずさんでいることに気づいていなかった。静かなそのメロディをバックに、ゆっくりと時間は流れていった。
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「さっきはありがとうな」

　抱だき締しめるようにして両手で自分の体を擦さすりながら陶原がベンチに座すわると、夜音は隣となりではなく、かといって人が一人間に入るには厳きびしい距きよ離りを開けて腰こしを下ろした。

　五月も半ばとはいえ、日が落ち、しかも上空とあっては空気は冷たい。体が冷え切ったところで陶原が弱音を吐はき、目についた公園へと降おりたのだった。

　団地の近くの小さな公園。外灯の脇わきに置かれたベンチに落ち着く。

「ありがとう、とは？」

「使つかい魔まだっけ？　あの黒くろ猫ねこのことだよ」

「ああ。あれですか」

　何もなかったかのように忘わすれていた夜音だったが、陶原にとっては命の危き機きだったのだ。吸きゆう血けつ鬼きと人間の違ちがいを改めて実感する。

「たいしたことではありません。命令一日分の貸しにしておいてあげます」

「そうか、ありがとよ──って、よく考えたら、あれって吸血鬼が使ってるんだよな」

「そうですが？」

「だったら、さっき襲おそわれたのはお前のせいなんじゃないのか？　俺は吸きゆう血けつ鬼きに恨うらまれる覚えはないぞ」

　夜よる音ねはうっと言葉に詰つまる。じろりと睨にらんでやると、取とり繕つくろうように説明する。

「ほ、ほら、私は恨んでますよ？」

「だったらさっきのは自じ作さく自じ演えんなのか。どうなんだよおい」

「──命令を聞かなくていい日を一日減へらしておきます」

　残念そうに、夜音は肩かたをすくめた。

「違ちがうってことは、他の吸血鬼が使ってるんだろ？　心当たりはあるのか」

「ええ。きっとあの女の仕し業わざですね。今度きっちりケリをつける必要がありそうです」

　夜音以外の吸血鬼。軽く話を聞いた程てい度どで誰だれ一人として出会ったことはないが、黒くろ猫ねこへの対たい応おうからして危き険けん性せいは大きくなさそうだ。夜音が後れを取ることはないだろうと判はん断だんして、深くは立ち入らないことにする。

「それより、これで猫なんて初心者向けのカスだとよく分かったでしょう」

「分かるわけねえよ。使つかい魔まとしての能のう力りよくも俺にとっては十分過ぎるし、何よりすげー可愛かわいかったし」

「貴方あなたも強情ですね。そうだ、蝙こう蝠もりを実じつ際さいに見てみればその可愛さが分かるんじゃないですか」

「いやいい、止めてくれ！」

　せっかくいい気分なのに、グロい生き物なんか見たくない。必死になって拒きよ絶ぜつすると、夜音は嘆なげかわしいとばかりに頭を振ふった。

「どうしてあの可愛さが分からないんですか……」

　納なつ得とくはしていないが、呼よび出だすのは諦あきらめてくれたらしい。ほっと安あん堵どした陶とう原はらは、力を抜ぬいてベンチに背せ中なかを預あずける。だらしなく両手を投げ出し、空を見上げた。隣となりの夜音も、両手をきちんと揃そろえた膝ひざに乗せ、同じく上を見る。

　さっきまであそこにいたというのが信じられない。けれど、未だに残る体の冷えがそれを証しよう明めいしていた。

「──俺を夜空に連れて行って、よかったのか」

　しばらくして。

　やっと夜音に聞こえる大きさの声で、陶原は切り出した。

「よかった、とはどういう意味ですか？」

「そのままの意味だよ」

　視し線せんを感じながらも、夜空を見上げたまま続ける。

「空は、吸血鬼にとって大切な場所なんだろ」

　僅わずかに声が震ふるえているのを自覚する。体に熱は戻もどっていないが、そのせいではない。

　初めて出会った時、吸きゆう血けつ鬼きだけの場所なのだとはっきり聞かされた。幼おさない頃ころ、夜よる音ねの舞まう姿すがたに神しん聖せいさすら覚えたのを忘わすれたことはない。

　再さい会かいしてからも、彼女は夜空ではいつも楽しそうに、幸せそうに笑っていた。他の吸血鬼を知っているわけではないが、夜音はきっと特別夜空が好きなのだろうと、見ているだけで伝わってきた。

　血を飲ませる代わりに自分を空に連れて行けと命令することは、どうしても口にできなかった。

　そこに、人間が立ち入ってよかったのだろうか。

　意を決して隣となりへ視し線せんを向ける。正面から夜音と顔を見合わせると、覚かく悟ごしていたのとは違ちがい、彼女は不ふ機き嫌げんにはなっていなかった。

「え、えっと、それはですね、その……」

　それどころか、髪かみを弄いじりながら口ごもる様は、まるで照れているようにすら見える。

「特別、そう特別です」

　どこか浮うわついた声で、答えが返ってくる。

「あ！　特別というのは特別に許ゆるしてやるという意味で、貴方あなたがその、特別という意味ではないですからね！　変な勘かん違ちがいはしないで下さい！」

　陶とう原はらは黙だまって聞いているのだが、夜音は身を乗り出すと、顔を近づけ、急せかされるように説明を重ねた。

「逃にげるにはああするしかなかったからそうしただけで、空というのは貴方の言う通り、吸血鬼の場所なんですから。仕方なく許しただけですよ！」

「わ、分かった、分かったよ」

　圧あつ倒とうされつつ何度も頷うなずき返かえすと、夜音もやっと状じよう況きように気づいたようだ。こほんと咳せき払ばらいを一つすると、ぎりぎりまで離はなれ、ベンチの端はしっこに座すわり直なおす。

　彼女は真まっ直すぐ前に向き直ると、口の中だけで言葉を続けた。

「そう、そうですよ。空は特別なんですから。どうして気にしてなかったんですか、私は──」

　もごもごとした声は陶原の耳には届とどかない。何を言っているのか分からなかったが、そんなのはもうどうでもよかった。

　姿し勢せい良く座り、何事かを呟つぶやき続ける夜音の横顔を、陶原はただ見つめ、そっと目を細めた。

「──なあ。ここ、覚えてるか？」

「──そりゃまあ人間にしてはましな方かもしれませんが、あくまで血だけですからね。吸血鬼と同じ特別扱あつかいなど…………。何か、言いました？」

　びくっと過か剰じように反はん応のうし、よく聞いていなかったのか問い返す彼女に、繰くり返かえす。

「この場所を覚えてるかって訊きいたんだよ」

「ここ、ですか……？」

　まだ頰ほおが赤いままの夜よる音ねは左右に目を向けた。軽く顔を振ふるだけで全体を見み渡わたせる、どこにでもありそうな小さな公園だ。黙だまって窺うかがっていると、寄せられていた彼女の眉まゆが、ぴんっ、と上がった。

「もしかして──」

「そう。一ヶ月前、初めてお前が俺の血を吸すった場所だ」

　夜音は頷うなずきながら、あの時と同じく人ひと気けのない公園をもう一度見み渡わたす。ここに下りたのは意図的にではなく、偶ぐう然ぜんだったらしい。

「あれから、もうそんなに時間が経たつんですね……」

「もう、って程ほどでもないだろ。たかだか一ヶ月だぞ」

　そう言いつつも、陶とう原はらにとってこの一ヶ月ほどあっという間に過ぎ去った時間はなかった。思い返してみると、健康のために努力を重ねてきた十年間は、苦く痛つうを感じるほどに時間の流れが鈍にぶかった。一ヶ月と十年ではそもそもの長さが違ちがうが、夜音と再さい会かいしてからの日々はその比以上に短く、それでいながら濃こく感じられた。

「あの日も、貴方あなたはそうやってベンチに座すわっていましたね」

「お前はそこの、外灯の脇わきにいきなり現れたんだよな」

　返した言葉を受け、夜音は立ち上がると、一歩一歩踏ふみしめるようにして足を踏み出す。光の真下まで進むと、くるりとその場で回った。

「こうやってですか」

「ああ。そんな感じだったな」

　再さい現げんするように向かい合っていると、無性に楽しくなってくる。先に声にしたのはどちらだったか。こみ上げてくる可お笑かしさに耐たえきれず、二人は声を揃そろえて笑った。
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　波が収おさまるまでにはしばらく時間が必要で、ようやく笑い声を止めた陶原は、痛いたんだ腹ふつ筋きんをさすりながら、目め尻じりに浮うかぶ涙なみだを拭ぬぐった。

（まさかこんな日が来るとは、思ってもみなかったな）

　穏おだやかな気分で夜空を見上げる。いつの間にか、冷え切っていたはずの体が温まっていた。

「つーか、もうこんな時間かよ」

　時計に目を向けると、就しゆう寝しん時刻の九時をとうに過ぎている。初めての空に浮うかれ過すぎてしまっていたらしい。

「早く帰らねえと。ほら、行こうぜ」

　名残なごり惜おしいがこれ以上生活リズムを崩くずすわけにはいかない。血が足りないのに、普ふ段だんの体調でも家までは走って三十分近くかかるのだ。立ち上がり、出入り口へと向かいかけるが、夜音は突つっ立たったまま、自分の足下を見つめていた。

「どうした？　俺はもう寝ねないといけないの、知ってるだろ」

　血が不ま味ずくなると匂におわせると、夜よる音ねは顔を上げ、

「──って、あげま──」

　しかしそっぽを向いて、言った。

「空を飛べば、すぐに帰り着けます。貴方あなたがどうしてもと頼たのむのなら、送っていってあげないわけでもありませんよ」

　背そむけるように、限げん界かいまで首を曲げているため横顔しか見えない。陶とう原はらが顔を覗のぞき込こもうとすると、傷いためないか心配しそうな勢いきおいでさらに首を後ろに向ける。

「寒かったからもう嫌いや気けが差したとか、そんな生意気なことを言うようでしたら、土ど下げ座ざしても連れて行ってやりませんけどね」

「い、いいのか？」

「仕方がないでしょう」

　思わぬ提てい案あんに問い返すと、本当は嫌いやなのですが、と彼女は続ける。

「貴方が健康でなくなっては私が困こまります。その、あくまで特別ですからね！」

　怒おこったように言う夜音の表情は、横を向いているため長い髪かみに隠かくされ見えない。ただ、流れるような黒髪の隙すき間まから覗いた耳が赤い色をしているのを隠せてはいなかった。

「あ、ああ。それじゃあ頼たのむ」

　押おされるようにして近づくと、夜音は万ばん歳ざいをするように両手を挙あげた。

「──何をしてるんだ？」

「片かた手てで吊つり下さげられるのを不安がっていたのは貴方の方でしょう。かといってまた変なところを触さわられるのはごめんですからね」

　やはり目を合わせないまま、顎あごで自分の体を示す。

「お腹なかになら、ぶら下がるのを許きよ可かしてあげます。しっかりと摑つかまりなさい」

　上うわ擦ずった声には冗じよう談だんの響ひびきはない。そもそも夜音が冗談を言うのを聞いたことがなかった。待ちの姿し勢せいに入った夜音は身じろぎ一つしなかったが、陶原も同様に動くことができない。

（捕まれって言われてもよ……）

　夜音の細い胴どう回まわりに目をやり、ごくりと息を吞のむ。

　──結局、陶原が捕まるまでには長い時間を必要とした。捕まったら捕まったで、夜音の飛行はとても軽やかとは呼よべず、家に帰り着いた頃ころには、普ふ通つうに歩くよりも遅おそくなってしまうのだった。










　　　　　　　　　　五章




　その日は朝から、分厚い雲に覆おおわれたあいにくの天気で始まった。

　太陽が隠かくれてはいるものの、段だん々だん明るくなっていく空を、陶とう原はらは一日の始まりから疲つかれの溜たまった顔で眺ながめていた。

　ただでさえ家に帰り着くのが遅かったうえ、なかなか寝ね付つけなかったため、ほとんど一いつ睡すいもできなかったのだ。起き床しよう時刻である五時を迎えた頃ころには寝るのを諦あきらめたが、日課のジョギングをする体力はなかった。

「仕方ないとはいえ……。はぁ」

　無理をして体調を崩くずしてしまっては元も子もないのだが、二日続けて走らないなど今までに例のないことだった。健康とは関係ない部分で、どこか悔くやしい。睡すい眠みん不足と血を吸すわれ過すぎたのが合わさってふらつく頭を叩たたくと、せめてもと机に向かって授業の復ふく習しゆうを始める。

　今日もまだ朝の教室掃そう除じをする必要はないだろう。珍めずらしく横着を決め込み、普ふ段だんより一時間遅おそく家を出た。

　学校へと向かう道すがら、いつもとは違ちがい登校途と中ちゆうの生徒達で溢あふれる通学路を物珍しく眺ながめていると、気分が少し上向いてくる。

（たまには、こういうのも悪くないかもな）

　新しん鮮せんな気分を味わう陶原は、これから自分を待ち受ける運命に気づいてはいなかった。

　唐とう突とつに、モテ期が到とう来らいしたのだ。




　階かい段だんを昇のぼり降おりする体力を温おん存ぞんするため先に花か壇だんへ水やりを済すませた陶原は、校舎へ向かう途中、一人の少女に呼よび止とめられた。

「あの──。少し、お時間よろしいですか？」

　街頭アンケートか宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうのような声をかけてきたのは見覚えのない生徒だった。大和やまと撫子なでしこという言葉が似に合あいそうな楚そ々そとしたその少女は、自分から声をかけてきたというのに、陶原と目が合うと、さっと顔を伏ふせる。

「ええと……。何の用──ですかね？」

　用があるならさっさとして欲しいものだが。上級生のようなので気を遣つかって促うながすと、もじもじとしていた少女は意を決して、

「あ、あの！　これ、読んで下さい！　さようなら！」

「え、ちょっと、あの！」

　ぐっと何かを押おしつけると、呼び止めるのも聞かずに去っていった。

「……いったい何だったんだ？」

　意図が分からない。手がかりは手元に残された紙きれだけだった。

　受け取ったそれに目を通すと、彼女の学年、クラスと名前らしき記き述じゆつ。そして、

『好きです』

　のただ一言だけが丁てい寧ねいな字で書かれていた。

　内容を理り解かいした陶とう原はらはしかし、冷静に呟つぶやく。

「……罰ばつゲーム、だな」

　形式としてはラブレターとなるのだろうが、材質は定じよう規ぎをあてて切せつ断だんされたノートの切きれっ端ぱしだ。封ふう筒とうにも入っておらず、八つ折りにしただけの状じよう態たいだった。

　雑にも程ほどがある。

（修しゆ行ぎよう僧そうなんて噂うわさされてるせいだろうな）

　この手の嫌いやがらせを受けたのは初めてだが、恰かつ好こうの的だろうというのは理り解かいできる。清水しみずへ厳げん重じゆうに抗こう議ぎしてやろうと決めると、一いつ瞬しゆんたりともそれが本物だと疑うことすらせず、ポケットにしまい靴くつ箱ばこへと向かう。

　清水への呪じゆ詛そを唱となえながら靴箱を開いた陶原は、今度こそ絶ぜつ句くした。

　靴箱の中に、みっちりと封筒が詰つめ込こまれていたのだ。

　自分の目を疑う。限げん界かいを競うように縦たて横よこに整然と積まれ、髪の毛一本入る隙すき間まもない。邪じや魔まになったのだろう、もともと入っていた上うわ履ばきは靴箱の上に置かれていた。

「…………なんだ……これ………………」

　いったん蓋ふたを閉じ、名前を確かく認にんする。陶原健けん悟ご。間ま違ちがいなく自分の靴箱だ。

　深しん呼こ吸きゆうしてもう一度開くが、そこにはやはり茶ちや封ぶう筒とうの群むれ。

「ふんっ！　くそっ、抜ぬけねえ！」

　詰め放ほう題だい商品のプロを自じ任にんする主婦も白しろ旗はたを揚あげる密みつ集しゆう度合いに苦労しながら一通抜き出す。無機質な封筒の宛あて名なには、しっかりと自分の名前が書かれていた。

「何の嫌がらせなんだよ……。いじめか？」

　あくまで事務的なやりとりに使いそうな茶封筒は、封ふうにハートマークのシールが使われていた。書かれている文字も、妙みように丸っこい。もう一通抜いて確認すると、同じ封筒に同じシール。ただし字の癖くせだけは別人のようだった。

「………………」

　その二通だけ鞄かばんに入れると、他は見なかったことにして、靴箱の蓋を閉める。

　数えるのも嫌になるが、封筒の数は十や二十ではきかない。ラブレターに偽ぎ装そうしているつもりなのかもしれないが、全てが同じ茶封筒というのは手抜き過ぎだろう。誰だれがやったのかは知らないが、何人も集まって書いたのだろうと判はん断だんした。

　──筆ひつ跡せきを変え全てを同じ人物が書いて、しかも本物のラブレターだというのは怖こわすぎるので、その可か能のう性せいは考えないようにする。

　ここまでされる心当たりはない。血が足りず、ただでさえ痛いたむ額ひたいに手を当てると、陶とう原はらは重い足を引きずるようにして教室へと向かった。





[image: くぎり]






　教室へと足を踏ふみ入いれると、ほとんどの生徒が登校済ずみのようだった。馴な染じんだクラスメイトの顔を見て、ほっと安あん堵どの息をついた陶原だったが、

「……？」

　幾いく人にんかの反はん応のうに、首を捻ひねる。

　全員ではなく一部ではあるが、目が合った途と端たんに沸ふつ騰とうしたように顔を赤くし、机に伏ふせる女子が数名いたのだ。かと思えば、気持ち悪そうに嘔え吐ずく男子もいる。これにもやはり心当たりはない。

　ラブレターもどきの件けんといい、確かく実じつに何かがおかしい。せっかく薄うすまった不安が増ぞう幅ふくされる。

　とにかく誰だれかに事じ情じようを聞いてみるのが一番だ。足を踏ふみ出だそうとした陶原は、背はい後ごであがった小さな悲鳴に動きを止めた。振ふり返かえった先にいたのは、これまた顔を赤くした清水しみずだった。

「ちょうどよかった。聞きたいことがある」

「な、なに？」

　彼女は立ち止まったまま上半身だけを反そらし、距きよ離りを置いた。あからさまな態たい度どに少しばかり傷きずつきながらも、気を取り直して単刀直入に尋たずねる。

「昨日、何かあったのか？」

「昨日！　昨日がどうかしたの！」

　裏うら返がえった声が耳を打つ。

「だからさ、昨日、俺に関して何か変わったことはなかったかって聞いてんだ」

　反応がおかしいクラスメイトは複数いた。最近の、大人数で集まる機会といえば。

「一昨日のカラオケでもいいけど、その時何かなかったか？」

「カラオケ──？　あ、ああ。あれね。特に変わったことはなかったけど」

「そうなのか？　俺の悪口とか、言ったりしてなかったか？」

　奇き行こうとしか思えない自分の行動を思えば、何を言われていてもおかしくない。それで恨うらむといったら大げさだろうが、掃そう除じが嫌いやだった者もいただろう。そんな心配がよぎるが、

「みんな楽しんでたし、陶原の話題なんか全然出なかったよ」

　けろりと清水は言う。

　しかし、何か異い常じようが起きているのは確たしかなのだ。

「じゃあ、他に変わったことはなかったのか？」

　落ち着きを取とり戻もどしていた清水だったが、その問いかけに再ふたたび顔を首まで赤く染そめた。

「ない。なかったけど……。ちょっとだけ…………、夢を見たかな」

　胸むねの前でせわしなく指を絡からませ、縮ちぢこまる。下を向き、もぞもぞしながら、

「それでその……、陶とう原はらは昨日、夢とか見たりしなかった？」

　垂たれた前まえ髪がみで表情が隠かくれる。その向こうから届とどく甘えるような声に、

「いや全然」

　即そく答とうする。夢を見るどころか、ほとんど眠ねむれていないのだ。

「何も知らないんならいいや。じゃあな、ありがと」

「あ、ちょっと！」

　これ以上聞いても有ゆう益えきな答えは返ってこないだろうと判はん断だんし、抗こう議ぎしようとしていたのも忘わすれて、身を翻ひるがえす。話を長引かせてまた修しゆ行ぎようだの言われるのが面めん倒どうだった陶原は、背はい後ごで清水しみずが唇くちびるを尖とがらせ拗すねているのに気づいていなかった。
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　一方その頃ころ夜よる音ねはというと。

「……うーん…………まだまだ飲めますよ………………」

　棺かん桶おけの中で幸せな夢を見ていた。
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　思い当たる節ふしを探さがしていた陶原だったが、時間が経たつにつれ、その悩なやみは消えていった。

　何人かの対たい応おうはその後もぎこちなかったが、悪意は感じられず、次し第だいに普ふ段だん通りに戻もどっていったからだ。実害があるならともかく、そうではないので忘わすれることにした。

　思い悩むのは、健康によくない。

　それ以前の問題として、睡すい眠みん不足だったというのもある。生まれて初めて授業中に居い眠ねむりをしてしまったのだ。

　ほとんどの授業で眠ってしまったのだが、ここでも日ひ頃ごろの授業態たい度どのよさが功こうを奏そうし、注意どころか心配される始末だった。勉強ならば後で復習すればいいし、睡眠不足が解かい消しようされ、むしろ上じよう機き嫌げんになりかけていた。

　しかし、それは甘いとしか言えない。

　トラブルは、またも昼食時に起こったのだった。




「陶原先輩！　ちょっと待って下さい！」

　昼休みを迎え、いつものように広ひろ野のと花か壇だんの前に移い動どうしようと廊ろう下かに出た陶原は、聞き覚えのない声に呼よび止とめられた。嫌いやな予感がしながら振ふり向むくと、

「このお弁当、ぜひ食べて下さい！」

　目の前に弁当を突つきつけられる。目を輝かがやかせる少女は、やはり見覚えがない。

「……何これ？　どっきり？」

「何を言ってるんですか？　はい、どうぞ！」

「いや、どうぞじゃなくてさ……」

　少女は当然のように弁当を差し出しているが、普ふ段だんからこうして弁当の差し入れを受けているという事実は、もちろんない。いきなりこんなことをされても困こん惑わくするばかりだ。

「いらないから。それ以前にさ、知り合いじゃないだろ」

「先輩はわたしのことを知らなくても、わたしは先輩のことを知ってますよ！」

「──つまり、知り合いじゃないよな？」

「いいじゃないですか！　ほら、今日この瞬しゆん間かんから知り合いですよ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎってみせる。疲つかれるテンションの子だった。

「というわけで、食べて下さい！」

「残念だけど、ちゃんと弁当持ってるから」

「それはわたしが食べますから、交こう換かんしましょう！」

「こら、放せ！」

　対たい抗こうするように自分の弁当を示すと、危あやうく奪うばわれそうになった。

　陶とう原はらとしては人通りの多い廊ろう下かでこんなやりとりをしているのが恥はずかしくてしょうがないのだが、少女は気にした様子もなく、さらに続ける。

「何で駄だ目めなんですか？　愛情たっぷりのお弁当ですよ！」

「あ、愛情？」

「はい。お母さんの愛情がたっぷり詰つまってます」

　愛という言葉に声が裏うら返がえるが、続く『お母さん』という単語で冷静さを取とり戻もどす。

「お母さんってのは？」

「わたしのお母さんです。わたしの好物が満まん載さいなんですよ！」

「……だったら自分で食ってやれよ」

　少女が自分で作ったのでも、少女の母が陶原のために作ったのでもないというのに、食べさせようとする意味が分からなかった。

「そもそも俺は自分の母親の作る料理ですら、もう十年食ってねえんだぞ。それをさしおいて他人の母親の作った弁当を食うなんて、どんだけ親不孝なんだよ」

「──それはお弁当を食べて欲しかったら他人じゃなくなろうという、遠回しなプロポーズなんですね！　おっけーです！」

「どうしてそうなるんだよ！」

　少女はテンションがおかしいだけでなく、会話の通じない子でもあったようだ。せっかく治おさまっていた頭ず痛つうが復活した陶とう原はらは、広ひろ野のに助けを求めようとして異い常じように気づいた。

（あれ……？）

　いつもならからかいの言葉を入れてくるはずの親友は、少し離はなれた場所にぽつりと突つっ立たっていた。楽しそうに眺ながめるでもなく、何かを考え込むように俯うつむいている。何があったか知らないが、役に立ちそうにない。

　他に誰だれか知り合いが通りかからないものか。周りを見み渡わたそうとしたところで、

「ちょっと待ちなさいよ！」

　助けの手は背はい後ご、少女とは反対方向から差さし伸のべられた。

「陶原先輩は私のお弁当を食べるんだからね！」

　──やっぱり助けじゃなかった。お前がちょっと待て。

「何言ってんの！　あたしのに決まってるでしょ！」

「いいえ。私のお弁当です」

「馬鹿なこと言わないでよ！　私のを食べてもらうんだから！」

「一番相応ふさわしいのは私のだと、神が告げています」

　振ふり返かえると、弁当を持った女生徒達がどこからか湧わいてきていた。例外なく熱っぽい目で陶原を見つめてくるが、当然ながら誰にも見覚えはない。

「ほら、ぐぐっといっちゃって下さい！」「さあ、どうぞ先輩。母の手作り弁当です」「いえいえ私のを。購こう買ばい部ぶで買いたてですよ！」「わたしのは朝コンビニで買ってきたやつです。賞しよう味み期き限げんは明日の朝まで保もちます」「このカップラーメン、もうすぐ三分経たちますから」「今朝絞しめたばかりの雌めん鶏どりです。新しん鮮せんそのものですよ」

　最初の少女も加わり、口々に自分の弁当をアピールする一同。そんなことをされても、よしじゃあ食べよう、などと言えるなら最初からこんな苦労はしていないのだ。

「あ、あのさ、そろそろネタばらししてもらえないか？」

　ぐいぐいと近づく少女達から逃にげるように後ずさる。自じ慢まんじゃないが、これまで一度もモテたことなどないのだ。自分のために複数の少女が争うなど、あり得るはずがない。

　今朝の靴くつ箱ばこに詰つまっていた手紙も彼女達の仕し業わざなのだろう。説明を求める陶原だったが。

「何を言ってるんですか？　ほら、食べて下さい！」「あーんですか。あーんして欲しいんですか？　して欲しいんですね！」「今ならお茶も付いてますよ！」「じゃあわたしは紅茶で」「早く食べないと麵めんが伸びちゃいますよ！　ほら、早く！」「生いけ贄にえとなった生命のためにも、しっかりと嚙かみ締しめて下さい」

　誰も聞いてない。

　嫌いやがらせだと確かく信しんしているのだが、一方的に捲まくし立たてる彼女達からは本気で弁当を食べさせようという意志しか感じられない。背せ筋すじに寒さむ気けが走る。

「あのさ、もしかして本気で俺に食べさせようとしてる？」

「「「「「「当たり前じゃないですか！」」」」」」

　こんな時だけ団結したように声を揃そろえて返す。痺しびれを切らしたのか、無理矢理にでも食べさせようという気配すら感じられる。

（このままここにいたんじゃ危き険けんだ）

　化学調味料や保ほ存ぞん料りように対して過か敏びんに反はん応のうする自信がある。ただでさえ体調がよくないのだから、絶ぜつ対たいに食べるわけにはいかない。

　こうなったら取れる手しゆ段だんは一つだけだ。広ひろ野のに目配せすると、

「俺、宗しゆう教きよう上じようの理由で弁当は自分で作ったのしか食えないんだ！　すまん！」

　腹の底から言い放ち、返事を待つことなく回れ右。人波の隙すき間まを見つけ、脱だつ兎とのごとく走り出す。

「ああっ、待って下さいよ！」

　背はい後ごからの声を無む視しし、置き去りにする。

　何度も転びそうになりながら必死に走る背せ中なかは、まさにヘタレそのものだった。
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「いったい何が起こってるんだ……？」

　園芸部の部室に逃にげ込こみ、陶とう原はらは渇かわいた喉のどで唸うなった。

　追いかけてくる女生徒から逃げ切り、やっとのことで辿たどり着ついたのだ。部室と呼よんではいるが、実じつ際さいには園芸用の肥ひ料りようや土、スコップなどが置いてある、校庭の隅すみに置かれたただのプレハブ小屋なので、いくらなんでもここまでは来ないはずだ……と信じたい。

　具体的な待ち合わせ場所を決めていたわけではないが、以い心しん伝でん心しんと言うべきか、広野は先に部室で待っていた。迷めい惑わくをかけるが、今日はここで昼食を取るしかないだろう。

「悪いな、変なことになっちまって」

　無む駄だに時間を食ってしまったので、昼休みは残り少ない。さっさと食べることにしたのだが、

「──なあ、やっぱりお前も何かあったのか？」

　俯うつむきがちで箸はしが進まない様子の広野が気にかかってしまう。

　彼と面と向かって話すのは、今日は初めてだった。いつもは脳のう天てん気きと呼べるくらい陽よう気きなはずなのだが、珍めずらしく顔色が悪く、元気がない。

　もしかしたら、広野も同じような目に遭あっているのかもしれない。そう考えながら促うながすと、やがて彼らしからぬ低いトーンでぽつりと呟つぶやいた。

「僕は女の子が好きなんだ」

「………………。そうか……」

　どう答えろと言うのだ。反はん応のうに困こまるが、それに構かまわず、

「そりゃあね、ただの女の子より制服を着た女の子の方が好きだよ。もっと正直に言えば女の子よりも制服の方を重じゆう視ししているのも事実だよ。認みとめようじゃないか」

　次し第だいに声のトーンと顔を上げながら、広ひろ野のは続ける。

「でもね、制服を着ていれば誰だれでも好きってわけではないんだ。僕は制服が好きだけど、全ての制服を愛していると自信を持って断だん言げんできるけど、それは女の子が着てこそなんだ。男が女物の制服を着たところで何とも思わないし、むしろ吐はき気けがするね」

「──つまり、何が言いたいんだ？」

　今日は誰だれも彼かれもが交代で頭ず痛つうの種を持ってくる日なのか。話を聞き流す陶とう原はらだったが、広野はそんな彼を正面からしっかり見み据すえ、

「健けん悟ごは親友だと思ってるけど、男だろう？　そして僕も男だ。だから気持ちには応こたえられないよ。ごめん」

「さっぱり意味が分からねえよ」

　心当たりもないのに謝あやまられ、陶原はもやもやが溜たまる一方だった。対して言い終えた広野は、晴れ晴れとした表情だ。

「いやー昨日は変な夢を見ちゃってね。一いち応おう宣せん言げんしとこうと思って」

「夢？　夢なんていいから。お前も何か、さっきみたいな嫌いやがらせされてるんじゃないのか？」

　自分と同じく靴くつ箱ばこに謎なぞの手紙が満まん載さいだったり、もしくは広野が黒くろ幕まくなんじゃないかとも疑ったりもしていたのだが、

「嫌がらせ？　そんなのないけど」

　あっさりと彼は答える。

「健悟が言ってるのは、さっきの女の子たちのこと？　あれのどこが嫌がらせだってのさ。モテモテで羨うらやましい限かぎりじゃないか」

　対岸の火事として楽しそうに笑い、何事もなかったように弁当を食べる。

　悩なやみが解決するどころか謎なぞが深まり、陶原の胸むねはさらに重くなっていく。食欲が湧わかず、ただでさえ残り少なかった昼休みを無む駄だにしてしまい、抜ぬき取とった茶ちや封ぶう筒とうの中身も確かく認にんしないままに終わった。
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　陶原の苦労も知らず、高こう層そうマンションの最上階では夜よる音ねが早すぎる起き床しようをしていた。

「どうかなさいましたか、お嬢様。まだお昼過ぎですが」

「昨日は変な時間に寝ねたからですかね。目が覚めてしまいました」

　陶原を家まで送った後、彼女はすぐに隠かくれるように棺かん桶おけに入った。狭せまい棺桶の中でしばらくゴロゴロと転がっていたのだが、いつの間にか眠ねむりに就ついていた。

「夜に寝ねて昼に起きるとは、まるで人間みたいですね」

　徹てつ日ひに引き続いての吸きゆう血けつ鬼きらしからぬ生活サイクルで、昼夜が逆ぎやく転てんした睡すい眠みんが身についてしまっていた。まんざらでもなさそうに言う夜よる音ねは、それが人間でも駄だ目めな部類だと気づいていなかった。

「こんな時間に起こしてしまってごめんなさいね」

「いえ。お嬢様のお好きなように」

　夜音の棺かん桶おけの開く音に何事かと起き出してきた小さ夜よは、侵しん入にゆう者しやの類たぐいでないと分かり、落ち着きを取とり戻もどしたようだった。

「貴方あなたはまだ寝ていても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「お気になさらず。ご用があれば何なりとお申し付け下さい」

「そうですね。じゃあ──」

　かなりの早起きのはずだが、小夜に疲つかれた様子は感じられない。余よ計けいな気き遣づかいをしても、彼女は喜ばないだろう。

「髪かみを洗うので、着替えを用意しておいて下さい」

　忌いま々いましい太陽の隠れるいい天気だ。早くに棺桶から出て過ごすのも、たまには悪くない。
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　放課後を迎え、いつもならすぐに帰宅するはずの陶とう原はらは校舎内を走り回っていた。

　追っ手がいないことを確かく認にんし、踊おどり場ばで足を休め、息を整える。

「これは夢だ……。悪い夢に決まってる…………」

　呟つぶやく声に力はなく、目はどこか虚うつろだ。

　急きゆう激げきなモテ現げん象しようは昼を過ぎてからは加熱の一いつ途とを辿たどり、午後の授業が始まってからは休み時間のたびに入れ替わり立ち替わり女生徒が陶原の元を訪おとずれるようになっていった。周りを取り囲み、ちやほやと褒ほめ称たたえる彼女達に、顰しかめっ面つらを作って表面上は平静を装よそおってはいたものの陶原の心はパンク寸すん前ぜんだった。普ふ通つうなら浮うかれ、鼻の下の一つでも伸のばすべきハーレム状じよう態たいなのだろうが、苦く行ぎようでしかなかった。

　陶原にとって、女性とはできるだけ遠ざけておくべき存そん在ざいなのだ。

　若く健康な処しよ女じよの血。それが一いつ般ぱん的てきに理想とされる吸血鬼が好む血の条件だ。

　夜音に復ふく讐しゆうするために、自らの血を美お味いしくすることだけに人生を捧ささげてきた陶原は、もちろんこの条件を知っていた。そして、それを達成すべく生きてきたのだ。

　即すなわち、健康なだけでなく、純じゆん潔けつであることも念頭に。

　陶とう原はらはそれに従したがい、幼い頃ころから禁きん欲よく的てきに、限かぎりなく清らかに生きてきたのだ。女性への接せつ触しよくはなるべく避さけ、キスどころか異い性せいと手を繫つないだこともないのが自じ慢まんですらあった。

　山やま科しな高校一悟さとりに近い男と呼よばれてはいるが、本当は最も悟りに縁えん遠どおい、男女の事こと柄がらに関して耐たい性せいのない男なのだ。




　授業終了後、一いつ刻こくも早く家に帰ろうとしたのだが、チャイムが鳴ると同時に教室の扉とびらが外から開けられ、見知らぬ女生徒の群むれが雪な崩だれ込こんで来た。危あやういところで難なんを逃のがれ、靴くつ箱ばこへ辿たどり着ついたのだが、そこにはすでに別の女子が配置済ずみだった。今思えばそのまま上うわ履ばきのまま突つっ切きればよかったのだが、悩なやんでいる間に発見されてしまい、反はん射しや的てきに逃にげ出だしてしまった。それからもう、一時間以上は逃げ回っているだろうか。

「血が少ないのに無理させるんじゃねーよ……」

　ずっと独ひとり言ごとが垂たれ流ながし状じよう態たいだった。朝のジョギングを強行していなくて本当によかった。

「でもまあ、そろそろ大だい丈じよう夫ぶみたいだな」

　飽あきたのか諦あきらめたのか知らないが、乱れていた呼こ吸きゆうが元に戻もどるくらい時間が経たっても、誰だれも追いかけてくる様子はない。

　夜のジョギングも省しよう略りやくして大丈夫かもしれない。そんなことを考えながら階かい段だんを降おりようとした陶原は、

「帰るとするか────ってうわああああああああ！」

　疲ひ労ろうが残っていたのか、不自然に足を縺もつれさせ、一いち段だん目めから階段を踏ふみ外はずしてしまう。

　情なさけない悲鳴が校舎中に響ひびき渡わたった。
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　数分後。陶原は金きん髪ぱつの女性をおぶって渡わたり廊ろう下かを歩いていた。

「ゴメンね。迷めい惑わくかけちゃって」

「い、いえ！　悪いのは俺ですから」

「わたし、重くない？　大変だったら遠えん慮りよなく言ってね」

「全然重くないです。大丈夫ですよ」

　重くない。重くはないのだが、別な理由で大変ではあった。

「それに無理しない方がいいですから。すぐに着きますんで安心して下さい」

「ありがとね。ほんとはすっごく助かるわ」

　二人が向かっているのは保健室だった。

　階段を転げ落ちた陶原は、運悪くちょうどのタイミングで通りかかったスーツ姿すがたの外国人女性を下した敷じきにしてしまったのだ。陶原は怪け我が一つなかったのだが、彼女は足首を捻ねん挫ざしてしまった。悪化するとよくないので、お詫わびとして保健室まで連れて行くことになったのだった。

「すいません。初めて学校に来たのに、初日から怪け我がさせちゃって」

「ううん、いいのよ。どうせ軽い怪我だし、いきなり顔見知りの生徒ができたと思えば、むしろ得した気分だもの」

「それならいいんですけど……」

　マレインと名乗る彼女は英語の教師だった。産休を取る予定の先生に代わり、臨りん時じで来ることになったらしい。時期的にはまだ少し先なので生徒に紹しよう介かいはされていないが、見学だけさせてもらっていたとのことだった。

「それにしても日本語お上手ですね」

「そりゃ教師になるくらいだからね。日本にも長く住んでるし」

　そんな話をしている内に、渡わたり廊ろう下かを渡りきり、西校舎へと辿たどり着つく。あとは一階まで階かい段だんを降おりれば保健室はすぐそこだ。

　無む駄だ話ばなしに集中し気を逸そらしながらも、早く送おくり届とどけなければと一段足を踏ふみ下おろす。普ふ段だんならばなんてことのない動作なのだが、いかんせん今日は貧ひん血けつ気味だった。

「きゃっ！」

　少しよろけてしまい、背せ中なかでマレインが小さく悲鳴をあげた。

「すいません、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、ええ。大丈夫よ。しっかり捕つかまっておくから」

「お願いします。もう大丈夫だと思いますから」

　言葉通り、一段ずつ慎しん重ちように降りていくことを選んでからは安定して下っていく。血が足りていないとはいえ、健康第一で生きてきた副産物として体力だけは人ひと並なみ以上にあるのだ。女性を一人負ぶったところで、負ふ担たんになりはしない。

「あの……。ほんとに大丈夫？」

　──なりはしないのだが、ちょくちょく立ち止まり休きゆう憩けいを挟はさむ陶とう原はらに、マレインは心配そうに声をかけた。

「やっぱり重いよね。無理しないで下ろしてもらってもいいよ？」

「いえ大丈夫。大丈夫です。全然重くありませんから」

　きっぱりと否ひ定ていする。実じつ際さいに息が上がったりしているわけでもない。

「じゃあ、行きますよ」

　マレインが納なつ得とくしたのを見み届とどけ、陶原はまた一段、一段と足を下ろしていく。

　意地になっているのではなく、マレインは本当に重くなかった。それなのに歩きにくいのには、別な理由があった。

　ふわふわと緩ゆるく波打つ金きん髪ぱつと切れ長の青い瞳ひとみ。モデルとしても通用しそうなほど美しい顔立ちに相応ふさわしく、彼女は非ひ常じようにメリハリのある体型をしている。地味なスーツを着ているが、どんな格かつ好こうであろうとも自然と人目を集めることは間ま違ちがいない。教員になるのだからそれなりの年ねん齢れいだろうに、まだ二は十た歳ちそこそこにしか見えない。

　そんな彼女をおんぶして、階かい段だんを降おりているのだ。ただでさえ大変だったのに、階段の一段目でよろけたせいで、最初は肩かたに置かれていた腕うでも今ではしっかりと抱だきつき、より密みつ着ちやくしている。バランスを取りやすいようにという気き遣づかいなのだろうが、陶とう原はらにとっては拷ごう問もんに等しかった。階段を一段降りるごとに、凶きよう暴ぼうな弾だん力りよくが背せ中なかを押おす。やましい気持ちなど一切ない。それどころか勘かん弁べんしてくれと思っているのだが、嫌いやでも意い識しきしてしまう。心配そうな吐と息いきが首くび筋すじにかかり、捻ねん挫ざをさせたのは自分のせいなのにと後ろめたく思いつつも、

（お、落ち着け……。当たってるのはただの脂し肪ぼうの塊かたまりだ。力士、そう俺は力士を背せ負おってるんだ！　そう思え！）

　そんな自己暗示は何の効こう果かも上がるはずもなかった。

「着いた……。ようやく着いた……！」

「──着いちゃったみたいね……」

　とはいえ、距きよ離り的てきにはたいしたものではない。着実に足を進め、脂あぶら汗あせをかきながらも保健室前へと辿たどり着つく。目的地に着いたというのに、気のせいかどこか残念そうなマレインを背負ったまま扉とびらを開ける。

「失礼します──って、誰だれもいないのか」

　あいにく保健医は不ふ在ざいのようだった。自分で利用したことはないが病人を案内することが多い陶原は、鍵かぎが開いていたことを疑問に思う。

「どうします？」

「とりあえず怪け我がの状じよう態たいだけは確かく認にんしておきたいわ。中で待ってれば先生が帰ってくるかもしれないし」

「分かりました」

　マレインの誘ゆう導どうに従したがい、一番奥おくのベッドに彼女を下ろす。三つあるベッドはどれも空で、保健室は二人が来るまでは完全に無人だったようだ。蛍けい光こう灯とうが点けっぱなしだったのだが、一息ついても保健医が帰ってくる気配はない。

「捻挫の具合はどうですか？」

　ストッキングを脱ぬぎ、ベッドの上で足首を回していたマレインに、背中を向けたまま問いかける。

「そうね。思ったよりも腫はれてないし、すぐに治なおると思うわ。テーピングして固定すれば家までは保もちそうね」

「そうですか──」

　ほっと胸むねをなで下ろす。健康に拘こだわった生活が長いので、怪我や病気というのは自分以外であっても気き掛がかりなものなのだ。特に今回は原げん因いんが自分にあるだけに、余よ計けいに安心する。

「それでね、テーピング用のテープを探さがしてもらえないかしら？　多分どこかにあると思うんだけど」

「分かりました。少し待ってて下さい」

　礼を言う声に軽く手を振ふって答えると、部へ屋やを見み渡わたす。鍵かぎのかかった戸と棚だなの中にあれば手が出せないところだったが、幸いにも棚たなの上から段だんボールごと発見できた。一つ取り出し、マレインへと手渡す。

　あとは彼女が処しよ理りし終わるのを待つだけなのだが、

「ゴメンね、陶とう原はらくん……」

　またもマレインが生いき地じ獄ごくへと誘さそう。

「かがむと痛いたくて、自分じゃ無理みたいなの。テープ、巻まいてもらえないかしら？」

　顔を向けると、ベッドに深目に腰こし掛かけ足をぶらつかせながら、困こまったように眉まゆを寄せ、助けを求める視し線せんが注がれる。

　顔が引きつるのを自覚するが、どうにもできない。

「どうしても無理っぽいですか？」

「ゴメンね……。わざわざ保健室まで運んでもらっておきながら、さらに応おう急きゆう処置までさせようだなんて、虫がよすぎるよね……」

「あ、いえ！　そんなことありませんから！　やる、やります！」

　しゅんとへこまれてしまっては放っておけない。後ろめたさもあって引き受けた陶原は、

「ありがとう陶原くん！」

　輝かがやくような笑顔に、思わず信じてもいない神に祈りを捧ささげるのだった。
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「あっ、それはちょっと痛いかな」

「す、すいません、じゃあ、これくらいでどうですか？」

「そうね──、うん。大だい丈じよう夫ぶみたい」

　陶原はマレインの指し示じに従したがい、無心にテープを巻いていた。

　かつて病弱ではあったが、手当が必要な怪け我がをした経けい験けんはないため、テーピングをするのは初めてだった。マレインの意見を聞きながら、足に負ふ担たんがかからないよう、痛くない状じよう態たいで固定していく。初めてとはいえ、そう難むずかしいことではなかった。

　それだけのことなのだが、陶原は非ひ常じように困こまっていた。

　足に負担をかけないようにするために、陶原は自然とマレインの前で、床ゆかに座すわるような格かつ好こうになった。不ふ可か抗こう力りよくなのだが、結果として視線はベッドに深く腰こし掛かけた彼女の膝ひざと同じ高さになってしまう。

（顔を上げるな俺、足首、そう足首だけを見ろ！）

　彼女が足を動かすたびにスカートの奥おくが覗のぞけそうになってしまい、それならばと手元に集中しようとしたものの、待っていたのは二に段だん構がまえの罠わなだった。

　テープを巻まいてやるためには、マレインの足を直ちよく接せつ触さわる必要がある。すらりとした彼女の足はしっかりと引ひき締しまっており、弾だん力りよくがありながらも、適てき度どに柔やわらかくしなやかだった。

「あっ、そこは──、あはっ」

「す、すいません、わざとではないんです！」

　手に伝わる感かん触しよくだけでも大変なのに、くすぐったそうに彼女が身をよじるたびに慌あわてて手を放すので、遅ち々ちとして作業は進まなかった。

　実はもう二度巻き終えてはいるのだが、どうにもしっくりこないということで、今回で三度目の巻き直しだった。

「こ、これでどうですか？」

　ようやく巻き終えた時には、心なしか陶とう原はらの頰ほおはこけ、目は赤く充じゆう血けつしていた。

「そうね。──大だい丈じよう夫ぶみたいね。もうそろそろ」

　トントンと軽く何度か足を打ち付け、状じよう態たいを確たしかめたマレインの答えにようやく肩かたの荷が下りたと安あん堵どした陶原は、最後の言葉を聞きき逃のがした。

「じゃあ、俺はもう行きますね」

「ありがとう。でも、その前に」

「どうしました？　まだ何か──」

　何かあっただろうか。そう考えながら目を向けると、もう用事は済すんだはずなのに、再ふたたびベッドの上に戻もどるマレインの姿すがたに、口が開きっぱなしになる。

　今度は腰こし掛かけるのではなく、両足とも靴くつを脱ぬぎ、半ば横たわるように足を崩くずす。

「──ナニをシテルんデスカ」

「お礼をしようと思って」

　彼女は悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えむと、目を細め、

「ここまで運んでくれて、処しよ置ちまでしてもらったんだからお礼をしないわけにはいかないわ。私にできることなら、何でもしてあげるわ」

　流し目を送る。

「何でも好きなことをしていいのよ？」

[image: ]

　悪戯いたずらっぽい、大人の余よ裕ゆうを感じさせる笑みに、ただでさえ疲ひ労ろうしていた陶原の心は激はげしく揺ゆさぶられた。それでも、勝手に進もうとした足をなんとか踏ふみとどめる。

「い、いえいえそんな！　悪かったのは階かい段だんで足を踏み外した俺ですし、それに処置って言ってもそんな大たい層そうなことしてないですから！　テープ巻いただけの応おう急きゆう処置ですし、気にしないで下さい！」

　とんでもない、と胸むねの前で激はげしく両手を振ふるが、

「それでもわたしは嬉うれしかったの。それに──」

　彼女は頰ほおをほのかに赤く染そめ、テーピングされた足首に目を向ける。

「陶とう原はらくんの捻ねん挫ざだけを見つめる真しん剣けんな表情、素す敵てきだったわ……」

　頭の中はぐるぐると回り、目も泳ぎ放題だったはずなのだが、そんなふうに見えていたのだろうか。テーピングの跡あとを見て、手には柔やわらかで張はりのあるマレインの脚あしの感かん触しよくが蘇よみがえる。

　ごくりと生なま唾つばを飲み込む。

　今朝から一生分以上の女子に囲まれていたが、こんなにも直ちよく接せつ的てきなアピールを受けるのは生まれて初めてで、どうしていいか分からない。顔を見上げてくる彼女から目を逸そらすこともできず、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように硬こう直ちよくするのみだ。

　時計の針はり以外物音一つしない部屋で、マレインとただ見つめ合う。すぐ外の校庭では部活中だろうに、その声も届とどかなかった。自分の心しん臓ぞうの音がうるさく感じられるほどに、静かだった。カーテンは全開なのだが誰だれ一人として通りかかることなく、そろそろ暗くなってきているのが分かる。応急処置も含ふくめて結けつ構こうな時間が経たっているはずなのに、保健医はまだ帰ってこない。

　邪じや魔ま者ものは一人もいなかった。

　拒きよ絶ぜつしようにもうまく言葉にならず、しかし近寄ることもできない。そんな陶原にマレインはくすりと笑う。彼女に見合った妖よう艶えんな、蠱こ惑わく的てきな笑みだ。陶原の目が自然と唇くちびるに引き寄せられる。それをしっかりと確かく認にんし、マレインは瞼まぶたを閉じた。優ゆう美びなラインを描えがく顎あごを少しだけ上げ、小こ振ぶりな唇を陶とう原はらに向ける。

　一歩。ほんの一歩だけ。

　ただそれだけ足を踏ふみ出だせば、ベッドの脇わきまで移い動どうできる。あとは少しだけ上半身を倒たおせば、彼女はすぐそこだ。無む意い識しきにそう計算している自分に気づき、陶原は驚おどろき頭を振ふろうとするが、体はぴくりとも反はん応のうしない。一度気づいてしまった事実も消えてはくれず、柔やわらかそうな彼女の唇以外、何も目に入らない。

　吐はきそうなほど茹うだった頭で、右足を前に──

「えー。松まつ原ばら先生、松原先生。校内にいらっしゃいましたら至し急きゆう職員室までお越し下さい。松原先生松原先生、校内にいらっしゃいましたら至急職員室までお越し下さい」

　不ぶ躾しつけな声が静せい寂じやくを破ったのは、その時だった。

　部屋の壁かべに設せつ置ちされたスピーカーから、教頭のだみ声が響ひびく。呼よび出だしを繰くり返かえすと、ブツリと音を鳴らし、放送は終了した。

　保健室に静寂が戻もどるが、雰ふん囲い気きまでは元には戻らない。白けた空気に、マレインは苦笑を浮うかべて目を開けた。

　──その時すでに陶原は目の前にはなく、彼女に背せ中なかを向けていた。

　放送により正気を取り戻すと、前に出そうとしていた右足を大きく後ろに引き、そのまま回れ右。声をかける暇ひまを与あたえず、回った勢いきおいのままダッシュしていた。

　一直線に扉とびらへと向かうと、はめられた磨すりガラスが割れんばかりの勢いで開け──

「あ、あれっ？　開かねえ！」

　扉は開かなかった。

「どうなってんだっ、おいっ！　こら、開けよ！」

　どれだけ力を込めようとも、扉は施せ錠じようされたかのように動かない。ガチャガチャと錠じようを上げ下げしてみるが、どの状じよう態たいでもしっかりと固定されたままだ。

「ふんっ！　開けよこの野郎っ！」

「──無む駄だよ。人間の力じゃどれだけ頑がん張ばっても開かないわ」

　それでも諦あきらめずに開けようとしていると、呆あきれたような声が背はい後ごからかけられた。

　振り返ると、ベッドから下りたマレインが椅い子すではなく机の上に腰こし掛かけるところだった。彼女は見せびらかすように長い足を組むと、

「逃にげようとしても無駄よ」

　唇を上げる。口元からは、異い様ように長い歯が二本覗のぞいていた。

　威い嚇かくするように象しよう徴ちようである長い牙きばを誇こ示じされ、陶原は怯おびえるどころか浮うわついていた気持ちがすっと落ち着くのを感じた。

「──吸きゆう血けつ鬼きが俺に何の用だ？　俺の血を吸すうつもりだったのか」

　気を遣つかうのを止め、冷たく睨にらむ。警けい戒かい心しんも露あらわな態たい度どに、

「そのつもりだったら、最初からそうしてたわよ」

　マレインはしかし肩かたをすくめた。

「残念だけどキミはわたし好みの血じゃなさそうだもの。ただ誘ゆう惑わくしたかっただけ」

　そんな重大なことを、「ただ」とか「だけ」と言われては困こまる。言葉も出ない陶とう原はらだったが、独ひとり言ごとのように続けられた内容に気を取られた。

「魅み了りようの術も使ってたのにどうして駄だ目めだったのかしら……。夜よる音ねに何度も血を吸われてるから吸きゆう血けつ鬼きに耐たい性せいができてるのかしらね」

「夜音のことを知ってるのか？」

「そりゃ知ってるわよ。同じ街に住む同族なんだし」

　軽くウインクしてみせる。

「そもそも知ってるからこそ、キミに会いに来たんだしね」

「──俺に？」

「そうよ。そのためにわざわざスーツまで用意したんだから。一いち応おう言っておくけど、新任の先生ってのは噓うそだからね。予定ではまだ顔を合わせるつもりはなかったんだけど、朝から色々やってるのに全然引っかからないんだもの。焦じれったくて出てきちゃったわ」

「ちょ、ちょっと待て！　朝から色々って何だよ？」

「女の子を操あやつってラブレター書かせたり、お弁当を持って行かせたり。沢たく山さんの女の子で取り囲んであげたのに、あんなに反はん応のうが鈍にぶいなんて思わなかったわ」

　あっさりと真相を語るマレインに対し、

「待った待った！　操ってたって、今朝からの出来事は全部あんたの仕し業わざだってのか？」

　被ひ害がい者しやとしては「そうか」の一言で納なつ得とくできるはずがなかった。

「そうよ。本当はもっと他にも考えてたんだけど、キミが積極的に動こうとしないんだもの。ラブレターだってあれだけの量書かせるのは大変だったのに、読んでさえくれないしさ」

　説明しながら思い出したのか、怒おこったように眉まゆを上げる。

「駄だ目めよ？　女の子から受け取った手紙はちゃんと読んであげなくちゃ」

「あ………………」

　読んであげろ、だと？

「あほかあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　勝手な物言いに怒いかりが爆ばく発はつする。

「何言ってんだ！　操った？　意味分かんねえ。意味分かんねえよ！　俺はな、色々考えたんだぞ！　いじめの心配までしたんだからな！　本当は少し嬉うれしかったし、もう二度とこんな機会はないだろうからありがとうそれは礼を言っとくありがとうございました！　男の純じゆん情じようを弄もてあそびやがって！　この馬鹿、馬鹿！　いくら払はらえばいいんだ！　財さい布ふの中身全部でいいですか！」

「まあ落ち着きなさいよ」

　どれだけ責せめ立たてても、マレインは平然としたものだった。

「落ち着いてられるか！　逃にげて悪かったとか、返事どうしようとか悩なやみもしたんだぞ！」

「それなら気にしなくてもいいわよ。全員記き憶おくを消しておいたから」

「ありがとうよ畜ちく生しよう！」

　よかったのだが、知らずに色々考えていた自分が恥はずかしくなる。がっくりと力が抜ぬけ、マレインが使わなかった椅い子すを引ひき寄よせ深々と腰こしを下ろす。

「おかしいとは思ってたんだよ。俺が急にモテるはずがないもんな」

　我ながら情なさけない発言だが、むしろ納なつ得とくがいった。

「ちなみに、キミが階かい段だんから落ちたのもわたしの仕し業わざよ」

「そうかい」

　もうどうでもいい。悄しよう然ぜんとうなだれる。

「直ちよく接せつ手を出さなくても、もっと展てん開かいがあると期待してたんだけどね。クラスの子達も反はん応のうが鈍にぶかったし」

　続けられた告白は、今度は聞き流せない内容だった。俯うつむけていた顔を上げる。

「ちょっと待て、クラスの連中にも何かやったのか？」

「ええ。ちょっとした淫いん夢むをね」

「──────は？」

「昨日の夜にね。クラスの何人かに、キミとのエッチな夢を見させてみたの。相手はランダムで選んだんだけど、効こう果かはなかったみたいね」

　脳のう裏りによぎるのは、異い様ような反応を示した朝の面々だ。

「──もしかして、男子にも見せたのか？」

「ええ。男女関係なく選んでおいたわ。だって、誰だれがキミに好意を持っているのか分からないんだもの」

「このアホ吸きゆう血けつ鬼き！　死ね！　死んでしまえ！」

　広ひろ野のの様子がおかしかったのもこれで納得だ。激はげしく罵ば倒とうするが、

「口が悪いわねえ」

　目の前の馬鹿に反省した様子はない。

「キミが迫せまる夢を見させておいたんだけど、それだけは失敗だったかもね。キミは攻せめかと思ったんだけど、今日の反応を見る限かぎり受けっぽいもの」

「そんな問題じゃねえ！　お前の存そん在ざいが失敗だよ！」

　頭を抱かかえる。知らなかったならまだしも、明日からどんな顔で会えばいいのだろう。

「──何で」

　まだまだ罵ののしり足たりないものの、陶とう原はらは対たい応おうを思おもい悩なやむより、先に解かい決けつする事じ態たいを優ゆう先せんすることにした。

　疲つかれた顔をマレインに向ける。

「何でそんなことをしたんだよ？」

「そうね。嫌いやがらせってとこかしら」

「嫌がらせ……？」

　マレインとは面めん識しきがなかった。そんなことをされる覚えはない。

「キミにじゃなくて、夜よる音ねにだけど」

　その名前を出す時、マレインは初めて顔を歪ゆがめた。

「俺は完全にとばっちりじゃねえか」

「あら、何か被ひ害がいを受けたかしら？」

「それは、その……」

　心しん労ろうが溜たまってはいるが、夢は別として、客観的に見れば今日一日はおいしい思いをしただけだ。記き憶おくを消したのだとしたら、納なつ得とくはできないものの、反論しにくい。

　一度は言葉に詰つまるが、疑問が解決したわけでもなかった。

「じゃあさ、何で夜音に嫌がらせを？　同じ吸きゆう血けつ鬼き同士だろ」

「夜音が嫌きらいだからよ」

　答えは単たん純じゆんだった。

「人間だって必ずしも仲がいいとは限らないでしょ？　それと同じよ。あの子だってわたしを嫌ってるわ。生まれついての吸血鬼様は、元人間のわたしを見下してるのよ」

　足を組み替え、膝ひざの上で手を組むと、つまらなそうに鼻を鳴らす。

「まあ、それは他の吸血鬼も同じなんだけどね。不老不死にしてもらったことは感かん謝しやしてるし、仕方がないと思うんだけど、あの子だけは別よ」

「あいつだけ……？」

「吸血鬼の世界は、基本的に年ねん功こう序じよ列れつなの。永い時を生きた吸血鬼には敬けい意いを払はらうのが当然なのに、あのガキはそれを分かってないのよ！　いくら人間上がりといっても、わたしが何年生きてると思ってるの！」

　怒いかりを爆ばく発はつさせるマレインだったが、

「そんなに長生きしてるのか？」

「吸血鬼になってもうななじゅ────。それは、別にどうでもいいでしょ？」

　陶原の問いに、急にテンションが落ち込む。

「え、えっとね、それはともかく、あの子が他の吸血鬼と会わなくなって、様子を見に行ってみたら、人間の家に足あし繁しげく通ってるじゃない。この間なんか仲良く寄より添そいながら歩いてたし。取り上げたらどんな反はん応のうするのか試してみようと思ったのよ」

　事実はともかく、マレインからはそう見えていたらしい。

「──じゃあ、失敗したってことでいいだろ。もう帰してくれよ」

　今日一日の苦労が吸きゆう血けつ鬼き同士のごたごたに巻まき込こまれたせいだと分かり、疲つかれ果はてた陶とう原はらは立ち上がる。全てがもうどうでもよくなり、早く帰って眠ねむりたかった。

　話を聞き終えて、今度は扉とびらを開けてくれると思っていたのだが、

「あ、ちょっと待って」

　トン、と机から下りると、マレインは陶原の手を取り引ひき留とめる。

「あの子への嫌いやがらせに巻き込んじゃったお詫わびをしたいの。動どう揺ようしまくってるのが見え見えのキミは可愛かわいかったし」

　両手で陶原の手を優やさしく包み込むと、ベッドへ目を向け、

「さっきの続きをしましょう」

　はにかんだように微ほほ笑えんだ。

「えっ、ええっ！　いや、いやいいですよ！　何言ってんですか！」

　元の顔が整っているだけに破は壊かい力りよくは抜ばつ群ぐんだった。端はたから見れば滑こつ稽けいなほど顔が赤く染そまっているのを自覚する。

「さ、さささっきって、もう終わったじゃないですか。あ、ありがとうって言われて何も返してないのが不満だったんですね、すいません。やっぱり礼れい儀ぎってのはちゃんとしてないとだめですよね。こちらこそどういたしまして。これでいいですよね。いいにきまってますよね。だから手を放して下さい！」

　じっとりと汗あせをかいた手を握にぎり締しめられると、どうしていいのか分からなくなる。やっとのことで口にするのだが。

「ううん。そうじゃなくて、エッチなことをしようって誘さそってるの」

「そ、そんなことをストレートに言わないで下さい！　夜よる音ねもそうでしたけど、吸血鬼にはモラルってもんがないんですか！」

「そうかしら。それより、どうなの？」

「いいです！　しなくていいですから！」

　繫つながされた手を強引に振ふり払はらう。手を握られたままだと、状じよう況きように押おし流ながされかねない。

　引ひき剝はがされた彼女は、断ことわられたのが不思議でならない様子だった。

「どうして？　キミみたいな年とし頃ごろの男の子は、普ふ通つうもっとがつがつしてるものでしょ。わたしって、そんなに魅み力りよくないかしら？」

「いえ、そんなことはないですよ。俺が知る中では、マレインさんは一番魅力的です。あくまで外見はですけど」

　お世せ辞じではなく正直に言ったのだが、その答えは彼女の触ふれてはいけない琴きん線せんに触れてしまったようだった。

「外見はってどういう意味よ。『は』って」

　顔から余よ裕ゆうが消え、口元が引きつっている。

「じゃあ何で駄だ目めなのよ？　性格？　そんなに性格が駄目だって言うの？　外見でカバーできないくらい内面が駄目駄目だって言いたいの？　そうなの？　そうなのね！　どんなに若く美しく見えても、中身はおばあちゃんって言いたいのね！」

「違ちがいます、違いますから！」

　縋すがり付ついてくる手を振ふり払はらい、宣せん言げんするように叫さけぶ。

「俺は、誰だれよりも清らかでなければいけないんです！」

「──きよらか？」

「はい。俺の血は吸血鬼にとって、誰よりも美お味いしい血なんです。さっきは俺と夜よる音ねが仲がいいって言ってましたけど、それは勘かん違ちがいです。あいつは俺の血だけが目当てですから」

「──はあ」

　まだよく理り解かいできていないのか、マレインは首を傾かしげた。

「つまりですね、血が不ま味ずくならないように、美味しく保たもつために、俺は誰よりも清らかに生きないといけないんです。………………性的な意味で。だからあなたとその、そういうことをすると、血が不味くなってしまいますから。その、ごめんなさい」

「そういうことね。でも──」

　ようやく話が繫つながりマレインの瞳ひとみに理解の色が宿るが、すぐに訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「何で、そこまでするの？」

「それは、夜音をこき使うためです。俺は美う味まい血を飲ませるのを条件に、あいつをパシリに使ったりしてるん、だよ」

　しかし、答えを聞いてもマレインは納なつ得とくできなかったようだ。

「もう一度聞くね。何でそこまでするの？」

「だから、あいつをこき使うために──」

「そうじゃなくて、どうしてそこまでできるの？　私の体とパシリを天てん秤びんにかけて、パシリを選ぶなんて健全な青少年らしくなさ過ぎるわよ」

　返事を遮さえぎり質問を重ねる彼女に、陶とう原はらは首を振ふって答える。

「本当に、ただそれだけだ。これが俺の復ふく讐しゆうなんだからな」

　窓まどから外を眺ながめる。朝から分厚く空を覆おおっていた雲は晴れ、夕暮れ空が覗のぞいていた。丸く大きな月の光が、窓から差し込んでいる。

「──あの日も、こんな月の夜だったよ」

　月を見つめていると、自然と出会いの夜が思い起こされた。

「もう十年近く前か。俺が病気で死にかけてる時に、一人の吸きゆう血けつ鬼きと出会ったんだ。助かりたい一心で、血を吸ってくれ、吸血鬼にしてくれと頼たのんだ。だけど、死にかけの不味そうな血は飲みたくないって断ことわられた……」

　月から目を逸そらし、マレインへと向き直る。

「それから俺は、俺を見捨てた吸きゆう血けつ鬼きを見返してやるために、自分の血が美う味まくなるためだけに生きてきたんだ」

　時間にすれば十分にも満たない出来事が、幼い陶とう原はらの人生を方向付けた。

　気の持ちようというのもあるのか、生まれ変わったように自分から体調に気き遣づかうようになってから、みるみるうちに健康になっていった。過か剰じようなまでに環かん境きように気を遣つかうのは、元々自分の体が病弱だと自覚しているからだ。

「その、子供の時に出会った吸血鬼が、夜よる音ねだったってわけね」

　マレインの確かく認にんに頷うなずいて答える。

「俺の血を飲まなかったのを、後こう悔かいさせてやろうと思ってたんだ。あいつは忘わすれてたけどな」

　公園で再さい会かいした時、一目であの時の吸血鬼だと分かった。自分はその喜びをどう表現していいのかも分からなかったというのに、夜音は覚えていなかった。だが、仕方のないことだと思う。

（あの時、俺は相手にもされなかったんだからな）

　しかし、今ではそうではない。

　無む視しできない、簡かん単たんに見捨てることのできない極上の血を手に入れた。血を吸ってくれと頼たのみ、断られた少年は、十年の歳月をかけ、吸わせて下さいと頼まれる立場にまでになったのだ。

「あいつをこき使い、屈くつ辱じよくを味わわせるのが俺の復ふく讐しゆうなんだ。そのためだったらどんな苦労も厭いとわないし、誘ゆう惑わくにだって耐たえてみせるさ」

　もう語るべきことはないと、薄うすく笑う。

　仮か面めんのような表面だけの笑顔に、マレインは呆あきれてしまう。

「──それのどこが復讐なんだか」

　小声で呟つぶやく。確たしかにこき使っているらしいが、話を聞けばどれもたいしたことではない。子供のお使い程てい度どのことをさせるために、十年間も禁きん欲よく的てきに生きてきたというのか。どこまで自覚しているのかは定さだかじゃないが、まるで立場が逆ぎやくではないか。

　マレインの目からは、夜音に自分の血を飲ませるために苦労しているようにしか見えない。

「じゃあ、その復讐を私が手伝ってあげましょうか？」

「手伝い？」

「ええ。あの子に復讐したいんでしょう。私が手を貸せば、もっと酷ひどい目に遭あわせることも出来るわよ」

「いや。いいよ。必要ない。さっきも言っただろ？　十年も苦労したんだから、じっくりとこき使って恨うらみを晴らしてやるさ」

　予想通りの答えに、マレインはつまらなそうに頰ほおを搔かく。

「それじゃあ、まだ吸きゆう血けつ鬼きに興きよう味みがあるかしら？」

「えっ？」

「吸血鬼になりたかったんでしょう。私がそうしてあげてもいいわよ」

　そうすれば、夜よる音ねはお気に入りの血を失うことになる。マレインは自分が元人間だった経けい験けんから、陶とう原はらが断ことわるわけがないと思っていたのだが、

「それももう、いいな」

　陶原は迷まよいもしなかった。

「俺は血しか取とり柄えがないから。吸血鬼になったら、夜音に復ふく讐しゆうできなくなっちまう」

　自じ嘲ちようするように笑う。

「もういいだろ。俺は帰るからな」

　あっさりと断ことわると、マレインに背せを向け、出入り口へ向かう。

「あ、ちょっと、待ちなさいよ！　誰だれもが憧あこがれる不老不死になるチャンスなのよ！」

　呼よび止とめる声を無む視しして進むと、扉とびらは抵てい抗こうなく開いた。

　重い気分を引きずったまま、陶原は保健室を出て、家路に就つくのだった。










　　　　　　　　　　六章




　薄うす暗ぐらい道を、ゆっくりと陶とう原はらは歩いていた。

　腹は減へり過すぎたせいで痛いたみ出だし、何より夜よる音ねが待っている。本来は急ぐべきだと分かっていながら、どうしても駆かけ出だす気になれず、ぐるりと遠回りをして進む。

　マレインとの会話は、自分の中での問題提てい起きとなった。

　帰り着くまでに、頭の中を整理しておきたかったのだ。

　今までは夜音を見返すため、復ふく讐しゆうするため。ただそれだけのために生きてきた。今度こそ無む視しできないよう、健康に、禁欲的に生きてきたおかげで、誰だれよりも美お味いしい血を手に入れることができた。その甲か斐いあって夜音は陶原の血の虜とりことなった。十年間の苦労が報むくわれたのだ。

　では、これから先は。

　見捨てられた恨うらみを晴らし切れたとは思わない。当分は夜音をこき使ってやろうという気は消えないだろう。

　それを、いつまで続けるのか。

　陶原は健康だけが取とり柄えの少年だ。

　何よりも健康を優ゆう先せんしてきたので、年とし相そう応おうの子供らしい経けい験けんに乏とぼしい。誰もがやったことがあるようなゲームやテレビ、流行の事こと柄がらも全て切り捨ててきた。食に関しても、友達と買い食いしたこともない。

　異い性せいに関しても同じだ。

　清らかであろうと心がけてきたので、彼女ができたことはないし、これから先もできることはない。マレインの策さく略りやくでもなければ、今日のようなときめきを感じることは二度とないだろう。

　それは、相手が夜音であっても変わらない。

　彼女を繫つなぎ止とめようとする限かぎり、この生活が現在進行形で続くのだ。

　これが現げん状じようだった。

　そして、陶原がどれだけ続けたいと願っても、いつまでも続く保ほ証しようはない。

　陶原の血は美う味まいが、ただそれだけ。いつの日か必ず、夜音が飽あきる日が来る。

　自分から止めるのであれば、早ければ早い方が、被ひ害がいは少ない。

　これからどうすべきなのか、考えるべき時が来ていた。

「…………」

　無言で月を見上げる。

　いつの間にか家のすぐ近所まで来ていた。並ならんだ家の窓まどから漏もれる明かりと外灯に照らされ、周囲はそれなりに明るい。それでもはっきりと存そん在ざいを主しゆ張ちようする満月を、顔をほとんど真上に向け、首を痛いたくしながらも見つめる。

　陶とう原はらにとって月は、幼おさない頃ころから夜よる音ねの象しよう徴ちようだった。挫くじけそうになるたびに見上げていたものだ。

　どんな迷まよいも、月さえ見ればあっさりと消えた。

　けれど、今度ばかりは月は応こたえてくれない。

　右手を挙あげ、夜空へと限げん界かいまで伸のばす。手のひらを月へと向け、力強く指を握にぎり込こむが、出来た拳こぶしの中には何もない。

　人間の手が月に届とどくわけがないのだ。

「──はっ、はははっ──」

　当然の結果に、笑いがこみ上げてくる。堪こらえることなく、月を見上げたまま肩かたを揺ゆらす。

　発作が治おさまった時、陶原の顔からは迷いが消えていた。

「そんなの、考えるまでもねえよな」

　だからどうしたというのだ。

　復ふく讐しゆうを決めた時から、辛つらいのなんて分かり切っていた。それもこれも、夜音との日々でお釣つりがくるほどに報むくわれたではないか。

　気弱になっていた自分を笑う。

　飽あきられるのが怖こわかったら、さらに血を美お味いくしてやればいいだけのことだ。

「急ぐとするか」

　悩なやみが消えた途と端たん鳴り出した腹の虫に苦笑し、駆かけ出だそうとした陶原は、蝙こう蝠もりの羽ばたきを耳にする。自宅の方角から夜音が飛んできたのだ。

　少女が目の前に降おり立たつと、取り囲んでいた蝙蝠がどこかへ去っていく。

「よう。わざわざ出迎えご苦労さん」

「……」

　数歩の間を開け、夜音と向かい合う。

　硬かたい表情の夜音に、帰りが遅おそいのを怒おこっているのだと思ったのだが、軽口に対して全く反はん応のうがなかった。

「どうした。血が待ちきれなくなったのか」

「ええ。その通りです」

「──本当にどうした？」

　夜音の素す直なおな肯こう定ていに戸と惑まどう。

「一昨日おととい飲み過ぎたばっかだろ。これ以上飲まれたら俺の体が保もたねえよ」

　少なくとも一週間は止めておいた方がいいと二人で決めたのに、忘わすれてしまったというのか。

「分かっています」

　夜音の表情は変わらない。いつもに増まして人形のような顔で簡かん潔けつに述のべる。

「だったら──」

「分かっていて、血を飲むと言っているんです」

　説明を求めようとした声を遮さえぎり、夜よる音ねは言葉を重ねる。彼女の態たい度どが理り解かいができず、陶とう原はらは耳を疑うが、

「今日は、貴方あなたの血を吸すい尽つくしに来たんです」

　聞きき間ま違ちがいようもなく、はっきりと夜音は宣せん言げんするのだった。
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　その三十分ほど前のこと。

　陶原の背せ中なかを啞あ然ぜんとして見送ったマレインは、やがてにやりと笑うと窓まどの外へと目を向けた。

「入ってきたらどうかしら？」

　見つめているのは月ではなく誰だれもいない空間だ。声が届とどくどころか、見える範はん囲いには人ひと影かげ一つ見当たらないが、彼女は気にすることなく、

「わたしが気づいてないとでも思っているの？　それとも、覗のぞきが趣しゆ味みだったのかしら」

　軽く嘲ちよう笑しようする。

　それは独ひとり言ごとではなかった。手を触ふれていないというのに、勝手に窓が解かい錠じようされると、薄うすく開き、僅わずかな隙すき間まから夜が流れ込んで来る。蛍けい光こう灯とうの光の下でも消えることのない黒い影は、密みつ度どをさらに濃こくしながら人の形へと収しゆう束そくしていく。

　窓が閉じ、独りでにかちりと鍵かぎが掛かけられた時には、影は黒いドレス姿すがたの少女へと変わっていた。

「相変わらず、失礼な女ですね」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずに、夜音は開口一番に言い放つ。

「貴方じゃあるまいし、そんな下げ賎せんな趣味があるわけがないでしょう。ご自分がそうだからって、他人まで同じだと思うのは止めて頂いただけませんか」

「あら。でも事実じゃない」

　いきなりの憎にくまれ口ぐちにも、マレインは余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。

「わたしと少年の逢おう瀬せを覗き見ていたのは、いったい誰だったかしら？」

　返す言葉もなく、夜音は悔くやしげに下した唇くちびるを嚙かむ。

　マレインはここで陶原を逃にがすつもりはなかったのだが、封ふう鎖さしていたはずの扉とびらはあっさりと開かれた。吸きゆう血けつ鬼きに干かん渉しようできるのは吸血鬼だけ。そこで夜音の存そん在ざいに気づいたのだった。

「──あれのどこが逢瀬だと言うんですか。無理矢理テープを巻まかせていただけでしょう」

「あら、そんなに初めの方から覗いてたんだ。まるでストーカーね」

　反論のつもりが墓ぼ穴けつを掘ほってしまい、夜音は舌した打うちする。

　夜よる音ねとしても覗のぞくつもりはなかったが、マレインが側にいることで、姿すがたを現すタイミングを逃のがしてしまったのだ。

　反論できない彼女に、マレインは楽しそうに続ける。

「そもそも、どうしてこんなところにいたのかしら？」

「──偶ぐう然ぜん通りかかっただけです」

「あらそうなの。わたしはてっきり、帰りの遅おそい少年が心配になって見に来たのかと思ったわ」

「そっ、そんなことっ！」

　つい声を荒あらげてしまうが、にやにやと笑うマレインに、はっとして咳せき払ばらいを一つ。

「そんなことがあるわけないでしょう。たかが人間一人のために、どうしてこの私が心配しなければいけないのですか。そんなのあり得ないでしょう。あり得ません。ないったらないのです」

　口早に言葉を重ねれば重ねるほど、マレインのにやにやは深まっていくのだが、夜音は気づかない。

「そんな勘かん違ちがいをするなんて、救いようのない愚おろかさですね。これだから人間上がりは駄だ目めなんですよ」

「ふぅん。そうなんだ」

　人間上がりという言葉に、ぴくりとマレインの頰ほおが引きつる。

「はい。そうです」

　ようやく分からせたと胸むねをなで下ろす夜音だったが、

「あなたにもやっと春がやってきたわけじゃなかったんだ？」

「────っ！」

　全てを見み透すかした冷笑に、声にならない叫さけびをあげる。

「最近は吸きゆう血けつ鬼き仲間のところにも姿を見せずに、自分と少年の家を往おう復ふくするだけの毎日だったけど、関係なかったのね」

「なっ、えっ、その──っ」

「そりゃあそうよね。あなたが常つね日ひ頃ごろ馬鹿にしてる人間風ふ情ぜいを気に入るわけがないものね。ごめんなさい、変なこと言っちゃって」

「────────っ！」

　言葉こそ殊しゆ勝しようだったが、陶とう原はらとの関係を以前から知っていたのは明白だ。あたふたするばかりの夜音は、面おも白しろそうに自分を見るマレインと目が合うと、きっと睨にらみつける。目を逸そらさず、三度大きく深しん呼こ吸きゆう。冷静になれと自分に言い聞かせる。

「陶原はただの餌えさです。血を飲むために会っているだけなのですから、おかしな想そう像ぞうをしないで下さい」

　表面を取とり繕つくろい失笑を漏もらす夜音だったが、マレインの優ゆう位いは揺ゆるがない。

「そうよね。それに、もしあなたがそんな気になったとしても、無意味ですものね。あの少年は知る限かぎりで、わたしが一番魅み力りよく的てきだって言ってたもの。あなたでは、ねぇ？」

　外見的にはという注ちゆう釈しやくを敢あえて除じよ外がいし、鼻で笑う。

「──何が言いたいんですか」

　あからさまな侮ぶ辱じよくを受け、夜よる音ねの頰ほおにさっと朱しゆが差す。

「わたしの口からはそんな酷ひどいこと言えないわ」

　低く冷たい問いに、マレインは悠ゆう々ゆうと答える。腕うでを組み、見せつけるように豊かな胸むねを強調した。

「ただ……残念ね、彼がロリコンじゃなくて」

　哀あわれみの言葉に、夜音は血が滲にじむほどに拳こぶしを握にぎり、屈くつ辱じよくに耐たえる。

「ロリとは誰だれのことでしょうか。私はまだ成長期なんです」

「あら？　数年前から成長が止まってると思ってたんだけど、わたしの勘かん違ちがいだったかしら」

　夜音は十七歳だが、外見的にはせいぜい中学生にしか見えない。吸きゆう血けつ鬼きの常じよう識しきから言うと、成長が止まったと考えるのが妥だ当とうだ。

「さすがは夜音様ってところかしら。おめでとう」

　若くして成長が止まるのは力ある吸血鬼の証あかしだ。誇ほこるべきことだというのに、祝しゆく福ふくされた夜音は苦々しく顔を歪ゆがめる。

　外見の年ねん齢れいが様々な生まれつきの吸血鬼に比べ、人間上がりの吸血鬼は十代半ばから二十代の若い姿すがたの者が多数を占しめる。その理由は、吸血鬼が人間を同族にする場合、永遠の時を生きるパートナーとして選ぶ場合が多いからだ。

　つまりは、やはり吸血鬼であっても敬けい意いと外見の好みは別問題だということだ。

　夜音は美しい少女だが、女性としての魅み力りよくはマレインには逆さか立だちしても敵かなわない。不老の吸血鬼にとって、成長が止まってしまえば逆ぎやく転てんすることのない、永遠に埋うまらない溝みぞなのだ。

「成長期だと言っているでしょう。もう耳が遠くなったんですか」

「永遠の美しさを誇るわたしの耳が遠くなるわけないでしょ。ねえヨネおばあちゃん」

「おばあちゃんはどっちなのか、たまには実年齢を考えてから喋しやべってはどうですか？」

　いつもならむきになるはずの話題だというのに、不思議と夜音に気にした様子はなかった。

「私はこの名前を誇りに思っています。吸血鬼として与あたえられた名前に、貴方あなたも敬意を払はらったらどうですか？」

「あなたこそ、目上の吸血鬼に対して敬意が足りないんじゃないかしら」

「十分に払ってるつもりですけど。貴方の誕生日に赤いちゃんちゃんこを贈おくりたいくらいだったんですが、私が生まれた時にもう還かん暦れきが過ぎていたのが残念でなりません。次の節ふし目めにはお祝いするので是ぜ非ひ教えて下さいね」

「──ええ。その時はお願いするわ」

　年ねん功こう序じよ列れつの社会とはいえ、年ねん齢れいを盾たてに強く押おせないのは、マレインが百歳未満という半はん端ぱな歳としのためだ。人間の寿じゆ命みようを超えると気にしなくなるのだが、女の吸きゆう血けつ鬼きはやはり実年齢を気にするのがほとんどだった。

「それで、あの少年のことなんだけど」

　マレインは優ゆう位いを取とり戻もどそうとして、強引に話題を戻す。

「ただの餌えさという割には、血を吸わない日もあるみたいじゃない。それなのに会ってるようだし、一昨日おとといなんて寄より添そって歩いちゃって。やっぱりそれだけとは思えないんだけど？」

　からかう口調ながら、一歩踏ふみ込こんだ指し摘てきに、夜よる音ねの顔から笑いが引っ込む。

「貴方あなたがどう言おうと、陶とう原はらは血の供きよう給きゆう源げんでしかありません。それだけです」

　堅かたい、強こわばった声で答える。

「彼の血を飲むために、それ以外の日も通っているだけにすぎません。それが、全てです……」

　何も噓うそはない。紛まぎれもない事実だ。

　事実をただそうだと言っているだけなのだが、夜音は断だん言げんするのに何な故ぜか抵てい抗こうを感じてしまう。

「たかが一人の人間の血如ごときに、あなたが左右されてると言うの？」

　マレインがさらに聞いたのは、純じゆん粋すいな疑問が大きかった。

　夜音の家系ほど誇ほこりの高い一族はいない。その彼らの誇りは決して空くう虚きよなものではなく、全てが純血の、生まれながらの吸血鬼であるという特とく殊しゆ性せいに裏うら付づけされた、吸血鬼の誰だれもが認みとめるものだ。

　夜音はその中でも一番に年若い存そん在ざいだ。「選ばれた吸血鬼一族」としての教育を受け、その思想に染そめられている。独自の考え方を持てるほど年齢を重ねていないため、最も色いろ濃こく影えい響きようを受けていたはずだ。

　その彼女が、人間の言いなりになるとは。

「その通りです」

　駆かけ引ひきなしに真まっ直すぐに見つめられ、悔くやしそうにしながらも、はっきりと夜音は断言する。

「陶原の血は、それだけの価か値ちがあります」

　簡かん潔けつながら、含ふくまれる声の色は、どこか誇らしげですらあった。

　胸むねを張はる彼女を前に、マレインは思わず唸うなる。

　夜音にそうまで言わせる陶原の血に、興きよう味みが湧わいてきた。

　マレインの好みは偏かたよっており、普ふ段だんから若い少年少女よりも、疲つかれた中年の濁にごった血を好んで吸すっている。条件に合う血の持ち主は溢あふれるほどに存そん在ざいしており、よりどりみどりだ。血を探さがして彷徨さまよう必要がないので、自分の好みに気づいてからは誰か一人に執しゆう着ちやくした覚えもない。

「面おも白しろそうね」

　夜音が拘こだわっていることを知ってはいたが、陶原と接せつした時も、血を飲もうとは思わなかった。だが、目の前で断だん言げんされれば俄が然ぜん飲みたくなってくる。

「いいことを教えてくれてありがと。わたしもあの少年の血を飲んでみることにするわ」

　いったいどんな味なのだろうか。成せい熟じゆく前まえの若い血自体久しく飲んでないマレインは、心が浮うき立たってくるのを感じた。誘ゆう惑わくを断ことわったのは許ゆるせないが、そうまでして美お味いしさを保たもった血なのだ。さぞ楽しませてくれるだろう。

　うきうきと舌したなめずりする彼女だったが、

「はっ」

　夜よる音ねは一笑する。鼻を鳴らし、

「陶とう原はらの血は私の物です。貴方あなたなどに飲ませるわけがないでしょう」

　哀あわれみの目で見る。マレインよりも低い位置からの目線なのに、自然体で見下していた。

　誰だれかの飼かっている人間には手を出さないという暗あん黙もくの了りよう解かいが吸きゆう血けつ鬼きの世界には存そん在ざいする。陶原には夜音の匂においがはっきりと染しみついているのだ。

「それがどうしたのかしら」

　しかし、そんなことはマレインの知ったことではない。

「わたしとあなたは仲良しじゃあないものね。気を遣つかう必要なんてないでしょ？」

　手を出さないというのは、言わばマナーのようなものなのだ。人間の血は吸血鬼にとって重要なものなので基本的には守られることが多いが、あくまで『基本的に』でしかない。

　敵てき対たいする吸血鬼が逆さか手てに取り、挑ちよう発はつとして手を出すというのもまたありふれた事こと柄がらだった。

「『大好きな彼を独どく占せんしたいから飲まないで下さい』ってお願いするのなら、考えてあげなくもないけど、どうする？」

「なっ！」

　分かりやすい挑発に、だが夜音は一いつ瞬しゆん冷静さを失う。

「何を馬鹿なことを！　……そんなに飲みたいと言うのなら、好きにしなさい」

　上う手まく乗せられたとは知りつつも、今さら後には引けない。

「ただし、しばらく時間を空けるんですね。私が一昨日おととい大量に吸ったばかりですから、今は血が足りてないはずです」

　むっつりとして付け加えると、マレインは首を傾かしげた。

「あら。どうして？」

「今の陶原から血を吸えば、死んでしまうと言っているんです。説明するまでもないでしょう」

「それは分かってるわよ。だから、どうして？」

　心底不思議そうにマレインは問う。

「少年が死んだとして、それがどうしたのかしら」

　挑発でも何でもなく、純じゆん粋すいな疑問だった。

　吸血鬼は人間の血を吸わなくては不老不死を保たもてない。積極的に殺そうとしているわけではないが、結果的に死んでしまっても、死体の処しよ理りさえすれば誰だれからも非ひ難なんを浴びることはない。それが常じよう識しきだ。

　元は人間だったマレインですらその考えに染そまってきているくらいだ。夜よる音ねも当然そう考えていると思っていたのだが。

「──もしかして、本気であの少年のこと気に入ってたりする？」

　陶とう原はらとの仲をからかいつつも、マレインは二人の関係が深いものだと疑いもしなかった。

　どんなに牛肉が好きな人でも肉牛を家か畜ちくとしてしか好きにならないように、家畜の立場だった経けい験けんのない吸きゆう血けつ鬼きには、姿すがたは同じでも、人間を対等としては見られないのが普ふ通つうなのだ。

「ばっ、馬鹿なことを言わないで下さい！」

　即そく座ざに夜音は否ひ定ていするが、動どう揺ようは隠かくせなかった。

「私が気に入っているのは陶原の血だけです。陶原自身は貴方あなたと同じく嫌きらいですよ。血が少しでも不ま味ずくなるようならじっくりといたぶって殺してやると宣せん言げんしています」

　咳せき払ばらいして解かい説せつするが、じっと観察すると目が泳いでいるのがよく分かる。

「本当に？」

　マレインには恰かつ好こうの獲え物ものだ。顔を覗のぞき込こみながら、ずいっと近づく。

「自分に屈くつ辱じよくを味わわせた相手を、血が美お味いしいって理由だけで生かしておくんだ。吸血鬼の象しよう徴ちようみたいな貴方が、道化を演えんじてまで？」

　笑いはしない。心配そうに眉まゆを下げる。

「本当にそうだとしたら、いつからそんなに卑いやしくなったのかしら。わたしには到とう底てい無理だわ。そんな乞こ食じきみたいな真ま似ね」

「──誰が、乞食ですって？」

　そっと小声で、しかし確かく実じつに聞こえるように囁ささやくと、効こう果かは覿てき面めんだった。ふらふらと定さだまらなかった夜音の目が、しっかりと据すわる。

「あら、聞こえちゃったかしら。ごめんなさい、悪気はないのよ。でも、ねえ？」

　マレインはあからさまに嘲あざけりはしなかった。すまなそうに頭まで下げてみせ、最後にちらり、と目を向ける。

　プライドを刺し激げきするには、それで十分だった。

「いいでしょう」

　口元を歪ゆがめ、無理矢理に笑みを作ると、

「美味しい血のためとはいえ、人間に従したがうなどあってはならないことです。認みとめましょう。口車に乗せられるとは、吸血鬼として恥はずかしい行こう為いでした」

　夜音は宣せん言げんする。

「いい機会です。これから陶原の血を吸すい尽つくし、関係を終わらせるとしましょう」

　微かすかに震ふるえてはいるが、はっきりとした声だった。

　言げん質ちを取ったマレインは、にんまりと笑う。

「じゃあ、どちらが先に飲むか、競争というわけね」

　夜よる音ねに先んじて陶とう原はらの血を吸すい尽つくすことができれば、それはどんなに快かい感かんだろう。

　美び味みな血を味わうことができ、夜音には二度と口にすることができない悔くやしさを味わわせることができる。一度で二度美お味いしい勝利だ。

　もし負けたとしても、夜音は二度とお気に入りの血が飲めなくなる。どちらに転んでもマレインにとって損そんはない。

「この私が貴方あなたなどに負けると思っているんですか」

「あなたこそ、思い上がるのも今日までよ」

　笑顔で向き合い互あがいの敵てき愾がい心しんを確かく認にんし合あうと、マレインは先手を打って窓まどへと駆かけ出だす。ガラスを突つき破やぶって外に出ようとするが、

「えっ、ちょっと！　何よこれ！」

　足に何かが絡からみつき、後ろへと引ひき戻もどされる。

「何するの！　いやっ、止めなさいよ！」

　動きを封ふうじているのはテーピングのテープだった。夜音に操あやつられたそれが、マレインの足だけでなく全身に巻まき付ついてく。彼女も応おう戦せんしようとするのだが、陶原が棚たなから下ろしっぱなしだった段だんボールから次々と飛び出す何十本もの物量に圧あつ倒とうされる。

「貴方はそれがお好きなようですから、私が巻いてあげます」

　真っ赤になって狼狽うろたえていた陶原を思い出し、何な故ぜか怒いかりがこみ上げた夜音は、テーピングのテープだけでなく、包ほう帯たいから何から使える物全てで、マレインをぐるぐる巻きにしていく。

「張はり合あいがないとつまらないですから、貴方も早く追いついてきて下さいね」

　みるみるうちに倍以上に膨ふくれ上あがった芋いも虫むしのような物体を見下ろし、優ゆう雅がに微ほほ笑えむ。

「ではお先に」

　わざわざ自分の手で窓の鍵かぎを開け、悠ゆう々ゆうと飛び立っていく。残されたマレインは、

「んっ！　んん────！」

　大量の芯しんが散さん乱らんする部へ屋やで、アザラシのように膨れ上がった巨きよ体たいを揺ゆらすのだった。
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　先んじることに成功した夜音は、一直線に陶原の家へと向かった。

　血を、命を吸い尽くすために。

　売り言葉に買い言葉というか、勢いきおいで口にしてしまったのだが、気分は悪くなかった。

　むしろ爽そう快かいと言える。

　思い返してみれば、初めて陶原の血を吸った時にはそうしようとしたのだ。定期的に血を味わえるのは素す晴ばらしかったが、耐たえなければならない屈くつ辱じよくも並なみではなかった。

　餌えさでしかない人間が上位にある関係など、自然の摂せつ理りに反している。

　その関係を清せい算さんしてやるのだ。

　陶とう原はらに対する貸しは大きい。人間社会についての知ち識しきは増ふえたが、それはあくまで昼間の常じよう識しきだ。夜の住人である吸きゆう血けつ鬼きには価か値ちはない。

　血が美う味まい間は生かしてやると言っておいたが、そんな約束を守ってやる義理もない。絶ぜつ望ぼうに染そまる陶原を想そう像ぞうすると、それだけで胸むねが躍おどった。

　ものの数分で家へと到とう着ちやくすると、部へ屋やは空っぽだった。舌した打うちし、周囲に蝙こう蝠もりを放つ。陶原には夜よる音ね自身の匂においが染しみついてる。すぐに発見することができた。

　屈くつ辱じよくを晴らす時が来たのだ。

　──来たのだが。

「今日は、貴方あなたの血を吸すい尽つくしに来たんです」

　待ちに待った宣せん言げんをしたというのに、夜音は思ったほど気分の高こう揚ようしていない自分に気がついていた。

　夜の空気にも冷やされることのなかった熱気が急きゆう激げきにしぼんでいく。全速力で飛んできたのに、芯しんまで冷え切ってしまった気がした。

　そんな自分が理り解かいできず、夜音は無表情を作ると、じっと陶原を観察する。

　動きを止めた彼の顔は、絶望に染まっていた。血の気の引いた肌はだは土つち気け色いろで、引きつった口元は細かく震ふるえている。

　他に解かい釈しやくのしようのない、明めい確かくな殺人予告を受けたのだから、無理もない。

　今までに何度も見た覚えのある表情だった。意い識しきを奪うばう前に血を吸おうとした人間が、よくそんな顔をしていたのだ。軽く貧ひん血けつになる程てい度どに血を吸うだけだというのに、間ま抜ぬけな生物だと思っていた。

　どこかがっかりとする。

　陶原もそれと大差ない、ちっぽけな人間ということか。

　これが最後だとよく見てみても、やはりどこにでもいそうな少年に過ぎなかった。外見的に優すぐれた特とく徴ちようはなく、傍はた目めには極上の血の持ち主とは到とう底てい見えない。

（最高の、血の主──）

　本人を目の前に血のことを考え、夜音は一いつ瞬しゆんで顔中を赤くする。

　陶原の血が美味いのは、生まれつきではなく、努力の末に得たものだと知ることとなった。

　そしてその理由は。

（私のため。私に飲ませるために──）

　緩ゆるみそうになる頰ほおを必死で押おしとどめ、表情を殺す。

　マレインと陶原の会話を聞いていた夜音は、陶原が普ふ通つうの生活を犠ぎ牲せいにしてまで己の血を高めてきたのが、自分を見返すためだということもはっきりと耳にしていた。

　過去に出会っていたというのは、全く覚えていない。夜よる音ねにとって死にかけの血の不ま味ずそうな人間など価か値ちがないからだ。

　今度こそ飲んでもらえるのを目もく標ひように努力を重ねてきたのは感心だが、その理由が見返すためだというのは分ぶんを弁わきまえていない、不ふ遜そんな態たい度どだ。

　喜ぶ要よう素そなど一つもないのだ。だから、にやけてしまいそうなのは陶とう原はらの努力を嘲あざ笑わらい、ぶち壊こわすのが楽しみなせいに決まっている。

　十年の努力を、血を吸すい尽つくしてお終いにするのだ。

　そう決めて、ここまで来た。陶原に宣せん言げんまでした。

　──なのに、体は動こうとしなかった。

　頰の震ふるえが止まり、意い識しきするまでもなく顔から表情が消える。

　待ちに待った、楽しみにしていた瞬しゆん間かんだというのに、欠片かけらも面おも白しろくない。胸むねは躍おどるどころか、じっとりと重く沈しずんでいるようだった。

　一、二歩進み、首元に嚙かみ付つく。それだけで終わる。抵てい抗こうするだろうが、人間と吸きゆう血けつ鬼きとでは根本的な力が違ちがう。本気で血を吸おうとすれば、陶原に逃のがれる術すべはない。それなのに。

（どうして私は──）

　戸と惑まどい、答えを出せないまま、人間の少年と吸血鬼の少女は向かい合い、立たち尽つくす。

「──なあ」

　先に動いたのは陶原の方だった。

「どうして急にそんなつもりになったんだ」

　本人と同じく、投げかけられた声も気弱に震ふるえていた。

「待つのが嫌いやになったのか？　俺よりも美う味まい血を見つけたのか？　俺の血が不味くなったのか？　それとも──」

　堰せきを切ったように疑問は溢あふれ出でる。

「もう、俺の血に飽あきちまったのか？」

　縋すがり付つくような目は、答えを聞くのを拒きよ絶ぜつしていた。それでも一歩も引かず、迫せまりもせずに、夜音の返事を待つ。

　弱い圧あつ力りよくに押おされるように、押おし黙だまっていた夜音も口を開く。

「そのどれでもありません」

　冷たいとすら感じる美び貌ぼうで。それに相応ふさわしい抑よく揚ようの乏とぼしい声で。

「貴方あなたの血は変わらず最高なままです。ですが、飲み尽くして終わりにすると決めました」

　それは恐おそろしく非ひ情じような宣せん告こくだ。

　陶原に非ひはない。何も悪いことをしていないどころか、血の味を美お味いしく保たもっている。にも拘かかわらず、夜音の都合だけで、関係を終わらせる。

　一方的な拒きよ絶ぜつだ。

　──だが。

「そうか」

　答えを聞いた陶とう原はらは、瞳ひとみに生気を取とり戻もどす。

「俺の血が美う味まいままだってんなら、黙だまって殺されるわけにはいかねえな」

　無理矢理に、しかし力強く口を歪ゆがめ、笑う。中ちゆう途と半はん端ぱに差し出したままだった右手を引くと首を左右に振ふって肩かたを鳴らす。

　真まっ直すぐに立った陶原は、一回り大きく見えた。

「──どうにかなるとでも思っているんですか？」

　夜よる音ねの声には隠かくしきれない戸と惑まどいが滲にじんでいた。

　力の差は歴れき然ぜんとしている。一ヶ月以上付き合ってきたのだから、陶原とてそれくらいは理り解かいしているはずだ。それなのに、彼に絶ぜつ望ぼうの色は残っていない。全身に気力が満ちあふれている。

「さあな。戦って敵かなうなんて最初から思ってないけどよ。でも、ここで血を吸すい尽つくせなかったら、俺のパシリに戻るか、吸い尽くせるまで襲おそうのを止めたりしないだろ？」

　虚きよ勢せいを張はってるとしか思えないのだが、陶原の顔には見み慣なれた、ふてぶてしいまでに力強い笑みが蘇よみがえっていた。

「だったら諦あきらめてたまるかよ！」

　限げん界かいまで声を張はり上あげ、夜音に、そして自分に言い聞かせるように叫さけぶと、陶原は夜音へと飛びかかってくる。咄とつ嗟さに目を閉じ、両手を顔の前で交差させるが、いつまで経たってもぶつかってはこない。薄うす目めを開けた彼女は、後方へと遠ざかっていく足音に気づく。

　勢いきおいよく振り返ると、身み構がまえた夜音の真横をすり抜ぬけた陶原の後うしろ姿すがたが曲がり角へと消えていくところだった。

　今日一日だけで幾いく度どとなく繰くり返かえした中で、初めての前向きな逃とう走そうだった。
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　盛さかんに脇わき目めを振りながら、夜道を陶原は駆かける。

　最初こそダッシュをしたが、今は一定のペースを保たもっている。全速力で走ったとしても、空を飛べる夜音にスピードで勝てるとは思えない。無む駄だに体力を消しよう耗もうするよりも、持久戦に持ち込むことを選せん択たくしたのだ。

　健康のために毎日のジョギングを欠かさなかったので、持久力には自信がある。血の絶対量が足りずふらつきがちだが、そこは気合いでカバーだ。

　こまめに空を見やりながら、なるべく細く、空から見えにくい道をひた走る。十年間走り込んでいるので、地図など持たなくても地理は完かん璧ぺきに頭の中にある。可か能のうな限かぎりの最短ルートで、陶とう原はらは教会を目指していた。

　とはいえ、明めい確かくな方ほう策さくがあるわけではなかった。

　今に至いたっても、陶原には夜よる音ねを退たい治じしようという気はない。屈くつ辱じよくを味わわせるのが目的だったので、殺してしまおうなどと考えたこともなかった。

　日光か白しら木きの杭くいで滅ほろびると以前自分で言っていたのを覚えている。復ふく讐しゆうと口にしながらそんなことも試していないが、伝でん承しよう通り十じゆう字じ架かが弱点の可か能のう性せいは高い。

　戦っても勝ち目はなく、どうせ選せん択たく肢しがないのだから、と身の安全をはかるために向かっているのだった。

　明日の天気予よ報ほうは晴れ。日光が弱点なのは確かく実じつなので、朝まで逃にげ切きってしまえばこちらの勝ちだ。

（絶ぜつ対たいに逃げ切ってやるさ！）

　裏うら道みち作戦が成功したのか、夜音が追いついて来るどころか、蝙こう蝠もりさえ近寄ってこない。拍ひよう子し抜ぬけするほど順調な行こう程ていに、僅わずかに気が緩ゆるむ。

「あら。そんなところにいたんだ」

　上空からの声が聞こえたのは、その時だった。

　陶原が今いるのは工場が建たち並ならぶ地ち域いきだ。高い塀へいに挟はさまれた道は、操そう業ぎよう時間が終了しているため人ひと気けがなかった。はっとして聞こえた方を見上げるが、そちらには誰だれもいない。

　小こ刻きざみに首を振ふり空を警けい戒かいしていると、急に肩かたが重くなる。妙みようにベタつく手が置かれ、首くび筋すじに暖かな吐と息いきが吹き付けられた。

「見ぃつけた」

　反はん射しや的てきに振ふり払はらおうとするが、両肩に置かれた手はがっちりと固定されたように動かない。おぶさるように寄より掛かかられ、身動きがとれなくなる。

「な、何をするんだよ、マレインさん！」

　後ろからしっかりと押おさえつけているのは、夜音とは別の吸きゆう血けつ鬼きだった。事じ情じようを知らない陶原に、白はく衣いに着替えた彼女は楽しそうに金色の髪かみを揺ゆらす。

「人間の血を吸すうから、わたし達は吸血鬼って呼よばれるのよ。夜音とどっちが先にキミの血を吸うか競争してるんだけど、聞いてないんだ？」

　囁ささやき声ごえだが問題なく聞き取れる距きよ離りに彼女の口がある。身近に迫せまった危き機きに身をよじるが、マレインは密みつ着ちやくしたまま離はなれない。

「出で遅おくれたからてっきり先を越されたと思ってたんだけど。どうやらわたしの勝ちみたいね」

　テープを剝はがす際さいに自じ慢まんの金きん髪ぱつを切るはめになった彼女の目が凶きよう暴ぼうに光る。スーツは脱ぬぎ捨すて、保健室にあった白衣を下着の上に直ちよく接せつ羽は織おっていた。

「ちょっと待った、待ってくれよ！」

　この期ごに及およんで前まえ屈かがみになりそうになるも、どうにか生せい存ぞん本ほん能のうが打ち勝つ。そんな場合ではない。

「さっきは俺の血に興きよう味みなさそうだったじゃないか！　どうしたんだよ急に！」

「急に吸すいたくなったんだから仕方ないじゃない。女は気まぐれなの」

「仕方なくねえよ！　競争ってことは、あんたも俺の血を吸すい尽つくそうとしてるのか？」

「その通り。理り解かいの早い子って好きよ」

「嫌きらいでいいから！」

　会話をしながら必死に逃のがれようとするが、押おさえる力は微み塵じんも緩ゆるまない。全力で引ひき離はなそうとしても、彼女には鼻歌を歌う余よ裕ゆうすらあった。

「さーてと。邪じや魔まが入らないうちに……って、何これ」

　首くび筋すじに貼はられたガーゼを剝はがし、その下から現れた血を吸った痕あとに彼女は顔を顰しかめる。

「あの子、意外と吸い方汚きたないのね」

　右の首筋という血を吸う場所の好みがばっちり被かぶっていたのが分かり、気分が悪そうに口元を歪ゆがめる。さすがに夜よる音ねの残した傷痕の上から口を付ける気にはなれず、マレインは仕方がなしに左の首筋に狙ねらいを定さだめた。

「それじゃあ今度こそ、いただきま────っ！」

　身を固め吸われるのを待つしかなかった陶とう原はらだったが、最後の「す」を聞くことはなかった。

「うわっがああああああああっ！」

　逃にげようとして前に体重をかけ続けていたところを急に放され、それだけではなく強く突つき飛とばされたため、勢いきおいよく前へつんのめったのだ。潰つぶれたカエルのような体たい勢せいのまま滑すべり、顔面が擦すり傷きずだらけになる。

「痛いてえ！　痛えよこん畜ちく生しよう！」

　両手で顔を覆おおいごろごろとのたうち回る。顔を洗うように手を上下に動かし擦こするが、痛いたみは消えるどころか熱さが増ますばかりだ。

「──何をしているんです」

　冷たい声に動きを止める。涙なみだ目めで顔を上げると、横目で見下す夜音と目が合った。

「私から逃げておきながら、あんな年とし増まに血を吸わせようとするなんて。やはり貴方あなたは最低な人間ですね。逃がさずにさっさと吸っておくべきでした」

　不ふ機き嫌げんそうに漏もらす。

　夜音のさらに向こうへと目を向ければ、マレインが残念そうに肩かたをすくめていた。いざ血を吸おうとしたタイミングで、夜音が襲おそってきたのだ。攻こう撃げきをかわすためには陶原を放すしかなかった。

「最低なのはあなたよ。せっかく二人の時間を楽しんでたのに、割り込んでくるなんて本当に無ぶ粋すいなんだから」

　年増呼よばわりされたマレインが言うと、慌あわてたのは陶原だ。

「ま、待て！　それは違ちがうぞ！　俺は必死で逃にげようとしてたんだ！　ほんとだって！」

　目つきの鋭するどくなった夜よる音ねにあたふたと両手を振ふって弁べん解かいする。

「あら。あんなに鼻の下を伸のばしてたのは誰だれだったかしら？」

「こら！　何でそんな噓うそつくんだよ！　第一顔見えてなかっただろ！　あ、いやまじで。信じてくれよ！」

　地べたに座すわり込こんだまま、二人の吸きゆう血けつ鬼きへ忙せわしなく声を張はり上あげるのだが、夜音の視し線せんは絶ぜつ対たい零れい度どの域いきにまで達していた。

（昨夜私とみっ──、密みつ着ちやくした時はあんなふうにならなかったくせに！）

　拒きよ絶ぜつしたとはいえ、保健室でマレイン相手にどぎまぎしていたのはしっかり見ていたのだ。

「どうでしょうね。貴方あなたは悪あく趣しゆ味みなことに、あの女が魅み力りよく的てきだと思うんでしょう？　誰よりも。──私よりも」

「えっ、ちょっ、え？　なんでそれを知ってるんですか」

「どうでもいいでしょうそんなこと。それより早く答えなさい」

「いやあのその、あくまで見た目だけだぞ、見た目だけ」

「ふん！　あんな脂し肪ぼうの塊かたまりが何だって言うんですか。私だってあと数年もすれば、余よ裕ゆうであれくらいになるに決まってます」

「お、おう。そうだな、期待してるぞ」

　さすがに無理があると思ったが、ここで反論するほど陶とう原はらは愚おろかではなかった。勢いきおいに押おされるように同意すると、夜音も釣つられ、合わせるようにこくりと頷うなずく。

「あっ──！　えと、はい。頑がん張ばります」

　返事をしつつ、直ちよく視しし合うことはできない二人だったが、

「──そろそろいいかしら？」

　マレインの白けた声が、現実へと引ひき戻もどす。

　夜音は一いつ瞬しゆんで陶原との距きよ離りを詰つめると、髪かみを鷲わし摑づかみ、地面に引ひき倒たおす。倒れた彼を跳とび箱ばこの要よう領りようで乗り越え、マレインの拳こぶしを正面から打うち払はらった。

「あら残念」

　奇き襲しゆうに失敗したマレインは後ろへ大きく飛とび退のく。またも顔面を引ひき摺ずられ抗こう議ぎしようとしていた陶原は、その着地音を聴きき、自分が夜音に助けられたのだと気づいた。

「何をするんですか」

　マレインと陶原を結ぶ直線上を遮さえぎり、夜音が睨にらむ。

「少年の血を吸すうに決まってるでしょ。競争中だって忘わすれちゃったのかしら──、って」

　はっとする二人を見て苦笑する。

「まさか本気で忘れてるとは思わなかったわ」

　呆あきれ果はてたマレインの口調に、陶原は夜音の背せ中なかを見上げるが、彼女は動こうとしない。競争相手の吸きゆう血けつ鬼きから目を離はなさず、陶とう原はらを庇かばうように立ち続ける。

「どうしたの？　少年の血を吸すい尽つくすんじゃなかったのかしら？」

「ええ。そうしますよ。ただし、貴方あなたに背中を見せるほど私は愚おろかではありません」

　からかいの声にも乗らず、マレインの一いつ挙きよ一いち動どうに目を光らせる。

「陶原の血は私の、私だけのものです。貴方の邪じや魔まを排はい除じよしてからじっくりと頂いただきます」

　先ほど彼女は一直線に陶原を狙ねらっていた。隙すきあらば奪うばおうとしている魂こん胆たんは見え見えだった。

　夜よる音ねは陶原を守るように、しっかりと立たち塞ふさがる。

　決意表明を見せられたマレインは、笑みを深める。

「そうよね。目的は同じなんだから、結局はそうなるのよね」

　心の底から楽しそうに。牙きばを剝むき出だしにして。

「這はい蹲つくばったあなたの目の前で、ゆっくりと血を吸ってあげるわ」

「やれるものならどうぞ。地べたがお似に合あいなのはどちらなのか教えて差し上げます」

　夜音も負けてはいない。マレインほど感情を露あらわにはしないが、口元を僅わずかに歪ゆがめて小馬鹿にするように鼻で笑う。

　お互たがいに、口先だけで済すませるには限げん界かいが来ていると悟さとっていた。
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　空気が張はり詰つめ重くなっていく空間で、肝かん心じんの景品は何もしていなかった。

　片かた道みち一車線の道路。外灯と月明かりの照らす薄うす暗ぐらい道の真ん中で、陶原は犬のお座すわりのような格かつ好こうのまま身動きが取れなくなっていた。二人が争っている間に逃にげるべきだと思うのだが、凜りんとした夜音の後うしろ姿すがたに、体が痺しびれていた。

「ニャーン」

　唐とう突とつに聞こえた場ば違ちがいな鳴き声に、びくりと背せを震ふるわせる。目を向けると、外灯に照らし出された一匹の黒くろ猫ねこがいた。

「おい、危あぶないぞ────？」

　巻まき込こまれる前に追おい払はらおうとした、振ふっていた手首の動きが止まる。

「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」「ニャー」

　一匹目と瓜うり二ふたつの黒猫が、暗がりから続々と姿を見せたからだ。

　──いや、違ちがう。

　黒猫はどこからかやって来たのではなかった。陶原の目の前で暗い闇やみそのものがぎゅっと圧あつ縮しゆくされ、猫ねこの姿すがたを形作る。そうして生まれた猫は身み震ぶるいを一つすると、群むれの一員に加わる。そうしてできた黒山の猫だかりで、あっという間に周囲は取り囲まれていた。

（あれは昨日の……。心当たりの吸きゆう血けつ鬼きって、マレインのことだったのか）

　全く同じ姿で、しかし息を揃そろえることなく好き勝手に鳴く猫の声がニャーニャーとうるさいくらいに響ひびき渡わたる。一匹一匹は可愛かわいらしいのに、異い様ような数に包囲され、寒さむ気けが走る。

（これだけの数に一度に襲おそわれたら……！）

　アスファルトを砕いた破は壊かい力りよくは忘わすれていない。密みつ集しゆうしすぎて闇やみと猫の境きよう界かい線せんが分からなくなってしまっているが、爛らん々らんと黄色く光る目は数えるのも嫌いやになるほどだ。

「可愛かわいいでしょ。名付けてもふもふ地じ獄ごく。猫に埋うもれて死ねるなんて、マニアには堪たまらない死に方なのよ」

　夢のようなのは否ひ定ていしないが、本当に死んでしまうのでは洒落しやれにならない。猫は鋭するどい牙きばと爪つめを持つ狩しゆ猟りよう動物だ。肉球しか使わないのならともかく、統とう率そつの取れた猫の集団に襲われたら人間などひとたまりもない。普ふ通つうの猫でもそうなのに、あれはただの猫ではないのだ。

　マレインが指を鳴らすと、まずは先頭に並ならんでいた十匹ほどが飛びかかってくる。

　冷ひや汗あせを滲にじませ身み構がまえる陶とう原はらだったが、

「下らない。これなら人間の手品の方がまだましです」

　夜よる音ねは相手にもしていなかった。

　軽く頭を振ふると、なびいた黒くろ髪かみから雫しずくのように黒い塊かたまりが飛んだ。それは重力に逆さからいふわりと浮うき上あがると、黒猫を迎げい撃げきする。

　正面からぶつかったそれは、ほとんど抵てい抗こうを受けることなく黒猫を貫かん通つうする。闇を凝ぎよう縮しゆくして作られた黒猫も、それの前にはただの空気も同然だった。一いち撃げきで霧む散さんし、元の闇へと還かえっていく。一飛びで十匹の猫全てを打ち破ったそれは、翼つばさを広げ夜音の周りを不ふ規き則そくに飛び回る。

「蝙こう蝠もり……？」

　それは握にぎり拳こぶしほどの小さな蝙蝠だった。あまりに濃こすぎる黒い姿は、夜の闇でも不自然なほどはっきりと浮うき上あがっていた。

「まるで児じ戯ぎですね」

　蝙蝠を労ねぎらうでもなく、淡たん々たんと夜音は告げる。マレインだけに注意を払はらい、黒猫など一いつ顧こだにしない。

「あなたにとってはそうかもしれないけど、彼にとってはどうかしら？」

　しかしマレインの笑みは消えることはない。

「わたしの猫とあなたの蝙蝠。力は一対百かもしれないけど、数は百対一よ。猫だって人間相手ならたとえ一匹でも十分殺せるだけの力はあるし、一いつ斉せいに襲いかかれば、少年を守りきることができるかしら？」

　陶原もその意見には同意で、不安げに夜音を見上げるのだが、

「数が足りないと言うのなら、増ふやせばいいだけです」

　彼女はつまらなそうに言うと、ばさりと後ろ髪を搔かき上あげた。

「なっ──、噓うそでしょ……」

　広がっていく光景に、マレインはさすがに息を吞のむ。

　夜よる音ねの腰こしまで届とどく長い髪かみが浮うき上あがり、また元に戻もどる。その短い時間に、滝たきのように流れる艶つやのある黒髪の隙すき間まから次々に蝙こう蝠もりが飛び立っていった。

　我に返ったマレインが猫ねこに合図を送るが、もはや手て遅おくれだった。夜音を中心として渦うず巻まくように飛ぶ蝙蝠達により、飛びかかる暇ひまもなく、あっという間に駆く逐ちくされていく。同じ数にだけ膨ふくれ上あがった蝙蝠による、一方的な虐ぎやく殺さつだった。




「さて、次はどうしますか」

　静まりかえった夜道に、夜音の声だけが空気を震ふるわせる。

　瞬まばたきする間もなく、全ての猫が闇やみへと去っていった。役目を終えた蝙蝠達は夜音の足下に広がる影かげへと飛び込み、消えていく。

　陶とう原はらはと言えば、ただ目を丸くして成り行きを眺ながめるしかなかった。

「──分かってたとはいえ、術じゆつじゃさっぱり勝ち目はないわね」

　夜音は易やす々やすと行っていたが、マレインでは全力を使い果たしてもあのレベルの蝙蝠一匹産うみ出だすことはできない。それを量産までされたのでは、もやは笑うしかない。

　──しかし、だからといって負けが決まったわけはない。

「やっぱり得意分野で勝負しないとね！」

　前へと踏ふみ込こむ。気合いの息とともに突つき出だされた長い爪つめを、夜音は拳こぶしで弾はじく。続けて放たれた上じよう段だん蹴げりを一度はバックしてかわそうとしたが、小さく舌した打うちすると足を止め右みぎ腕うでで受け止める。何とかその場に踏ふみ留とどまるも、骨ほねの軋きしむ音に端たん整せいな顔が歪ゆがむ。

「くっ──！」

　マレインの攻こう撃げきは終わらない。能のう力りよくを使う隙すきを与えず、白はく衣いの裾すそを翻ひるがえし、優ゆう雅がに踊おどるように連続で蹴けりを放つ。正面から馬鹿正直に受け止める夜音は防ぼう戦せん一方だった。

　人間だった頃ころの常じよう識しきに縛しばられているマレインは、異い能のうの力を扱あつかうのが得意ではなかった。最さい低てい限げんの催さい眠みんや念動力は使えるが、自分の体を霧きりや動物へと変えることはできない。代わりに選んだのが、人間の延えん長ちよう線せん上じようにある、優すぐれた身体能力を生かした格かく闘とう術じゆつだった。

「ほらほらどうしたの。人間上がりにいいようにやられて悔くやしくないのかしら？」

「────っ！」

　サンドバッグ状じよう態たいの夜音はと言うと、その逆ぎやくだった。息をするのと同じレベルで術を扱あつかえる彼女は、自らの体を鍛きたえようなどとは考えたことすらなかった。蝙蝠さえ呼よび出だせれば勝負になるのだが、その余よ裕ゆうがない。根本的に体格が違ちがうのもあって、蓄ちく積せきしていくダメージに体中が悲鳴をあげていた。

　それでも、吹き飛ばされないようしっかりと耐たえ続つづける。

「お、おい！　何やってんだよ！」

　高速で行われる吸きゆう血けつ鬼き同士の格かく闘とうは、人間の目で追えるものではない。しかし、陶とう原はらの目にも明らかなほど夜よる音ねは圧おされていた。

「いったん距きよ離りをとって──」

　アドバイスの言葉は、夜音の行動の意味を悟さとったことで中ちゆう断だんされた。

（俺を守ってるのか……）

　体を霧きりに変えるなり、離はなれるなりすれば、マレインの攻こう撃げきをかわすことはできる。夜音がそうしないのは、陶原を背せにしているからだ。夜音が陶原から離れれば、マレインはすぐさま目もく標ひようを変えるだろう。それを防ぐためには、その場で張はり付ついているしかない。




　実のところ、それは陶原にとって、理想的な流れだった。

　夜音とマレイン。二人の吸血鬼のどちらが勝っても、血を吸すい尽つくされる運命にある。ではどちらに吸われた方が生き残る可か能のう性せいがあるかというと、それはマレインだ。

　夜音が陶原の血を初めて吸った時、次元を超えた美び味みに思考能のう力りよくを失った。まずマレインが夜音を倒たおし、血を吸って陶とう然ぜんとしたところで逃にげ出だすのが一番の手だろう。

　自分の命が懸かかっているのだから、最良の手しゆ段だんを取るべきだ。陶原もそれは分かっているのだが。

「お、おい夜音、いいから──」

「──うる、さい──、ですよ」

　逃げろとかけようとした声は、途と切ぎれ途切れの夜音の声にかき消される。

「貴方あなたの血は、私が飲む、んです──、いいから、じっとして──、なさい」

　捌さばくこともできず、マレインの蹴けりを耐たえるだけの状じよう態たいで、夜音は頭だけは冷え切っていた。

　嬉うれしそうに満面に笑みを浮うかべて自分を蹴るマレインだが、暴ぼう力りよくに酔よってないこともきちんと読み取っていた。冷静に周囲へ注意を配る彼女は、陶原を第一目もく標ひようにしたまま変えていない。障しよう害がいとなっている自分がいなくなれば、すぐさま血を吸うだろう。

（こんなの屁へでもありません──）

　体中で内出血を起こし、骨ほねも幾いくつか折れている。段だん々だん反はん応のうは鈍にぶくなり、体は重くなっていく。

　それでも。

（──それが何だと言うんですか！）

　陶原の前で血を吸い尽くすと宣せん言げんした時。逃げた彼を追いかけた時。

　どれだけ怪け我がが増ふえようとも、あの時に比べればまだまだ体は軽い。




（どうすりゃいいんだよ……）

　一歩も引かず、気き迫はくも衰おとろえようとしない夜よる音ねだったが、陶とう原はらの目から見ればもう限げん界かいだった。

　胸むねを張はった立たち姿すがたは立りつ派ぱなものだが、肩かたは大きく上下している。鋭するどい爪つめで切きり裂さかれ、上等そうな服もボロボロだ。小さな傷きずはその都つ度ど再さい生せいするので、破れ目から覗のぞく肌はだは綺き麗れいなままだったのが、その再生速度は目に見えて遅おそくなっている。内部にはもっとダメージが蓄ちく積せきしているだろう。このままでは負けるのは時間の問題だった。

　少しでもマレインの注意をひきつけられれば。そう思って周りを見み渡わたしてみても、小石一つ落ちてない。

（畜ちく生しよう！）

　戦うどころか、手助けすることさえできない。無力さを嚙かみ締しめていると、

（あれは────！）

　視し界かいの片かた隅すみに、光る何かを捕とらえる。外灯の届とどかぬ闇やみの中に、二つ並ならんだ瞳ひとみが潜ひそんでいた。生き残りがいたのか新たに生み出したのか分からないが、マレインの使つかい魔まである黒くろ猫ねこが一匹隠かくれていたのだ。

　視し線せんに気づいたのか、その黒猫は影かげから飛び出すと、勢いきおいよく走って陶原へと向かい高らかにジャンプした。

（──違ちがう、俺にじゃない！）

　一直線に飛ぶ猫が描えがく軌き道どうは、座すわり込こんだ陶原の頭上を越え、夜音の後頭部へと繫つながっていた。爪つめを立てて襲おそうのではなく、顎あごを引き、気を付けをするように真まっ直すぐに背せ筋すじを伸のばし、頭頂部を先せん端たんとして飛ぶ姿はみょーんと擬ぎ音おんが付きそうなほど微ほほ笑えましかったが、その威い力りよくは到とう底てい笑えるものではない。

　狙ねらわれている彼女は、自身と陶原を守るのに手て一いつ杯ぱいで、気付いている様子はなかった。

「────危あぶねえ！」

　反はん射しや的てきに、体は動いていた。

　彼女が振ふり向むいて確かく認にんできたとしても間に合わないだろうタイミングだったし、そもそもマレインがそれを許ゆるすはずがない。一いつ瞬しゆんでそれだけのことを計算したわけでは、もちろんなかった。計算どころか、

〈夜音を助ける〉

　それ以外の何も頭の中になかった。

　彼女にも命を狙われていることも、マレインが勝った方が自分にとって有利なことも、どうなってしまうのかさえ考えなかった。

　体当たりをするように、夜音を背中から突つき飛とばす。

　さすがの吸きゆう血けつ鬼きも、無む警けい戒かいな方向からの攻こう撃げきにたたらを踏ふむ。ほんの数歩だが、それで十分だ。マレインにも意外だったらしく、無む防ぼう備びになった夜よる音ねへの攻こう撃げきをその瞬しゆん間かん忘わすれる。

　──無論、操あやつっていた使つかい魔まの動きを制せい御ぎよするのも。

　驚おどろき振ふり向むいた夜音の目の前で、黒くろ猫ねこが陶とう原はらの右みぎ肩かたへと叩たたき付つけられる。破は壊かい力りよくを存ぞん分ぶんに発はつ揮きし、猫は突つき刺ささるようにして陶原の骨ほねを砕いた。

　飛び散った血が茫ぼう然ぜんとする夜音の顔にかかり、唇へと流れる。

　いつもなら幸せで包み込むはずのそれは、ただの赤い液体としか感じられなかった。
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　倒たおれ込こむ陶原の動きが、ひどくゆっくりに見えた。

　何な故ぜか満足そうな笑顔で飛ばされた彼の体が、道路を何度か跳はねるように転がり、仰あお向むけに止まる。

　そうやって地べたを引ひき摺ずられるのは今日だけで三度目のはずだが、今度はのたうち回りはしない。

　倒れたまま、ぴくりとも動こうとしなかった。

「────あ、やっちゃった」

　何が起こったのか分からず、隙すきだらけで、転がる陶原をただ見つめていた夜音は、マレインの呟つぶやきに状じよう況きようを理り解かいする。正せい確かくには理解したわけではなかったが、マレインがやった、ただそれだけ分かれば十分だった。

「待って待って、わたしは別に少年を狙ねらってたわけじゃ──」

「────きえなさい」

　夜音の瞳ひとみがより赤く、濃こく輝かがやくと、マレインは叫さけび声ごえをあげる暇ひまもなく吹き飛ぶ。

　これまで一方的に攻こう撃げきしていたのが噓うそのように、マレインの体は工場の塀へいを軽々と突つき破やぶり、さらに奥おくへと飛ばされていく。壁かべを破は壊かいする音が連続で響ひびくが、夜音は目もくれない。

　呆あつ気けない決着だった。




「とうはら──、陶原！」

　マレインのことは頭から完全に消え去り、倒れた少年へと駆かけ寄よる。だらりと不自然な角度で曲がる腕うでへと手を伸のばすと、ぞっとするほど冷たい。胸むねは薄うすく上下しているが、反はん応のうはない。黒猫のぶつかった肩を中心に、制服はじっとりと赤く染そまっている。

「しっかり、しっかりしなさい！」

　暖めるように、陶原の手を両手でぎゅっと包み込む。

「目を開けなさい！　陶原！　陶原！」

　異い能のうの力を持ち、並なみ外はずれた再さい生せい能のう力りよくで自分の怪け我がは治なおせても、他人に対しては無力だ。できるのは人間と同じく、手を握にぎり、声をかけ、祈ることだけ。

「死ぬなんて許ゆるしません！」

「いてえええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　唐とう突とつな叫さけびが夜よる音ねの耳を打つ。

「陶とう原はら！　気がついたんですね！」

「うるせえ！　手を放しやがれ！」

　顔を輝かがやかせる夜音に、陶原は涙なみだを流しながら怒ど鳴なる。

　肩かたの骨ほねの折れた右みぎ腕うでをガクガクと揺ゆさぶられ、痛いたみで強引に意い識しきを呼よび戻もどされたのだ。ともすれば黒くろ猫ねこがぶつかった時よりも強い痛みに、おちおち気き絶ぜつもしていられない。鬼き気き迫せまる表情だったが、感極まった夜音は聞いていない。握にぎった手を引き寄せ、頰ほおに寄せる。

「良かった……。本当に良かった……！」

「んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん！」

　もやは言葉にならず、泡あわを吹く。

　とどめとばかりにさらに腕を引き、立ち上がらせようとしたところで救すくいの手が差し出された。

「手をお離はなし下さい。お嬢様」

　救いの女神はメイドの格かつ好こうをしていた。
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「小さ夜よ！　貴方あなたどうしてここに？」

　陶とう原はらの手を取り落とし、夜よる音ねが振ふり返かえる。向かい合って、彼女の使用人は深々と頭を下げた。

「出過ぎた真ま似ねと存ぞんじておりますが、またお嬢様を危き険けんな目に遭あわせるわけにはいくまいと、後をつけさせていただきました」

「そうだったんですか。全然気がつきませんでした」

「気配を消しておりましたので。僭せん越えつですが、マレイン様の関かん節せつは全て粉こな々ごなに砕いておきました。しばらくは無む視しして大だい丈じよう夫ぶかと存ぞんじます」

　平然と述のべると、自由落下した腕うでの痛いたみにのたうつこともできず、金魚のように口をぱくぱくさせる陶原へ、感情のこもらないガラスのような目を向けた。

「その人間の処しよ遇ぐうはいかが致いたしましょう」

「──っ！　そうです！」

　夜音は再ふたたびしゃがみ込み、陶原へと手を伸のばす。その余よ裕ゆうのない背せ中なかに、

「その人間を生かしたいとお望みであれば、あまり動かさない方がよろしいかと。おそらく頭を打っておりますので、下へ手たに動かすと死ぬ可か能のう性せいが高いかと思われます」

　落ち着いて声をかける。

「私個人の意見を言わせて頂いただければ、そんな人間など死んでしまうのが望ましいのですが」

「そんなわけにはいきません！　命令です、助けなさい！」

「──承しよう知ち致しました」

　夜音に仕えて十七年。初めて下された命令に、小夜は素す直なおに従したがった。

　陶原の体を挟はさんで、ぴたりと硬こう直ちよくした夜音の反対側へと移い動どう。身を屈かがめ、陶原の全身を観察する。

「──思ったよりも出血は激はげしくありません。このまま放置すれば危き険けんですが、すぐに病院で手当を受ければ命に別べつ状じようはないかと」

　強打した右みぎ肩かたは骨ほねが粉ふん砕さいされ、傷きず口ぐちこそ酷ひどい状じよう態たいだったが、血ち溜だまりが広がるほど出血しているわけではない。全身を強打し擦すり傷きずだらけだし、素人しろうと目めには分からない怪け我がをしているかもしれないが、今は言っても仕方がない。意い識しきははっきりしているようだし、それなりに人間の死を見送ってきた経けい験けんから、大丈夫だろうと結論づける。

「本当ですか！」

「はい。お嬢様の頭部を狙ねらっていたためこの程てい度どで済すんだようです。ロリで正せい解かいでしたね」

　それでも陶原が普ふ段だんから鍛きたえ、頑がん丈じような体でなければ危あぶなかっただろう。

　眉まゆを寄せ、むっと睨にらむ夜音に、

「お嬢様が気になされているようでしたので、讃たたえたつもりでしたが……。失言でした。申もうし訳わけありません」

　立ち上がり、深く一礼する。

「人間のことは人間に任まかせるのが一番かと。救きゆう急きゆう車しやか医者を呼よんで参まいりますので、お嬢様はこの場でお待ち下さい」

「えっ、ええ、お願いします」

　有ゆう能のうな使用人は場を取り仕切ると、一気に夜空へと飛び上がっていく。陶とう原はらの横、アスファルトの上でにきっちりと正せい座ざをしたまま、夜よる音ねは小さく頭を下げた。
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　頭を上げた夜音は、遠ざかる背せ中なかが小さくなる前に陶原へ向き直った。小こ刻きざみな呼こ吸きゆうを繰くり返かえす陶原は、助かると保ほ証しようされたとはいえ、危き険けんな状じよう態たいには変わりなかった。

「なあ──」

　にも拘かかわらず体を起こそうとするので、夜音は慌あわてた。

「何をしているんですか。救急車が来るまで安静にしていなさい！」

「いいから、聞いてくれ。頼たのみがあるんだ」

　軽く体を押おさえられるだけで、もう抵てい抗こうできない。諦あきらめた陶原は、夜音の顔をじっと見つめ、

「俺の血を、吸すい尽つくしてくれ」

　落ち着いた声で、言った。

「何を、言って……」

「だから、俺の血を全部吸ってくれって言ったんだよ」

　聞き返すのも無理はない。そう思いながら、陶原はもう一度、同じ言葉を告げる。

「そうするって、さっき自分で言ってただろ？」

「どうしたというんです。それが嫌いやで逃にげ出だしたんじゃないですか」

「あの時はな。でも、今は違ちがう」

「怪け我がを心配してるんだったら大だい丈じよう夫ぶですよ。命に別べつ状じようはないと小さ夜よが保証してくれました」

　安心させようとしてか、そう言い聞かせる夜音だったが、陶原の表情は変わらない。

　その保証は、ちゃんと聞こえていた。

　だからこそ言ってるのだ。

「命は助かるだろうけど、そのためには輸ゆ血けつが必要だろ？」

　夜音が血を吸い過ぎたため、ただでさえ血が少なかったのに、出血したおかげで陶原の顔色は青白い。輸血をしなければ、出血多量で命を落とすだろう。

　頷うなずく夜音に、自じ嘲ちようするように笑いかる。

「輸血されれば、俺の血は不ま味ずくなっちまう。美う味まい俺の血が飲めるのは、これが最後だぜ」

　病院に運ばれるまでに、陶原は致ち死し量りようギリギリまで血を失うだろう。助かるために必要とはいえ、輸血を受ければ本来の血はかなり薄うすれてしまう。

　そうなれば、味の低下は免まぬかれない。

　輸血用の血けつ液えきが悪いというわけではない。健康な人間の血ではあるだろう。しかし、普ふ通つうに健康な血では駄だ目めなのだ。長い時間をかけ、過か剰じようなほどに健康だけを追い求めてきたからこそ、陶とう原はらの血は美び味みなのだ。

　病院へ運ばれれてしまえば、その血は失われる。

「そんな…………」

　ごくり、と夜よる音ねの喉のどが鳴るのが聞こえた。

「救きゆう急きゆう車しやが来る前に……、早くしてくれ」

　夜音を急せかすように言いながらも、陶原は半分意い識しきを失っていた。

　命に危き機きが迫せまるほど血が足りていないのだから当然だ。

　気力を振ふり絞しぼり、血を飲めとどうにか伝えることはできた。やり終えた安あん堵どで意識が次し第だいに薄うすれていく。

　死への恐きよう怖ふはなく、不思議なほど穏おだやかだった。

　夜音はきっと血を吸すい尽つくしてくれるだろう。

　吸い尽くすと宣せん言げんされた時逃にげ出だしたのは、夜音が自分の血を気に入ったままだと分かったからだ。逃げ切ることができれば、まだ先があった。

　でも、今度はそうではない。

　陶原は血だけが取とり柄えの少年だ。血が美お味いしい以外は何の趣しゆ味みも特とく技ぎもない、面おも白しろみのない男なのだ。

　その血が不ま味ずくなれば、夜音を自分の側に繫つなぎ止めることはできない。

　彼女は離はなれていってしまう。

　陶原の胸むねには、十年前の夜音との出会いの夜が、消えることなく焼き付いている。本当はあの時、夜音に対して怒いかりなど欠片かけらも抱いだかなかった。声が嗄かれても懇こん願がんし続けたのは、彼女が去っていってしまうのが、ただ悲しかったからだ。見送ることしかできない自分が悔くやしかった。嫌きらわれてもいい、側にいて欲しかった。

　吸きゆう血けつ鬼きに憧あこがれたのではなく、元からその対たい象しようは彼女自身にあった。

　また見捨てられる方が、死よりもよほど怖こわかった。

「──、────」

　最後に何か口を動かすが、もはや言葉にならず、意識は闇やみへと落ちていった。










　　　　　　　　　　終章




　目を開けると、最初に飛び込んできたのは真っ白い天てん井じようだった。

　蛍けい光こう灯とうは点いていないが、周囲は明るい。顔を左に向けると、窓まど越ごしに晴天が広がっていた。反対側に顔を回すと、天井と同じ色の壁かべに囲まれている。

　清せい潔けつな部へ屋やに、陶とう原はらは一人寝ねかされていた。

　痛いたみを訴うつたえる体を無む視しし、上じよう体たいを起こす。窓からの景色には見覚えがあった。部屋こそ違ちがうが、夜よる音ねと初めて出会った、幼おさない頃ころよく入院していた病院だ。

　寝ているベッドと着替えを入れる細長いロッカー。正面の壁に掛かけられた時計。あとは窓と出入り口の引き戸しかない、簡かん素そな個室だった。

　時計を見ると、時刻は午後二時過ぎ。二十時間近くも眠ねむっていたことになる。

　助かったのだ。

　右の首もとに手を伸のばすが、肩かたの広い範はん囲いをギプスで固定され、肌はだに触ふれることもできない。乱らん暴ぼうな手つきでそれ以外の箇か所しよの包ほう帯たいを外し、ガーゼを剝はがし、左手で首の周りを触さわるが、あるのは擦かすり傷きずばかり。

　新しい牙きばの痕あとは、どこにもなかった。

　あるはずがない。陶原は今、生きているのだから。

「う……ああ……」

　上半身を前に倒たおし、体を折る。

　夜音は血を飲まなかった。

　見捨てられたのだ。

「……くそっ………………畜ちく生しよう…………」

　左手で右の首筋に触ふれ、嗚お咽えつを漏もらす。

　ぽっかりと空いた胸むねが締しめ付つけられる。額ひたいを布ふ団とんに押しつけ、限げん界かいまで体を丸めても、痛みは引くことはなかった。十年間陶原を支ささえ続つづけてきたそれは、もやは消えてしまったというのに、その存そん在ざいを主しゆ張ちようし続ける。

　夜音の復ふく讐しゆうだとしたら、これ以上ない成果だった。

　こき使われた恨うらみは八やつ裂ざきでは足らず、じっくりと晴らしてやると以前に語っていた。陶原にとって、これ以上の責せめ苦くはない。

　人生の大半を注ぎ込んできた血を、必要ないと言われたのだから。

　脳のう裏りには、次々に夜音の姿すがたが浮うかんでは、消えた。

　初めて見た時の、月を背せにした幻げん想そう的てきな美しさ。

　血を吸った直後の、恍こう惚こつの表情。

　人間を見下す冷たい目。

　悔くやしげなむっつりとした顔。

　してやったりの笑顔。

　平へい素そは人形のように冷たい顔をしているが、むしろ普ふ段だんそうやってすましている分、感情の振ふれは手に取るように分かりやすかった。

　吸きゆう血けつ鬼きであっても、普ふ通つうの人間と同じだった。

　時間をかけ、少しずつそれを知っていった。

　どれもこれも、全てがもう、二度と戻もどることはない。

　陶とう原はらの至し高こうの血は失われてしまったのだ。

　今できるのは、破は裂れつしそうなほど膨ふくれ上あがる胸むねの痛みに身を震ふるわせることだけだった。




　──コンコン。

　ノックの音が耳に届とどいたのは、それからすぐのことだった。

　聞こえてはいても意い識しきには届かず、反はん応のうを示さない。もう一度ノックされるが、煩わずらわしいだけだった。看かん護ご師しか親なのかは知らないが、放っておいてくれ。

──コッ！　コッ！

　さらに繰くり返かえされたノックは、苛いら立だちを隠かくそうともせずに叩たたき付つけられる。気分がささくれ立った陶原は少しだけ顔を上げ、凶きよう相そうを向ける。

　音がしているのは、通路側の扉とびら──ではなく、その反対側にあるロッカーだった。

　殴なぐりつけるような強い音は、内うち側がわから響ひびいている。

「えっ────」

　入院患かん者じやのために用意されたそれは木製だが形状としては細長い長方形で、事務所や更こう衣い室しつ、教室の後ろなどでよく見かけるものと同じだ。

　どこかで見たような光景に、はっと息を漏もらす。

　それに気づいたのか、ロッカーの内側からノックではなく、声が来る。

「目が覚めたんですか」

　聞きき慣なれた、冷たく感じられる落ち着いた声だ。

「な──、え──」

「起きたのなら早く返事をしなさい」

　顎あごが小こ刻きざみに震ふるえ、上う手まく声を出せない。何度か唇くちびるを舐なめ、

「夜よる音ね……、なのか？」

　ようやく吐はき出だした声は震え裏うら返がえっていた。

　もう聞くことは一生ないと思っていた。己おのれの耳を疑い、ロッカーに怯おびえた目を向ける。幻げん聴ちようではないのか。返事はないんじゃないだろうか。

「当たり前です。他の誰だれだと思ったんですか」

　不安をよそに、少しむくれた声があっさりと返される。

　少しこもってはいるが間ま違ちがいない。

「ほんとに……、本当に夜よる音ねなのか」

「しつこいですね。そうだと言ってるじゃないですか」

　二人の温度差は激はげしい。が、それでようやく陶とう原はらは確かく信しんを持てた。

　不ふ機き嫌げんそうな声こわ色いろは、一番よく聞かされていた、夜音の声だった。

　ロッカーの中に彼女はいるのだ。

「でも……、どうして……」

　体に生気が戻もどりつつあったが、問いかける声は弱々しい。

　彼女がそこにいる理由が分からなかった。

　極上だった血は、不ま味ずくなってしまった。命こそ助かったが、十年間積み重ねてきたものは失われてしまった。それは間違いない。

　夜音は自分の血だけが目当てだったのだ。今の陶原は彼女にとって無む価か値ちな存そん在ざいのはずだ。

　布ふ団とんを引き寄せ、半ば身を隠かくすようにしながら、目だけはしっかりとロッカーを見つめる。中に隠れた夜音の様子は見えず、時間だけが過ぎる。

「──そ、そんなのは当然でしょう」

　やっと返ってきた答えは、少しだけ上うわ擦ずっていた。

「血のため、そう、血のためですよ。それしかないでしょう」

　夜音の言葉に、陶原の顔から曇くもりが晴れることはなかった。

「でも、もう俺の血は……」

「そんなことは知ってます」

　最後まで続けずとも、言わんとすべきことは明めい確かくに伝わる。

　陶原の血は、もはや夜音の期待に応こたえられる味ではない。

　にもかかわらず、夜音の声には落ち着きが戻っていた。

「確たしかに貴方あなたの血は不味くなりました。先ほど吸すってみましたが、以前とは比ひ較かくにならない低てい俗ぞくな味でした」

　説明を聞き、陶原は眉まゆを寄せる。特とく徴ちよう的てきな、二つ並ならんだ新しい牙きばの痕あとはどこにもないのを確かく認にん済ずみだ。首を捻ひねるが、お構かまいなしに夜音の声は続く。

「──ですが、他の人間の血よりはまだましです」

　びくん、と心しん臓ぞうが跳はね起おきた。

「前の貴方の血には足下にも及およびませんし、目を覆おおいたくなるほどの衰すい退たいぶりですが、今の貴方の血も、決して悪くないはずです。今まで吸った血の中では、過去の貴方に次いで二番目に美び味みに決まってます」

　夜よる音ねがどんな顔をしているのかは、ロッカーに隠かくれて見えはしない。けれど、陶とう原はらの脳のう裏りには顔を赤くしてそっぽを向く夜音の姿すがたがありありと浮うかんでいた。

「血です。血のためです。貴方あなたの血が美お味いしいから、生かしてやることにしたんです」

　花が咲いたように、陶原に笑みが広がっていく。それは日ひ頃ごろの不ふ貞て不ぶ貞てしさを欠片かけらも感じさせない、まるで幼おさない子供のような笑顔だった。

「それだけに、決まってます」

　最後の一言は、ロッカーに阻はばまれ陶原までは届とどかない。自分自身言い聞かせるように、内部で反はん響きようするのみだった。

　力が抜ぬけ、陶原はばたりと倒たおれ込こむ。寝ねていた体たい勢せいに戻もどり、打ち付けた体の至いたるところが痛いたみを主しゆ張ちようするが、まるで気にならない。

　血を吸った痕あとはないが、夜音がそう言うのだから吸ったのだろう。ごちゃごちゃと考えるのを止め、窓まどの外に目を向ける。

　月のない昼間の空は、雲一つない。明るい日差しが病室内を照らし、暖かな空気に満たされている。

「──そう言えばさ、昼間だけど大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　掃そう除じ用具入れに隠れた時のことを思い出し、尋たずねると、

「大丈夫なはずがないでしょう。何な故ぜ私がこんなところにいると思ってるんですか」

　すぐに不ふ機き嫌げんな声が返ってくる。病室内に他に隠れられるような場所はない。ということは、日が昇のぼる前からずっと潜ひそんでいたのか。

「あの時よりはましとはいえ──、もう、限げん界かいです……」

「夜音？　おい、夜音！」

　尻しりすぼみな調子に、陶原は慌あわててロッカーに近づこうとしたのだが、

「──って。何だよそれ」

　内側に響ひびく音に、ずり落ちそうになる。

　それは、穏おだやかな寝息だった。

「人間の前じゃ絶ぜつ対たいに寝ないんじゃなかったのかよ」

　苦笑いが漏もれる。

　穏やかで優やさしい空気に、自身にも睡すい魔まが襲おそってくるが、必死に耐たえると今度は吸すい痕あとではなく、怪け我がの状じよう態たいを確かく認にんし始める。

　少なくとも日が落ちるまでは起きていなければ。傷の痛いたみに顔を顰ひそめながら、陶原はリハビリの計画を立てていく。

　陶原は健康だけが取とり柄えなのだ。早く怪我を治なおして、最高の血を取とり戻もどさなくてはならない。





終　









　あとがき




　はじめまして。そうでない方はお久しぶりです。丸まる山やま英ひで人とと申します。

　まずは初めての本なのにこんな挨あい拶さつとなった理由から説明しますと、私は第15回電撃小説大賞にて〈電撃文庫MAGAZINE賞〉を賜たまわりまして、その短たん編ぺんがデビュー作となりました。選考に携たずさわった先生方や編集部の方々、そして素す敵てきな扉とびら絵えを描かいて下さった鶴つる崎さき様にこの場を借りてお礼を申し上げます。

　そちらを読んでない方でも、この本とは全く関係のない話なので安心して手にとってやって下さい。短編を読んで下さった方へは重ねてありがとうございます。

　そんな経けい緯いを経へてこの話を書くチャンスを頂いただいたわけでしたが、昔からストーリーを考えるのは好きでも、それを文字に起こすのは苦手としていたため、担たん当とうの川本様の指し導どうがなければ未だに完成させられていなかったと思います。度たび重かさなる改かい稿こう作業に投げ出すことなくお付き合い頂き、ありがとうございました。これからも迷めい惑わくをおかけすると思いますが、どうぞよろしくお願いします。

　物書きを目指していながら文章を書くのが苦手という性しよう分ぶんはこのあとがきでも存ぞん分ぶんに発はつ揮きされ、随ずい分ぶん前から分かっていながら締しめ切きり当日まで書くことができず、というか分かりにくいということでこれも書き直しています。はい。

　あわよくばパクろ……参さん考こうにしようと同期受賞者のあとがきを読んでみたのですが、苦手としているのが自分一人だと分かり、へこむだけでした。嫉しつ妬とすら覚えました。とはいえいつまでも嘆なげいているわけにはいかず、手元にある色んな作者のデビュー作を読よみ漁あさってみたところ、謝しや辞じを書いておけば間ま違ちがいない、というのが結論として得られただけでした。

　このあとがきが全体的に謝辞で占しめられているのとは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちですね。

　冗じよう談だんはともかくとして、実じつ際さいに自分一人の力ではこの本を出すには至いたりませんでした。励はげましてくれた友人達や、方向性は違ちがえど同じく夢を持って頑がん張ばっているバイト先の皆みな様がいなければ、途と中ちゆうで諦あきらめていたと思います。もう何年も顔を合わせていない家族へはすいません。そのうち帰ります。

　そして今回のイラストを引き受けて下さったosa様。あとがきを書いている現時点ではまだキャララフの段だん階かいですが、いただいたイラストで自分の中でのイメージが完全に固まりました。書くのに使っているパソコンの壁かべ紙がみに設せつ定ていして、気合いを入れています。

　最後になりますが、この本を手に取っていただいた皆みな様に、一番の感かん謝しやを贈おくります。読者の方が読んで、初めて物語は完成するのだと思っています。




　それでは。またお会いできることを祈っています。
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丸まる山やま英ひで人と

１９８１年生まれ。鹿児島出身。ひきこもりがちで現在は京都に住み着くが、その理由は自分でもよく分からない。写真は賀茂茄子（苗）。
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イラスト／osaおさ

某投稿サイトをウロウロしていたら拾われました。もっと夜音や清水の可愛さを引き出せるように頑張ります！
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夜よると血ちのカンケイ。
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